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甘美な夜にとらわれて




　　　　１







　午後三時をすぎると、茶会の客足は目に見えて減りはじめた。


　人手が足りないせいもあって、午前中から休みなしで受付の手伝いをしていた大おお江え和かず紗さは、一段落ついた水屋から交代しに来てくれた女性に勧すすめられ、休きゆう憩けいを取ることにした。


　控ひかえ室として使われている部屋に行けば、この近辺では一番美味だと評判の懐かい石せき弁当が用意されているはずだが、空腹は特に感じない。


　お腹なかを満たすことより、接客で疲つかれた神経を休めたいという欲求のほうが強い。


（庭でも散歩しようかな）


　お客と接するのは嫌きらいじゃない。


　茶会に来慣れた人々の着物や帯など、季節を考こう慮りよした粋いきなお洒落しやれを見るのは勉強にもなるし、はじめて正式な茶会に来て緊きん張ちようしている人を見かければ、少しでもくつろいで場の雰ふん囲い気きを楽しめれば良いと思うから、緊張しなくて大だい丈じよう夫ぶですよと声をかけたくなる。


　とはいえ、仕事自体は楽しくても、何時間もぶっ続けでお客への気配りを続けていたらやっぱり疲れる。


　近きん隣りんでも一番見事なここの庭園をひとりで静かに散策して、少しほっとしたかった。


　外に出ると、人の姿がまばらに見えた。


　庭園内、秋の花である萩はぎが咲さき誇ほこる一角では、由ゆい緒しよある茶室では少々敷しき居いが高すぎると感じる人々のために、より気楽にお茶を楽しんでもらえるよう野立てが催もよおされている。


　立礼で気楽なぶん、客の入りも茶室よりも多いようで、まだまだ盛せい況きようでスタッフが慌あわただしく動き回っていた。


　見つかったら、こっちを手伝ってくれと頼たのまれるに違ちがいない。


（──ごめんなさい）


　和紗は心の中で謝りながら、生け垣がきに隠かくれるようにしてその場から遠ざかり、初秋の庭を人がいないほうへと足を進めた。








　本格的な茶会を催せる露ろ地じや茶室、はじめてきた人などは迷子になることもあるほどの広い庭園を擁ようするこの場所は、『翠すい玉ぎよく亭てい』と呼ばれ、この地区の行政の管理下にある。


　元々は、とある富ふ豪ごうが客人の接待用に使用していた別べつ邸ていらしいのだが、代だい替がわりして使用頻ひん度どが極きよく端たんに減ったこともあり、折せつ角かくの施し設せつをこのまま無む駄だに維い持じし続けるよりは有効に使っていただきたいと、地域のために寄付されたものだ。


　同じ敷しき地ち内には数す寄き屋や造づくりの日本家屋や、かつてはダンスホールとしても使われた洋館などもあり、今では地域の文化事業やサークル活動、企き業ぎようでの商業利用などに引っぱりだこになっている。


　今日の茶会は、日本家屋を使用して展示会を開いている呉ご服ふく問屋が、お客さま方に一服さしあげたいので共同開かい催さいしないかと、茶さ道どう教室を開いている茶人に依い頼らいして開催されることになったものだ。


　呉服の展示会の客と茶道関係者、縁えんのあるふたつの催しだけに、双そう方ほうの客が敷地内を行き交かって客入りも多く、成功を収めたと言えるだろう。


　茶会のスタッフのほとんどは茶道教室のお弟で子しさん達だったが、和紗は例外だった。


　実家が和わ菓が子し屋やを営んでいる関係上、幼い頃ころに茶道教室に通い作法に通じていたので、たまにこんな風に大きな茶会の手伝いに駆かり出されることがあるのだ。


　折角の休日が丸一日つぶれるのは少しばかりつまらないが、実家の和菓子をこの茶会に使ってもらっている以上、文句は言えない。


　いやむしろ、跡あと継つぎの立場としては、今後のためにも是ぜ非ひお手伝いさせてくださいとお願いすべきところなのかもしれない。


（まだ実感はないんだけど……）


　かつての父などは、義務教育修しゆう了りよう後ごすぐ和菓子職人としての修しゆ業ぎようをはじめたらしいのだが、和紗はいまだに作業場にも入れてもらえない。


　これからの時代は学歴も必要だというのが父の考えで、とりあえず今は学業優先、大学で必要なことを学んでから家業の修業をすればいいと言われている。


　和紗は高校一年で、まだまだ先の話だから実感が湧わかないのは仕方ないが、跡を継ぐことに対する拒きよ否ひ感は今のところはまったくない。


　四季折々の趣しゆ向こうを凝こらした父の和菓子は、身内の贔ひい屓き目めなしでも実に繊せん細さいで美しく、尊敬すら覚えるし、こうした茶会の手伝いをするたびに触ふれる、日本の古き良き伝統というものを好ましく思ってもいる。


（これで、もう少し和服が似合えばな）


　子供の頃から、盆ぼん正しよう月がつだけじゃなくちょっとした外出でも和服を着せられていたから、和服の着付けや手入れは慣れたものだ。


　でも困ったことに、和服を着るのも、粋に着こなしている人を見るのも好きなのだが、和服を着ている自分を鏡で見るのはあまり好きじゃない。


　身長は平均的だが、肉付きが薄うすくひ弱な体格をしているせいで、うまく着こなせていないと自分でも思うから……。


　癖くせのないサラサラした黒くろ髪かみ、くっきりとした二ふた重えの黒い瞳ひとみが印象的な和紗の顔は、色白でどちらかというと優やさしげだから、和服を着ていると妙みように中性的に見える。


　口を閉じてさえいれば和紗と良く似た顔立ちのやんちゃな妹に、自分の和服を貸そうかと、からかわれたりするほどだ。


　袴はかまを着ればもうちょっとましなのだが、お点て前まえの手伝いならともかく、受付でそこまですることはないよと師し匠しように言われていて、それもできない。


（接待する側なんだから、袴着用が基本だと思うのに……）


　和紗はため息をつきつつ、自分の身体からだを見下ろした。


　薄っぺらな胸と細い腰こし、まるで人型に切り抜ぬいた平らな板に着物を巻き付けているみたいだ。


　粋だなんて、微み塵じんも感じられない。


　なんだか情けない気分になって、うつむき加減にトボトボと庭の奥へ奥へと歩いて行ったら、


「休憩かな？」


　と、不意に声をかけられた。


　顔を上げると、庭の一番奥まった場所にある一ひと際きわ大きな木の前に、まさに絵に描かいたような紳しん士しが立っていた。


（……うわぁ）


　常々、こうなれたらなと脳のう裏りに描く理想、そのままの姿が、そこにあった。


　思わず、和紗の唇くちびるから感かん嘆たんのため息がこぼれる。


　茶会にふさわしい落ち着いた色合いのスーツは、生き地じも仕立ても上等の特上品。


　見事なバランスの長身と、申し分のない身体の厚み。


　そして、穏おだやかな笑えみを浮うかべている、彫ほりの深い男らしい顔立ち。


　ただそこに佇たたずんでいるだけなのに、目を奪うばわれずにはいられない強い存在感を感じる。


　この顔で、この胸むな板いたなら、さぞかし和服も似合うだろう。


　和紗は、その紳士を思いっきり羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見つめてしまっていた。


（──と、いけない。ぼけてる場合じゃないのに、なにしてんだろう、もう……）


　ふと我に返り、なぜか高鳴ってしまっている自分の鼓こ動どうに戸と惑まどう。


　でも今は、ぼんやりみとれていい場面じゃない。


　休憩かと聞いてきたってことは、受付で働く自分の姿をこの人が見かけたってこと。


　たぶん彼は、今日の客のひとりなのだろう。


「はい。お客さまはどうしてこちらに？　迷われたのなら、母おも屋やまでご案内いたしますが」


　歩み寄って、男に案内を申し出る。


　その言葉に、彼は微かすかに眉まゆをひそめたようだった。


「迷ったわけじゃない。ここには何度も来ているからな。──確か、以前にも、君とはこの場所で会っていると思うが」


「そうでしたか……。それは失礼を」


　いい大人にいきなり迷まい子ご扱あつかいはまずかった。


　和紗は軽く頭を下げる。


（ここだったら、会ったのは、春かな）


　男の背後の巨きよ木ぼくは、樹じゆ齢れい五百年を超こす見事なしだれ桜。


　この一角には主に桜が多く植えられていて、もう少し手前にはソメイヨシノを眺ながめながら野立てができるスペースもある。


　今年の春もそこで茶会が催されて、やはり手伝いに駆り出された和紗は、幾いく人にんかの客にこの庭の案内をした。


　彼もその中のひとりなのだろうが、困ったことに和紗は客の顔をさっぱり覚えていない。


　記き憶おく力りよくが悪いわけじゃなく、単に客の顔をちゃんと見ていなかったせいだ。


（気まずい）


　印象的な男前だし、人から忘れられることに慣れていないのかもしれない。


　気まずさから、ずれてもいない眼鏡めがねを中指で押し上げる和紗を見て、男は軽く首を傾かしげた。


「ん？　ああ、そうか。あのときは眼鏡をしてなかったな」


「あ、はい。お客さまを案内するときには外すようにと言われているので……」


　眼鏡がないほうが雰囲気が柔やわらかいから、というのがその理由だ。


　席によっては黒板の文字が見えないから眼鏡をしているだけで、日常生活に支障がでるほど視力が悪いわけじゃない。


　だから眼鏡をしていなくとも、接客ぐらいなら問題なくできる。


　ちなみに妹からは、眼鏡を外すなら、お客の顔は見ないで眺めるだけにしといたほうが良いよと忠告された。


　視力が落ちはじめた頃、見えにくいと顔をしかめていたら、それじゃ不ふ機き嫌げんだと人に誤解されるぞと父に注意されたせいか、和紗には見えないときには逆に目を見開いてしまう癖がある。


　目を見開いて凝ぎよう視しされたら、なにか言いたいことでもあるのかと相手が誤解するでしょ、というのが妹の言い分であり、それももっともだと思った和紗は、妹の忠告に従って眼鏡をかけていないときは客の顔をぼんやり眺めるだけに留とどめている。


「君ぐらいの年とし頃ごろなら、コンタクトにしそうなものだが」


「一度試ためしてみたことがあるんですが、あわなくて駄だ目めでした」


　涙なみだは出るし瞬まばたきばかりするしで気が散って仕方なかったし、妹からも、その涙目はヤバイから止やめときなよ、と忠告されて断念することにした。


　今かけている横に細長いチタンフレームの眼鏡は、そのときに、このぐらいがちょうど良いよと妹が選んでくれたもので、真面まじ目めそうに見えて、しかも中性的な雰ふん囲い気きも少し薄れるような気がして和紗は気に入っている。


「そうか。では見えていなかったのか……」


　なにを？　と聞こうとした和紗は、見上げた先にある男の顔を見て、ビクッとした。


　近くで見ると異国の血が入っているのではと思えるほど、彫りの深い端たん整せいなその顔には微かな笑みが浮かんでいる。


　だが、その瞳は笑っていないように見えた。


（な…に……？）


　ほんの少しまぶたを降ろして和紗を見下ろす瞳には、なにか強い意志の光が宿っている。


　怒いかりか、侮あなどりか、それとも、もっと違ちがう感情なのか……。


　そんな風にあからさまに強い感情を向けられたことなどなかった和紗は、強い視線に晒さらされて戸惑うばかり。


　やがて男は、立ちすくむ和紗に興味を無くしたかのように視線をそらし、無言のままその場を立ち去った。


　男の姿が木立に紛まぎれて見えなくなってから、和紗は我知らず詰つめていた息を吐はいた。


　不意に日が陰かげり、秋風が庭の木々を揺ゆらしていく。


　ひんやりとした風に頰ほおを撫なでられる感覚に、和紗は思わず身み震ぶるいした。


　さっきまで耳に心ここ地ちよかった葉は擦ずれの音が、妙に不安をかき立てる。


「……もどろう」


　和紗は、人の姿を求めて、慌あわてて建物のある方向へ足を急がせた。




　　　　２







　最後まで反対したのは、妹の貴き菜なだった。


「借金のカタに身売りするようなもんじゃない。絶対断るべきだってば」


　というのが彼女の意見で、両親はというと時代錯さく誤ごなその言葉に眉をひそめている。


「バカを言うな。少しばかり変わった申し出だが、飛鳥あすか井いさんだって親切で言ってくださってるんだぞ」


「へ～、他人の将来を勝手に決めてくれちゃうのが親切なわけ？」


「勝手にって……、違うでしょう。最終的に決めるのは和紗なんだから」


「無理無理。お兄ちゃんが自分で決められるわけないって。なんだかんだで恩を感じて、なし崩くずしに言うこと聞いちゃうに決まってるんだから」


「……貴菜。いくらなんでもそれはないよ。自分のことなんだから、ちゃんと考えてから決めるから」


「え～、ホントに～？」


　思わず反論した和紗に、貴菜が疑わしげな視線を向ける。


「本当だよ。それに将来はともかくとして、現状では、僕にとってそんなに悪い話じゃないし」


「家族と一いつ緒しよに暮らせなくなるのにぃ？　充じゆう分ぶん悪い話だってば」


「そんなことないよ。基本的には下宿みたいなものなんだから」


「そうよ。……もう、貴菜はいつまでもお兄ちゃんっ子で困ったものね」


「おまえにとっても良い機会だ。貴菜、少しは兄あに離ばなれしなさい」


　両親からたしなめられ、貴菜はぷぅっと頰を膨ふくらませた。


（あ、可愛かわいい）


　妹の幼い表情につい目め尻じりを下げてしまうあたり、和紗自身もあまり妹離れができていない。


　最近、貴菜に彼氏ができてからは少し距きよ離りがあいたが、それでも他の家と比べると兄妹きようだい仲なかが凄すごく良いのは事実だ。


　少しばかり貴菜の言い分は生意気だが、引き留められて悪い気はしない。


（でもまぁ、仕方ない）


　少々変わってはいるが、父が言うように親切心からの申し出なのだ。


　取り立てて断る理由もない以上、受けるのが礼れい儀ぎというものだろう。


（そうしょっちゅうは会えないだろうし……。きっと寂さびしいだろうな）


　和紗は、膨れたままの妹の顔を眺めて思った。








　そもそものことの起こりは、いつも『大おお江え屋や』の和わ菓が子しを愛用してくれるお茶の師し匠しようからの話だった。


　昨今の食文化テーマパーク流行ばやりを受け、日本の伝統和菓子や和雑貨等を主流とする和のテーマパークを造る計画があり、どこか良い店を知らないかと企き業ぎようのほうから打だ診しんされている。出店する気はないか？　大江屋さんの和菓子ならどこに出しても間ま違ちがいない。自分としても安心して紹しよう介かいできるのだが……と。


　和紗の父で六代目となる『大江屋』は、近きん隣りんの人々を相手に地道な商売を続けてきたが、昨今では手作りの和菓子の需じゆ要ようが減る一方で、少しばかりの危機感が確かにあった。


　出店するといっても基本的に委い託たくで、求められる搬はん入にゆう量りようも無理なくこなせる程度、出店のための保ほ証しよう金きんもなんとか工面できる金額でもあり、父は考えた末にその話を受けることにした。


　ところが、企業との契けい約やくを済ませ保証金も払はらい込んだ後で、その話が大がかりな詐さ欺ぎだったことが判明してしまったのだ。


　保証金をだまし取られただけならまだしも、契約の際にサインしたときになんらかの細工をされたらしく、父名義で街金から多額の金が借りられてしまっていた。


　さほど余よ裕ゆうのない状じよう況きようで操業を続けていた『大江屋』に、多額な返済金の支し払はらい能力はない。


　あわや倒とう産さんかと危あやぶまれたとき、救いの手を差し伸のべてくれたのが飛鳥井翔しよう一いちだった。


　自身も騙だまされていたとはいえ、『大江屋』を紹介してしまったことに責任を感じた茶さ道どうの師匠が、知人であった富ふ豪ごうの飛鳥井に、『大江屋』の和菓子が消えるのは和の文化の損失だから、なんとか助けてやってくれないかと頼たのみ込んでくれたのだった。


　ふたつ返事で頼みを聞き入れた飛鳥井は、街金の借金すべてを肩かた代がわりしてくれ、ほとんど無利子での返済計画を新たに組んでくれた。


　街金のべらぼうな金利から解放されただけでもありがたかったのに、その後は新たな販はん売ばいルートを紹介したりと細々と面めん倒どうをみてくれて、『大江屋』は以前よりもずっと高い営業成績を上げることができている。


　何度感謝してもしたりない、自分達でできる恩返しがあったらなんでもすると畳たたみに頭をこすりつける勢いで感謝している両親に、それならばと飛鳥井は奇き妙みような提案をした。


　飛鳥井の屋や敷しきには、なんともレトロなことに執しつ事じという存在がいるそうで、先代から仕えてくれていた執事がそろそろ後こう継けい者しやを探して欲しいと言い出しているのだそうだ。


　そこで、和紗に白羽の矢が立ったのだ。


　執事ともなると飛鳥井家の内情に深く関かかわることになるし、嫌いやになったから辞～めたと気軽に言えるような仕事ではない。


　その点、真面目で浮うわついたところのない和紗は、向いているのではないかと……。


　とりあえずは、高校に通っている間、屋敷で共に暮らすことで、仕事の内容や主あるじとの相あい性しようを確かめてから決めてくれれば良い。


　もしも執事となる道を選ぶのならば、大学への進学等にかかる金はすべて飛鳥井家で持つし、執事となる道を選ばなくとも、いま現在与あたえられている『大江屋』への援えん助じよに影えい響きようが及およぶことは決してない。


　そんな申し出をされて、和紗は正直戸と惑まどったが、よくよく考えてから受けることに決めた。


　そもそも詐欺に引っかかるようなことさえなければ、和紗は家を出てひとり暮らしをはじめているはずだったのだ。


　和紗が通う高校は自宅からだとかなり遠えん距きよ離りで、通学だけで往復三時間以上もかかる。


　高校に合格した時点で、とりあえず自宅通学してみて、それで大変だったら高校生活に馴な染じんだ頃ころにでもアパートを借りようかという話が決まっていたのだが、きっかけがないままずるずると自宅通学を続けているうちに多額の借金を抱かかえてしまい、そんな贅ぜい沢たくはできなくなってしまったのだった。


　その点、飛鳥井の屋敷からだと、高校まで徒歩や電車をあわせても三十分以内。


　高校に通っている間は、執事になるための勉強を無理にする必要はないという話だから、考えようによってはただで下宿させてもらえて幸運だと思えなくもない。


　話し合いの窓口になってくれている飛鳥井の代理人は、大江家の内情に詳くわしい。


　一番大変だった時期、和紗が金のかかる私立高校を退学して働きたいと両親に訴うつたえていたことも知っている。


　だからこそ、少しでも負担を軽くして和紗が楽に高校に通い続けることができるようにと、親切心から今回の話をもってきてくれたんじゃないか。


　そんな風に、両親も和紗も推測していた。


　善意からの申し出なら受けなければ失礼にあたるし、執事候補というのが本気でも、それはそれで考えてみても良いかなと和紗は思っている。


　和菓子屋の跡あと継つぎという立場ではあるけれど、店には父がいずれはのれん分けをしても良いと言っている優ゆう秀しゆうな職人がいるから、和紗が跡を継がなくても『大江屋』の名前が消えることはない。


　鶏けい口こうとなるも牛後となるなかれ、などという故事名言はあるが、自身の我を通すより人の意見を聞いてしまいがちな自分には、家業を継ぐよりむしろ人の下で働くほうが向いているんじゃないかと、そんな風にも思うのだ。


　借金のせいで、生まれ育った家や普ふ通つうの高校生活とも別れることになるかもしれないと覚かく悟ごを決めたときに比べれば、家族と別れて暮らすぐらいきっとたいしたことじゃない。


　携けい帯たいさえあれば、いつでもどこでも連れん絡らくは取れるし……。


（すぐに慣れるだろうし。きっと……）


　最初から変に気負わずに、なるべく自然体でいよう。


　それが一番良いと和紗は考えていた。





　──だが、


（……いくらなんでも、早すぎるよ）


　今日は師走しわすの第一土曜日。


　申し出を受けると飛鳥井の代理人に返事をしてから、まだ一週間しか経たっていない。


　正月休みか春休みにでも引っ越こしができればと思っていたのに、それならさっそく次の週末にと急せかされてしまったのだ。


　あまりの展開の速さに、気持ちが追いついて来ない。


　貴菜などは、すっかりへそを曲げてしまって、和紗が迎むかえの車に乗るときにも部屋に籠こもったまま顔も見せてくれなかった。


（向こうについたら、一番にメールしよう）


　はじめて乗ったリムジンの後部座席で、ポケットの上から携帯を触さわって思う。


　飛鳥井の代理人から車で迎えに行くからと言われたときは、彼の乗用車にでも乗せてもらえるんだろうと思ったのに、実際に来たのは運転手つきのシルバーのリムジン。


　気負わずに自然体でと思いはしても、今までの生活とはかけ離はなれた状況に、心しん拍ぱく数すうがいつもよりかなり跳はね上がっている。


（飛鳥井さんの屋敷って、どんなだろう）


　代理人が『家』ではなくナチュラルに『屋敷』と表現していたから、自分ひとりぐらいお邪じや魔ましても平気な広さがあるんだろうなと気楽に考えていたが、運転手つきのリムジンがあるとなると、かなり桁けた外はずれな屋敷なのではと思えてくる。


（翠玉亭みたいなところだったりして……）


　一度見学させてもらってから返事をすれば良かったかな、などと今いま更さらなことを考えているうちに目的地に着いたようだった。


　巨きよ大だいな鉄の門もん扉ぴが開かれ、意い匠しようを凝こらされた鉄てつ柵さくに覆おおわれた広い敷しき地ちの中に車が吸い込まれるように入って行く。


「……うっそだぁ」


　両りよう脇わきの車窓から見える光景に、和紗は思わず呟つぶやいていた。


　門から続く道なりには、芝しば生ふに覆われた西洋風の庭園が広がっている。


　前方にはやはり西洋風の立派な建築物。


（……これ、屋敷じゃない。宮きゆう殿でんだ）


　三階建ての巨大な洋館は、異国の街にでも迷い込んだかのような錯さつ覚かくを起こさせる。


　どう考えても、これは個人の住宅レベルじゃない。


　執事などという時代錯さく誤ごな存在がいるのも納なつ得とくだし、もしかしたらレースのエプロンをつけたメイドだっているかもしれない。


　屋敷の正面にある噴ふん水すいを迂う回かいしたリムジンが正面玄げん関かんに着くと、助手席に乗っていた代理人が先に降りてドアを開けてくれた。


　促うながされるままリムジンを降りた和紗は、間近に迫せまった豪ごう奢しやな屋敷を見上げて我知らずため息をついていた。


「驚おどろかれましたか？」


　和紗の表情を見た代理人が、微かすかに笑えむ。


「はい。こんなに大きなお屋敷だとは思わなかったから……。屋敷の外に出るだけでも大変そうですよね」


「心配なさらなくとも、ちゃんと運転手をつけますよ」


「と、とんでもない。そこまでしていただくつもりはありませんから」


「そうですか？　それならば、通学には正門ではなく西門を使うと良いでしょう。あちらなら駅にも近いし、徒歩でも五分程度ですから」


（西門ってことは、他ほかにも出入り口があるってことか）


　またしてもため息がこぼれる。


　代理人に先導されるまま、階段を昇のぼり玄関の扉とびらへと続く通路を歩いて行くと、大きな扉が内側から開けられた。


「和紗さん、お待ちしておりました」


　出迎えてくれたのはスーツ姿の中年の男性。


　その後方には、予想とは違ちがい、ほとんどレースがついていない上品なメイド服を着た女性がひとり控ひかえている。


　和紗は、はじめまして、と頭を下げた。


「大江和紗です。今日からお世話になります」


「いらっしゃい。私は美みま作さか、当家の執事です」


（……この人が執事さんなのか）


　意外に若いな、というのが美作の第一印象だった。


　後こう継けい者しやを育てたがっていると聞いたから、年ねん齢れいのいった気難しそうな老人を想像していた。


　だが、嫌いや味みのない上品そうな顔立ちに穏おだやかな微ほほ笑えみを浮うかべている美作は、和紗の父親と同年代ぐらいに見える。


「こちらのメイドは谷たに。今日からあなたの身の回りの世話をすることになります」


　やはり和紗の母親と同年代に見える、化け粧しようっけのない能面のように無表情な女が、無言のままで一礼する。


「そんな……。そこまでしていただかなくても大だい丈じよう夫ぶです。自分のことは自分でできますから」


「いえ。これは翔一さまのご命令ですから、従っていただきます」


　戸惑い、遠えん慮りよした和紗に、美作はハッキリとした口調で言った。


　威い圧あつ感を感じて、和紗はさらに戸惑う。


「私どもの都合で来ていただいたのですから、なるべく不自由のないようにしてさしあげたいのですよ」


　戸惑いが表情に出てしまったのか、美作は口調を和やわらげた。


「このとおりの広い屋や敷しきですから、和紗さんには戸惑うことも多いでしょう。慣れるまでは世話役は必要です」


　確かにこんなところでポツンとひとりにされたら、右も左もわからなくて迷子になってしまいそうだ。


（……それに、寂さびしいかもしれないな）


　こんなに広い屋敷では、人の気配を感じとることさえ難しそうだ。


　壁かべ一枚隔へだてたところに家族の誰だれかがいてくれる生活をしていた和紗にとっては、迷まい子ごになるよりそっちのほうが応こたえるだろう。


「わかりました。──よろしくお願いします」


　無表情に見えるけど、実は気さくな人で話し相手になってくれるようなら良いのにと願いながら、谷に視線を向け、軽く目礼する。


　視線を上げると、屋敷の奥から歩いてくる人ひと影かげが目に入った。


　屋敷の雰ふん囲い気きに負けていない悠ゆう然ぜんとした歩き姿を見ただけで、自分よりずっとランクが上の人間だと感じられる。


（うわぁ、俳優みたい。……貴菜がいたら、きっと大はしゃぎだ）


　明るい髪かみ色いろに華はなやかに整った顔立ち、上等なスーツをラフに着き崩くずしている姿は、まるでテレビドラマから抜ぬけ出してきたかのようだ。


「恭きよう司じさま、もうお帰りですか？」


「うん。資料を取りに来ただけだからね。──その子が、例の？」


　恭司は、歩み寄りながら和紗を愉ゆ快かいそうに眺ながめた。


「はい。大江和紗さんです」


「和紗くんね。……なんだか真面まじ目めそうな子だな。大丈夫なの？」


（真面目そうって……）


　執しつ事じ候補として呼ばれたのだから、真面目そうに見えたほうが良いはずだ。


　そう思ったから、今日だってネクタイにブレザーという高校の制服をわざわざ着てきたぐらいなのに……。


　奇き妙みようなことを言われて、和紗は眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを瞬しばたたかせた。


　目の前まで来た恭司が「どれ」と、ひょいっと和紗の眼鏡を奪うばいさる。


「っ……」


　その無ぶ遠えん慮りよさに驚いて、和紗は硬こう直ちよくしてしまった。


「へえ、なるほどね。これなら……。──ねえ、和紗くん、眼鏡よりコンタクトにしたほうが良いんじゃない？」


「目に……あわないので」


「惜おしいな。……ああ、でも、このストイックな雰囲気がそそるのかな」


「そそる？」


　言葉の意味を計りかねてきょとんと和紗が聞き返すと、恭司は、おや？　と怪け訝げんそうな顔をした。


「……これは、どういうことだ。美作？」


「翔一さまのご命令に従ったまでです」


「いくらなんでも悪あく趣しゆ味みだろうが。無茶がすぎる」


　ついさっきまでの愉快そうな表情が一変して、不ふ機き嫌げんそうに美作に視線を向ける。


「ご意見なら、翔一さまに直接おっしゃっていただけると」


「俺がなに言ったって無む駄だ。あの人は聞きゃしないさ。だが、おまえの意見なら耳を貸すんじゃないか？」


「買い被かぶっていただいては困ります。一使用人の言葉になど、なんの力もありませんよ」


　恭司のきつい口調を受け流すかのように、美作が穏やかな口調で答える。


「止める気がないってことか」


　覚えておく、と美作に冷ややかに言いはなった恭司は、再び和紗に視線を戻もどした。


「君がここに慣れた頃ころに、また会いに来るよ。俺のこと忘れないでね」


　和紗に眼鏡を返しながらそう言う恭司は、それまでの不機嫌さが噓うそのような優やさしげな微笑みを浮かべていた。


（なにがなんだか、もう……）


　見たこともない豪奢な屋敷に、本物の執事にメイド、さらにはまるで仮面を付け替かえるかのように表情をころっと変える美形の男。


　目から入る情報だけで、もういっぱいいっぱいだ。


　この屋敷が撮さつ影えいのセットかなにかで、自分はうっかり映画の撮影に紛まぎれ込んでしまっていたとしてもおかしくないと思えてくる。


　目の前で繰くり広げられた現実感の乏とぼしいやりとりに圧あつ倒とうされていた和紗は、深いことを考えもせずに、恭司の言葉に条件反射的にうなずき返すことしかできなかった。








「恭司さまは、翔一さまの弟にあたるお方です」


　今日から暮らすことになる部屋に和紗を案内しながら、抑よく揚ようのない声で谷が説明してくれた。


（あの人で弟ってことは……）


　恭司は二十代半ばぐらいに見えた。


　雰囲気的に若く見えるタイプだが、どんなに多く見積もっても三十代だとは思えない。


　なんの根こん拠きよもなく、会ったことのない翔一を中年の男性だと思い込んでいたのだが、けっこう若いのかもしれない。


「あの人は、この屋敷には住んでないんですか？」


「はい。ひとりのほうが気楽だからと、本社の近くのマンションを使っておられるようです。ここの本館で暮らしているのは今は翔一さまだけです。美作さんや調理人など少数の使用人は玄げん関かんを入って左手側、中庭を挟はさんだ西館のほうにお部屋をいただいていますので」


「谷さんは？」


「私は、他の使用人達と共に、裏門から出てすぐの別宅で寝ね起おきさせていただいています」


「寮りようみたいな感じですか」


　そんなところがあるのなら、そっちのほうが良かったのにと思いつつ聞いてみる。


「そうですね。そこで暮らすことがこのお屋敷で働く条件でもありますし……。和紗さまのお部屋は東館、こちらの部屋になります」


　ドアを開けて招き入れられた部屋を見て、和紗は絶句した。


（──広い）


　この部屋の中に、実家の台所と居間がそっくり入ってしまいそうな勢いだ。


　しかも部屋にしつらえてあるテーブルやソファー、書しよ棚だななどの調度品は、どう見てもかなりの高級品に見える。


「……翠玉亭の応接室みたい」


　思わず、独り言が口からこぼれた。


　一応ライティングデスクはあるが、勉強に向いている品だとは到とう底てい思えない。


「そうかもしれませんね。あそこの洋館はこのお屋敷をモデルにしてあるそうですから」


「え？　……じゃあ、翠玉亭ってもしかして……」


「翔一さまが寄付なさったものです」


（どおりで……）


　住居としてではなく、来客用の施し設せつとしてあれだけの建物を造ってしまうぐらいなんだから、本宅がこんなに豪ごう奢しやなのもうなずける。


「窓はこのとおり少し変わってますが、ちゃんと光も入るし、明るい部屋ですよ」


　言われて改めて窓を見ると、縦長の細長い窓がずらりと並んでいる。


　格こう子し模様の白い窓まど枠わくの向こうには、防犯対策なのか緑青色の蔓つる草くさ模様の鉄てつ柵さくがついていた。


「寝しん室しつはこちらになります」


「え、寝室？」


　広い部屋の壁かべ際ぎわに大きな寝ね椅い子すがあったから、あれがベッドなのかと思っていた。


「続き部屋になっています。寝室のほうにはシャワーブースや洗面台などもついています。浴よく槽そうのあるバスルームには後ほどご案内いたしますので」


　キビキビと歩いて寝室のドアを開けた谷に促うながされ、和紗はおそるおそる寝室を覗のぞいた。


　寝室もやはり冗じよう談だんのように広かった。


　家具類もやっぱり高級品が揃そろっているが、さすがに寝室だけあって向こうの部屋に比べると大人しめで落ち着いた感じがする。


　部屋の主役である落ち着いた色合いの木製のベッドは、部屋にふさわしくやたらと大きくて手て彫ぼりらしい装そう飾しよくがついていたが、


「普ふ通つうのベッドだ」


　ほっとして思わず呟つぶやいた言葉に、不思議そうに谷が振ふり返る。


「これが、普通ですか？」


「え、あの、……天てん蓋がいつきとかじゃないから」


（貴菜だったら逆にそのほうが大喜びしそうだけど……）


　和紗は日本家屋での質素な暮らしに馴な染じんでいたから、椅子より正座のほうが落ち着くし、ベッドより畳たたみの上に布ふ団とんのほうが好ましい。


　わがままを言える立場ではないから黙だまって享きよう受じゆするつもりだが、さすがに天蓋つきの乙おと女めチックなベッドで寝起きするのは寝心地が悪そうで嫌いやだったのだ。


「女性客向けの寝室の中にはそういうベッドもありますよ。お望みなら入れ替えさせますが」


「え、あ、いや、このままが良いです!!」


　和紗は慌あわてて断った。


「そうですか？　要望がありましたら、なんでも遠えん慮りよなく申しつけてください。和紗さまの望みを叶かなえるようにと仰おおせつかっておりますから」


　谷の口元が、ほんのちょっとだけ緩ゆるんでいるような気がする。


（……からかわれてる？）


　化け粧しようっけがないうえに無表情、まるで能面のようだった谷の顔に浮うかんだその表情に、和紗はムッとするよりほっとしていた。


「では、『さま』付けは勘かん弁べんしてくださいませんか？」


「わかりました。他には？」


「もうちょっと気さくな感じでお話ししてください。僕は見習いとして来たのであって、客じゃないから」


　駄だ目めですか？　と聞くと、谷はほんの少し困ったように眉まゆをひそめた。


「それはできかねます。大切なお客さまとして接するようにと美作さんにも言われておりますので……。ですが、他に人がいないときだけなら、少しぐらいは……」


「是ぜ非ひ、是非それでお願いします」


　力を込めてそう応こたえると、仕方ないですねと、谷の口元がまたほんの少し緩む。


　これならなんとかやってけるかもしれない。


　よっく観察しないとわからない微び妙みような谷の笑え顔がおを見ながら、和紗はそう思っていた。








　その後、屋や敷しきの案内を一通りしてもらってから、谷に手伝ってもらって荷物の整理をした。


　屋敷の案内だけでやたらと時間をくってしまって、荷物の整理が終わったときにはとっぷり日が暮れていた。


　夕食の用意ができていますからと促され食堂に行くと、大きなテーブルの上にひとり分のテーブルセッティング。


　これからずっとひとりで食事を摂とらなきゃならないのかと思うと、ちょっと憂ゆう鬱うつになった。


「谷さん達は、どこで食事をするんですか？」


　和紗は、料理をサーブしてくれている谷に話しかけた。


「私どもはキッチン脇わきの使用人用の食堂でいただいています」


「だったら、僕もそちらでご一いつ緒しよさせていただけませんか？　ひとりの食事にはあまり慣れていないんです」


「申しわけありません。和紗さんにはこちらで食事していただくようにと美作さんに申しつけられておりますので……」


（残念）


　ふたりきりで荷物整理をしている間の谷の表情はほんの少し柔やわらかかったが、他の使用人の目がある場所にきたら、すっかり初対面のときの能面に戻もどってしまっている。


「ですが、ずっとひとりということはないですよ。今日はお仕事でまだ戻られておりませんが、翔一さまがおいでのときは、ご一緒に召めし上がることになると思いますので」


「そうですか」


（それはそれで……）


　無表情でやたらキビキビと働く他の使用人達を見る限り、彼らのご主人様が気さくな人だという可能性はほとんどないような気がする。


　テーブルマナーに気を遣つかいながら緊きん張ちようしつつ食事するよりは、ひとりきりで食事したほうがもしかしたらずっと気楽かも……。


　ずっと仕事が忙いそがしければいいのにと思ってしまう自分に、軽い罪悪感を覚えた。








　食事を終えて部屋に戻りひとりきりになると、やることがなくなってしまった。


　家から持ってきていた読みかけの文庫本をめくってみたが、気持ちが落ち着かないせいか集中できなくて断念した。


　納入は来週になるとかで、部屋にはまだテレビもオーディオもないから、シンと静まりかえっている。


　人ひと恋こいしくなった和紗は、なんとなく遠慮してマナーモードのままでポケットに入れっぱなしにしていた携けい帯たいを取り出した。


『なんとか落ち着いた。とんでもなく広くて豪ごう華かな部屋をもらっちゃって戸と惑まどってる。家の低い天てん井じようが懐なつかしいよ』


　妹の貴菜に『まだ怒おこってる？』という題名でそんなメールを送ると、五分も経たたないうちに、『ぷんぷん！』と怒った顔の絵文字が付いた題名のメールが戻ってきた。


『初日でホームシックだなんて、お兄ちゃんの根こん性じようなし！　で、とんでもなく広いって、どれぐらい？　ご飯のメニューは？　飛鳥井さんってどんな人？』


（よし、釣つれた）


　まだ拗すねているだろうから、貴菜の携帯にかけても、通話にはきっと応じてくれない。


　メールなら直接会話するわけじゃないから、拗ねていても返事ぐらいはしてくれるんじゃないかと予想したのだが、大正解だった。


『玄げん関かんホールだけで家の住居部分がすっぽり入りそう。敷しき地ちは翠玉亭より確実に広いよ』


「……夕食は、なに食べたっけ？」


　居心地の悪さばかりが印象に残っていて、メニューが記き憶おくに残ってない。


「まあ、いいか」


　豪華なフルコースだったと書いただけで、貴菜なら充じゆう分ぶん食いついてくれるだろう。


　和紗がそんな風にせっせとメールを打って送ると、貴菜も間をあけずに返事をくれる。


　ずっと家での話し相手だった兄が急にいなくなったことで、貴菜も時間を持て余していたのかもしれなかった。


　お風ふ呂ろに呼ばれたから、また明日ね、という貴菜の最後のメールに、おやすみと返した後で時計を見ると、十時を回ったところだった。


「僕もお風呂にしようかな」


　呟く独り言が、高い天井と広い空間のせいかやけに響ひびいて耳に届く。


「……ラジオぐらいなら、どこかの部屋にあるよな、きっと」


　谷に頼たのんで借りようかなと、和紗は考えていた。


　本格的な西洋建築だけに屋敷の壁かべの厚さは半はん端ぱじゃないし、使用人達がいる西館とは距きよ離りもある。そのせいで、部屋の中にいると人の気配をまったく感じない。


　人の気配を感じ取りやすい日本家屋で暮らしていた和紗にとって、ここはあまりに静かすぎて逆に落ち着かなかった。


　ちょっと強く吐はいただけの自分の息が、まるでため息のように耳に届いてくる。


　こんな静せい寂じやくがずっと続いたら、さすがに神経が過か敏びんになる。


　拷ごう問もんの一種みたいだと、そんな風に思った。








　部屋の外にある浴よく槽そうのあるバスルームを使ってから、寝しん室しつに戻った。


　谷に案内してもらったときは、ジャグジーのついたゆったりと広い浴槽にちょっと好こう奇き心しんを抱いだいていたのに、広すぎる屋敷にひとりでいることに軽く滅め入いっていたせいか、ちっとも楽しくなくて早々に出てきてしまった。


「このベッドもなぁ。貴菜だったら飛び跳はねて喜びそうなんだけど……」


　キングサイズのベッドの端はしに浅く腰こしかけて、苦く笑しようする。


　生あい憎にくと和紗はそういうことをしても楽しいとは感じないほうだ。


　眠ねむくはなかったが、やることもないし横になろうと、文庫本片手にいったんベッドに入った。


「っと、忘れ物」


　目覚ましとしても使っていた携帯を、貴菜とのメールの後、向こうの部屋のテーブルの上に置きっぱなしにしていた。


　部屋が広いとこういうとき面めん倒どうだと思いながら、もう一度起きあがって部屋に戻る。


　と、ちょうどそのとき、部屋のドアをノックする音が響いた。


（谷さんかな？）


　こんな時間にどうしたんだろうと思いながら、「どうぞ」と返事をする。


　開いたドアの外には、予想に反して谷の姿はなく、見覚えのあるスーツ姿の若い男が立っていた。


「……あ……、翠玉亭で添そえ釜がまのときにお会いした……」


　庭園の一角で出会った男。


　名前は聞かなかったが、その印象的な出いで立ちと、別れ際ぎわの奇き妙みような態度が強く印象に残っていたから間ま違ちがいない。


「さすがに今度は覚えていたようだな」


　にこりともせずにそう言うと、男は部屋の中に入ってきて後ろ手でドアを閉めた。


「でも……あの、どうしてここに？」


　なんとなく怖こわくなって後ずさりしながら聞くと、男は軽く肩かたをすくめた。


「自分の屋敷にいるのがおかしいか？」


「自分の屋敷って……。──あ、では、あなたが飛鳥井翔一さん？」


「そうだ」


（この人が……）


　服装や態度は落ち着いているが、その彫ほりの深い端たん整せいな顔には皺しわひとつなく若々しい。


　たぶん二十代後半ぐらいだろうと思われた。


　翠玉亭が寄付されたのが六、七年前のことだから、二十歳そこそこの若さでこの屋敷の主あるじとなったのだろう。


　弟の恭司の外見から考えても若いだろうとは予想していたが、実物を見るとやはり驚おどろきを隠かくせなかった。


（……ああ、いけない）


　驚きのあまり、つい凝ぎよう視ししてしまっていた。


　翔一に会ったら、『大江屋』への援えん助じよをしてもらったことへのお礼や、これからお世話になる挨あい拶さつをしようと思っていたのに……。


「失礼しました。今日からお世話になる大江和紗です。今晩中にお会いできるとは思わなかったものですから、こんな寝ね間ま着き姿すがたで申しわけありません」


『翔一さん』じゃなく、美作や谷のように『翔一さま』と呼ぶべきなんだろうか？


　そんなことを気にしながら、和紗は頭を下げた。


「寝るときは、いつも和装なのか？」


　翔一は、和紗を無ぶ遠えん慮りよなぐらいにあからさまに眺ながめながら聞いた。


「はい。家の者は皆みなそうです」


　子供の頃ころからずっと祖母や母の手て縫ぬいの寝間着を着せられていて着慣れてもいたから、学校の行事などで泊とまったりするときにジャージを着ると窮きゆう屈くつで仕方ないぐらいだ。


　とはいえ、今日の寝間着は浴衣ゆかたとして散々着古した木綿もめんのものをリサイクルしたものだったから、味気ない柄がらの寝間着よりは少しばかりお洒落しやれだ。


　同じ寝間着でも、少しは印象が良いだろう。


「悪くないな。君に似合ってる」


「あ、ありがとう……ございます」


（……この後、どうしよう）


　家のことや、これからのことを話してもいいものだろうか？


　単に新参者の顔を見に来たのなら、夜も遅おそいことだし引き留めるのは迷めい惑わくだろう……。


　などと考えている間も、翔一の値ね踏ぶみするような視線が身体からだにまとわりついて離はなれない。


　なんだか居い心ごこ地ちが悪くなった和紗は、身じろぎして、視線を床ゆかに落とした。


　すると、いきなり顎あごをグイッとつかまれ、顔を上げさせられる。


　眼鏡めがねも取られた。


「──あ、あの……」


「うつむくな、顔を見せていろ。これが無いと、俺の顔も見えないか？」


「あ、見えます。少しぼやけるけど……」


「それなら、いらないな」


　翔一は、和紗の眼鏡を床に放ほうり投げる。


「え？」


　和紗はびっくりした。


（なんか……変）


　自分は執しつ事じ候補として呼ばれたはずなのに、どうしてこんな風に執しつ拗ように見つめられているんだろう？


　今日から同じ屋や敷しきで暮らすことになった人間の顔を見たいのなら、わざわざ足を運ばずに、内線でも、使用人でも使って呼び寄せれば良い。


　翔一は、それが許されている立場だった。


　夜遅くに、わざわざ自分から足を運ぶ必要などないはずなのに……。


　和紗は、やっと状じよう況きようの異常さに思い至った。


「あ…の……放してください」


　顎にくい込む指の強さが怖くなって、両手で翔一の手を外そうとしたが、逆に手首をつかまれた。


「……や、いや…だ」


　抵てい抗こうしたが、そのまま引きずられるようにして寝室に連れて行かれて、ベッドの上に放り投げられる。


「こ、これ、どういう……こと、なんですか？」


　慌あわてて起きあがり、嫌いやな予感に震ふるえる声を必死で抑おさえながら聞く。


「聞かなければわからない歳としでもないだろう」


　ネクタイを緩ゆるめながら、翔一はその顔にはじめて僅わずかな笑えみを浮うかべた。


　優やさしさのかけらも感じない酷こく薄はくそうな冷たいその笑みに、和紗は嫌な予感が現実になっていくのを感じる。


「ぼ…くは、男ですよ？」


「だから？」


「む、無理です。そんなこと……できません」


　寝間着の襟えりを両手でかき寄せる。


「そうか？　そういう風には見えないがな」


「……ひっ」


　嫌な感じがして反射的に逃にげようとしたが、無遠慮に伸のびてきた手にあっさり捕とらえられ俯うつぶせに押さえつけられた。


「や、嫌っ!!　放してっ」


　必死で暴れているつもりなのに、背中を膝ひざで押さえつけられているせいで身じろぎ程度しかできない。


　それどころか、いつの間にか解ほどかれていた帯で、後ろ手に縛しばられてしまっていた。


「──さて、ゆっくり遊ばせてもらうとするか」


　翔一は、和紗の肩をつかんで仰あお向むけにした。


　寝間着をはだけさせ、和紗の喉のど元もとにひたりと手をあてる。


「や、やめてください」


　少し冷たいその感かん触しよくに、和紗はビクッと震えた。


「や……っ……こん……なの変だ。どうして……僕に……」


　翔一の指と視線が、怯おびえて小刻みに震える和紗の肌はだの上をゆっくりと滑すべっていく。


　鎖さ骨こつの形を確かめるようになぞり、恐きよう怖ふのあまり固くなった乳ち首くびを弾はじき、肉の薄うすい腹の上を手の平で撫なでる。


　じっくりと、捕らえた獲え物ものを検分するように……。


「あ……あ……っ、お、願いです。……やめて、やめてください」


　触ふれられたところから、恐怖がじわじわと身体に染しみこんでくる。


　目を閉じてしまいたいのに、肌の上をゆっくりとなぞり、下がっていく翔一の指先の動きが怖すぎて、逆に目をそらすことができない。


「あ……や、やだ。……さ、さわら……ないで……」


　薄い茂しげみに指が触れそうになったとき、和紗は反射的に翔一の指から逃のがれようと身をよじって俯せになろうとした。


　が、後ろ手に縛られているせいで、肩かたを軽く押されただけで止められる。


「いや！　やっ！」


　それならばとぴったりと足を閉じ、膝を胸に引き寄せようとしたら、膝をつかまれあっさり足を割られた。


「蹴けりのひとつもお見み舞まいされるかと思っていたが、嫌だ、やめろと言うばかりか……。──逃げる振ふりをしているだけで、本気で抵抗する気がないように見えるな」


　開かれたままの足を膝と手で押さえ込まれる。


「………や、ちが…う……」


　和紗はふるふると首を振った。


　もっと抵抗したくても、この先なにが自分の身に起こるのかと思うと、身体は震えるし、力も抜ぬけるしで、抵抗することもできない。


　こちらの反応を楽しむかのように冷たい目で見下ろしてくる、自分よりずっと身体が大きく力も強い男が、本当に怖こわかった。


　もとより暴力とは縁えんのない生き方をしてきた和紗には、蹴るなどという選せん択たく肢しは思いつきもしなかったし、思いついていたとしても実行にはきっと移せなかっただろう。


　蹴ったりなんかしたら、何倍もの強い力で返されそうで、怖かったから……。


　怯えて震えるばかりの和紗を見下ろして、翔一は唇くちびるの端はしに笑みを浮かべた。


「本当は、誘さそってるんだろう？」


「ひぁっ！」


　いきなり前をつかまれ、「ちがう！」と叫さけびかけた声は悲鳴に変わった。


「や……やです。……い…や………んっ……」


　大きな手が、怯えて縮こまっていたモノを意外なほどの優しさで握にぎり込み、擦こすり上げる。


（あ……あ……いやだ。……どうしよう……）


　こんな状態で感じるなんて、あり得ない。


　そう思うのに、翔一の手に与あたえられる巧たくみな愛あい撫ぶに勝手に下半身が熱くなっていく。


「嫌だというわりには、反応が速い」


　和紗の反応を眺ながめて、翔一が言う。


「……見…ないで………っ……」


　怖いのに、嫌でたまらないのに、自分のそれとは違ちがう動き方をする大きな手の醸かもし出す快感に、簡単に反応してしまう自分の身体が恥はずかしくてたまらない。


「恥ずかしがることはない。綺き麗れいな色だ。形も悪くない。充じゆう分ぶんに鑑かん賞しように値あたいする。……まだ、ろくに使っていないんだろう。可愛かわいいものじゃないか」


　翔一はそう言うと、ためらいもなく和紗のモノを口に含ふくんだ。


「う……っ。──んん……っふ……」


　湿しめり気のある熱い口こう腔こう内ないに含まれ、擦り上げられて、和紗はビクンとのけぞった。


　ろくに使ってないどころじゃなく、同年代の友達より淡たん泊ぱくな質たちなようで、自じ慰いでさえ必要に迫せまられない限りはしなかった。


　性的な快感に無む垢くな和紗にとって、口で与えられる刺し激げきはあまりにも強すぎた。


　ゾクリ、と覚えのある感覚が背筋を走り、甘い痺しびれが身体を駆かけ抜けていく。


「あ……ぁ……！　もぉ……放して……おねがいっ」


　たとえ相手が誰だれであろうと、他人の口の中に放って汚よごすだなんて耐たえ難がたい。


　必死で懇こん願がんして、こみ上げてくる衝しよう動どうに耐えたが、軽く吸われただけでもう保もたなくなった。


「……ふ……んっ──！」


　放出の衝しよう撃げきに、身体からだが甘く痺れ、ビクビクッと震える。


「たわいのない」


　愉ゆ快かいそうに呟つぶやく翔一の声。


　強い快感の余よ韻いんにぼんやりした頭で、翔一の口に出さずにすんだと、和紗はほっとしていた。


（こんな目に、遭あわされてるのに……。──貴菜に、また叱しかられる）


　押しに弱い、気が弱くて情けない、しっかりしてよと、ずっと貴菜に言われていた。


　そんなことじゃ、いつか誰かに利用されてひどい目に遭うんだから、とも……。


（本当に、貴菜の言うとおりだ）


　もうちょっとしっかりしていたら、こんな目に遭う前に逃げられていたかも……。


　ぼんやりとそんなことを考える。と、


「え……？」


　探さぐるように後ろの蕾つぼみに触れられた。


　そこにぬるりとした感触を感じて、和紗は一いつ瞬しゆんにして我に返った。


「なに……なに…を、してる……んですか？」


　首を上げて見ると、翔一の手がそこになにかを塗ぬり込めるかのように動いている。


　自分が放ったモノを使っているのだと悟さとって、和紗は羞しゆう恥ちのあまり赤くなった。


「もう、やめてください！」


　友達とのシモネタ話で、そこを使うこともあるのだと聞いたことがあったが、自分の身に降りかかってくるなんて思ってもみなかった。


「ひっ…あ……」


　拒こばもうとしても駄だ目めだった。


　ぬるりと、翔一の指先が身体の中に入ってくる。


　和紗はゾッと総毛立った。


「それ…は…いや……。嫌いやだってば！」


　和紗の常識の範はん囲いで言えば、そこは他人に触れられていい場所じゃない。


　そこは汚きたないところ、隠かくすべき場所。


　知識として知ってはいたが、快楽の追求のために使う場所だなどと思ったことなどなかったのに……。


「放してっ!!　お願いですから、もう家に帰して！」


　中で蠢うごめく指のおぞましさに、和紗は今までにない勢いで暴れた。


　とはいえ、腕うでを縛られ足を押さえ込まれたままだったから、もがく程度のことしかできない。


　背中にまわされて拘こう束そくされた腕が、暴れるたびにひきつって痛んだが、気にしてなんかいられなかった。


「今いま更さら……。往おう生じよう際ぎわの悪い奴やつだな」


　たいした抵てい抗こうではなかったが、こう暴れられては面めん倒どうだったのだろう。


　翔一の手が和紗から離はなれる。


「──いっ」


　その直後、和紗は足を押さえていた翔一の膝ひざに、グッとそれまでにない力が入るのを感じ、鋭するどい痛みに息を呑のんだ。


「それ以上暴れるようなら、このまま折る。断っておくが、泣こうが喚わめこうがやめる気はないからな」


　そう告げて、見下ろす翔一の目の冷ややかさに、和紗の背筋にゾッと冷たい戦せん慄りつが走る。


（この人、本気だ）


　見下ろす目には、なんの迷いもなかった。


　足を折られた和紗がどんな状態になろうと、きっと翔一は本当に構いはしない。


　人形の足をもぎ取るような感覚で、やってのける。


「……っ」


　嫌だった。


　本当に嫌だったけど、和紗は抵抗を諦あきらめた。


　和紗の身体から力が抜けると、翔一は押さえつける足の力を緩ゆるめ、再び和紗の身体に指を這はわせはじめる。


（……今だけ、我が慢まん…すればいいんだ）


　どう抵抗しようと無む駄だならば、無駄に痛い思いをすることはない。


　今だけ我慢すれば、明日にはきっと家に帰れる。


　自分の足で帰るためにも、今だけ、今だけ我慢すれば……。


（今だけ……）


　身体の奥で蠢く指の感覚に身み震ぶるいしながら、目を閉じて、心の中で自分に言いきかせる。


　人格のある人間として扱あつかってもらえない惨みじめさと、自分の今の姿のあまりの情けなさに目頭が熱くなったが、必死で耐えて涙なみだはこぼさなかった。


（泣く……もんか）


　今の自分を哀あわれんで涙を流したりしたら、身体だけじゃなく、心まで翔一に踏ふみにじられたと自分で認めることになるような気がする。


　だから、今は泣かない。


　安心できる場所に戻もどるまで、絶対に泣いたりしない。


　なされるがままになりながら、目を閉じて唇を嚙かみしめる。


「……え？　あっ……うそっ……やっ……」


　変化は、急に訪おとずれた。


　気持ち悪いだけだった蠢く指の感覚が、不意に違ちがうものへと変わる。


「ここか？」


　和紗の反応を見て取った翔一が、ぐりっと内ない壁へきを擦こすり上げるように指を動かすと、甘やかな感覚がそこから生み出され、ゆっくり広がっていく。


「ふっ……う……そ。……あ……はっ……」


　感じるものかと思うのに、指が中で蠢くたび、確かな快感がじんわりと身体に染しみこんでいくようだ。


　和紗の身体の変化に応じて、翔一はそこを嬲なぶる指を増やしていった。


「や……はっ……あ……ああ……」


　ゆっくりとかき回すように動かし、そこを広げるかのように中の指を交こう互ごに動かされ、和紗はたまらずに身み悶もだえる。


「目を開けて、自分の身体を見ろ。触さわってもいないのに反応しているぞ」


「や……いや……」


　自分の身体のこと、見なくても下半身に熱が集まっているとわかっていた。


　信じられない反応を見せる自分の身体を直視する勇気が無かった和紗は、目を閉じたまま首を振ふった。


「本当に往生際が悪い」


　ゆっくり動いていた指が不意に激しく注ちゆう挿そうされる。


「あ、……やっ、ん────うっ!!」


　熱を溜ため込んで反り返っていたモノを、ぴんっと指先で軽く弾はじかれた拍ひよう子しに、ビクンと熱が弾けた。


　和紗が熱いものを放ってビクビクと震ふるわせても、翔一は後ろを嬲る指の動きを止めなかった。


「ひぁ、あ……あっ……や、やぁ……」


　弾けて散じたはずの熱が、指の動きに応じてすぐに集まってきて、休む間もなくまた高まっていく。


　そんな風に、無理矢理に高められ続けて、続けざまに達いかされた。


「もう……や…あっ……ゆる、して……」


　休む間もなく熱く高ぶってしまう身体が苦しくて、和紗はたまらずに懇こん願がんする。


「そうか？　ここは、まだまだ欲しがってるみたいだが」


「……やぁ…っ……」


　名残なごりを惜おしむかのように内壁を撫なでた後、やっとそこから指が離れた。


　身体の中から抜ぬかれた指は、今度は息が乱れて荒あらく波打つ和紗の胸にあてられた。


　後ろを責め立てられた和紗が、胸や腹の上に飛び散らせたモノを、その指先でぬるりと肌はだの上に塗り広げる。


「ずいぶん出したな。感じやすい身体じゃないか。本当は嫌がってなんかいないんだろう？」


　和紗が恥はずかしさにカッと赤くなると、翔一は冷たい目のままで愉快そうに微ほほ笑えんだ。


（……ひどい）


　この人は、わざと羞しゆう恥ち心しんを煽あおるような真似をして、こちらの反応を見て楽しんでいる。


　和紗は目を閉じて、玩具おもちやを見るような目で自分を見つめる男を視界から追い出した。


「さて、それじゃあそろそろ俺も楽しませてもらおうか」


　上着だけは脱ぬいでいたが、それ以外は服を着たままだった翔一はネクタイを引き抜いてから、スラックスの前を開いた。


　和紗の両足を肩かたに高く抱かかえ上げ、そそり立つモノを後ろにあてがう。


「や……」


　腰こしの浮ういた不安定な体位に怯おびえて思わず目を開いた和紗は、後ろにあてがわれたモノを見て、ゾッとした。


　自分のそれとは、色も大きさもまったく違う、完成された男の身体からだ。


（嫌だ……こんなの……こわ…い……）


　グロテスクにさえ見えるソレは、和紗の目には凶きよう器きのように見える。


　抵抗する気は失うせていても、本能的な恐きよう怖ふに身体がすくむ。


　あんなので貫つらぬかれたら、きっと自分は壊こわれてしまう。


　そんな恐怖感から、たまらずに目を閉じ、顔を背そむける。


「目を開けろ」


　だが、強ごう引いんに顎あごをつかまれ正面を向かされた。


「その目で、入るところを見ていろ」


　顎にかかる指の力の強さが怖こわかった。


　要求に応じないとなにをされるかわからない恐怖感から、オドオドと目を開く。


「あ……あ……くっ……」


　と同時に、押しあてられていたモノが、ぐぐっと身体の中に押し入ってきた。


　徐じよ々じよに自分の中に埋うめ込まれていくモノを見せられ、そのおぞましさと恐怖に肌が粟あわ立だつ。


　無理矢理押し広げられる痛みと、耐たえ難がたい圧あつ迫ぱく感。


　苦しさに、息が詰つまる。


「……っく……。……あ……はっ……」


　押し入ってくる熱い塊かたまり。


　内壁をこじあけるその熱さが、和紗の身体にまで染しみてくる。


　根本まで押し込むと、翔一は、中の感かん触しよくを確かめるかのようにゆっくりと動き出した。


「あ……ふぁ……あ……っ……」


　このままじゃ、きっと内臓を突つき破られる。


　そんな恐怖感を覚えていたのに、実際に与あたえられたのは、もっと違ちがう感覚だった。


（……や、なに……これ……？）


　熱いモノが内壁を擦り上げていくたび、痛みとは違う感覚がそこから滲しみ出てくる。


　じんわりと痺しびれるように甘い、奇き妙みような疼うずき。


　痛みも圧迫感も最初と変わらずあるのに、その疼きに気を取られて、徐々にそれも気にならなくなってくるようだ。


「あ……う……そ。……ぅ」


　和紗は、挿そう入にゆうへの恐怖感で萎なえていた自分のモノが徐々に頭をもたげてくるのをその目で見て、耐えきれずに思わず目を背けた。


　身体の奥から滲み出てくる奇妙なその疼きが、快感と呼ばれるものの一種なのだと気づかされて、そんな自分の反応が怖くなったのだ。


　勝手に目をそらしたことを、翔一は怒おこらなかった。


「いいようだな」


　引き抜き、今度は和紗を俯うつぶせにすると、腰だけを軽く上げさせてそのまま再び挿入する。


「──くぅっ！　……や……あっ……ああ…っ！」


　突き刺さすかのように激しく何度も貫かれ、和紗はたまらずに声を上げていた。


　内壁を押し広げられ、擦り上げられる。


　その痛みすら、甘さを含ふくんでいた。


　熱いモノでそこを貫かれるたびに、さっきまでとは比ひ較かくにならないほどの疼きが沸わき上がってきて身体が熱くなる。


　ろくに身動きもできない状態で責め立てられ、その熱い疼きだけを強制的に感じさせられて、身体が甘く痺れていく。


　貫かれる快感に反応して反り返っている和紗自身が、翔一の動きにあわせてきつくシーツにこすれる。


　それが痛いのに、同時に、凄すごくいい。


「あ……あ……やぁ……。だ……だ…め、やぁ……あ……へん…なる……んん」


　和紗は、いつの間にか、未知の快感に我を忘れて溺おぼれはじめた。


　帯で拘こう束そくされていたはずの腕うでは、いつの間にか解放されていた。


　自由になった手で、打ち付けられる熱い衝しよう動どうに耐えるために、ギュッとシーツを握にぎりしめる。


「あ……んん……あっ、……また…」


　イク、と譫うわ言ごとのように呟つぶやくとほぼ同時に、挿入と同じ唐とう突とつさで引き抜かれた。


「──やっ」


　あとちょっとのところで達きそびれた身体が焦こがれて、熱いモノを惜しんで追うかのように勝手に腰が浮いてしまう。


　翔一はその腰をつかみ、あっさりひっくり返すと、最初と同じように和紗の両足を高く担かつぎ上げた。


「自分で、ここを見たことがあるか？」


　指先が入り口をなぞる。


「綺き麗れいなピンクだ。特に今は充じゆう血けつして赤みを増してる。──それに、ほら、こうすると物欲しげにひくついて、実にいやらしい」


「あ……ふっ……」


　そこを指先でそうっとなぞられる甘い感覚に、和紗は思わずシーツを握りしめ、ゾクッと身み震ぶるいする。


　だが、それではもう足りなかった。


「あ…いや。……もっと」


「もっと、なに？」


　意外にも優やさしい声で翔一が聞いた。


　同時に、翔一の熱いモノが入り口に押しあてられ、ぬるりと擦こすっていく。


「あ……あ……お願い」


　ゾクッと背筋に甘い痺れが走った。


　身体の奥で感じた、あの甘い疼き。


　それが欲しくて欲しくて、身体が熱く疼く。


（駄だ目めだ。こんなこと……）


　微かすかに残った理性が、頭の芯しんのほうで小さく呟く。


　だが、入り口に擦りつけられる熱い誘ゆう惑わくに、和紗は負けた。


「──い、入れて……ください」


　懇こん願がんすると同時に、熱いモノが突き入れられる。


「っん……ああっ!!」


　疼いていた場所を満たされて、身体が歓かん喜きに震ふるえた。


　すぐにもまた動いてくれるだろうと思っていたのに、翔一は根本まで自身を押し込むと動きを止めた。


「……あ……」


　どうして？　と見上げると、薄うすく笑えみを浮かべた翔一が、ゆっくりと顔を近づけてくる。


（あ、キス……するのかな）


　そういえば、まだ一度も唇くちびるを合わせていない。


（どうし……よう）


　自由になった手で押し返すこともできるけど……。


　一いつ瞬しゆん、和紗は迷った。


　だが結局、シーツを握る手は動かさず、近づいてくるその顔をただ見つめ続ける。


　翔一は息がかかるほどに顔を近づけると、囁ささやくように呟いた。


「無理じゃなかったようだな」


「……え？」


「はじめてで、自分からねだれるんだから上出来だ。──見込んだとおり、とんだ淫いん乱らんだな」


　酷こく薄はくそうな笑みを浮かべて、あざけるように言う。


「……あ……あ、い…やぁ……」


　見下す冷たい目に、のぼせていた頭に冷水をぶちまけられたかのように、和紗は一瞬で正気に戻もどった。


「ち、ちがう。僕……そんなこと……」


　血の気が引いていく。


　冷えていく身体からだの中、繫つながったそこだけが生々しく熱い。


　どう否定しようと、男に組み敷しかれたこんな状態では、説得力なんかない。


（わざと、こんな風に？）


　罠わなにはめられた？


　逃にげられないように拘束して、散々いたぶって、望み通りの言葉を言わせるように仕向けた？


　うろたえる和紗を愉ゆ快かいそうに見下ろす冷たい視線が、その考えを肯こう定ていしていた。


「……や。い、いやぁ」


「自分から腰こしをすりつけておいて、なにが嫌いやだと？」


　楽しそうな声。


　この男の目に映る自分は、人間ですらないんじゃないか？


　自分を楽しませるためだけに存在する玩具おもちやだと思われてるんじゃ……。


「あ……いや、や……」


　ぶわっと、一気に視界が涙なみだでにじむ。


「──いやだぁ！」


　なけなしの最後のプライドが崩くずれて、和紗は本気で暴れた。


　どんな目に遭あわされたとしても、これ以上、この男を楽しませてやるのは嫌。


　両手を突つっ張って、翔一を押し返そうとしたが、無理だった。


　あっさりと両手首を拘束されて、押さえ込まれる。


「今いま更さら拒きよ絶ぜつしたところで無む駄だだ」


「ふっ……んんぅ」


　顎あごを強く握られ、無理矢理開かされた唇に唇が押しあてられる。


「……っう……ふぅ……」


　舌を乱暴に絡からめ取られ、痛いぐらいにきつく吸われ、口こう腔こう内ないを荒あらされる。


　同時に、繫がったままだった身体の奥深くを、ぐりっとえぐるように擦り上げられて、そこから熱い疼きがまた沸き上がってしまう。


　嫌なのに、本当に、嫌なのに。


　快楽を貪むさぼることを覚えてしまった身体は、与あたえられる刺し激げきを貪どん欲よくに受け止め、反応する。


（なんで、こんな目に？）


　身体だけじゃなく、心まで踏ふみにじられ、汚けがされる。


　こんな目に遭わされなきゃならないようなことを、自分はしたんだろうか？


「……ふっ……っぁ……んん……」


　和紗は喘あえぎながらも、惨みじめさに涙を流し続けた。


　翔一は、そんな和紗の反応を楽しんでいたようだった。


　乱れる和紗の姿を余さず眺ながめ、その嗚お咽えつまでをも貪り喰くらうように……。








「………ん…」


　間接照明だけになった薄うす暗ぐらい部屋、意識が戻ると同時に和紗が身じろぎすると、身体の動きにあわせてベッドが揺ゆれた。


　普ふ段だんは畳たたみに布ふ団とんで寝ねていて縁えんがなかったその揺れは、さっきまでのあの行こう為いを連想させる。


「……気持ち…わる……い」


　かすれた声で呟き、布団をはね除のけると、和紗は転がり落ちるようにベッドから降りた。


　床ゆかにしゃがみ込み、小さくなって聞き耳をたてる。


（……もう、いない？）


　人の気配の無さにほっとして、床に落ちていた寝ね間ま着きを羽織ると、やけにだるい身体にむち打ってベッドを支えに立ち上がる。


　その途と端たん、生温かなものが内うち股またをつたった。


「い……やだ、もう、いや……」


　翔一の名残なごりの感かん触しよくがおぞましくて身震いしながら、一刻も早くこの場所から逃げたくてのろのろとドアに向かう。


　だが、やっとの思いで辿たどり着いたドアは、なぜか開かなかった。


「どうして……？」


　ハンドルを下向きに回せば開く、普ふ通つうのドアだったはず。


　それなのにハンドルを動かそうとしても、途と中ちゆうでなにかに引っかかって動かない。


（……鍵かぎ？　鍵がかかってる？）


　それも、外から。


　この寝しん室しつの出入り口はこのドアだけ。


　鍵をつけるのならば、普通は内側からかけられるようにつけるだろうに……。


（ここに閉じこめるため？）


　それ以外に理由は考えられない。


　和紗が逃げ出さないように、鍵をかけていったのだ。


　ここに閉じこめられたまま、また、さっきのような行為を強要されるんだろうか？


　それを思うと、和紗はいてもたってもいられなくなった。


「あ……、窓から……なら」


　この部屋は二階にある。


　造りがしっかりしていて天てん井じようも高いから、普通の家の二階より確実に高さはあるだろうが、カーテンかシーツをロープ代わりにすれば、飛び降りられないこともないはず。


　壁かべづたいに窓まで行き、カーテンを開けると、隣となりの部屋よりずっと大きな窓があった。


　これなら外に出られると、窓まど枠わくを力ちから一いつ杯ぱい上に押し上げる。


　冷えた空気が、一気に部屋に吹ふき込んできた。


「ああ……柵さく……が」


　手を伸のばし、緑青色の鉄てつ柵さくを両手でつかんで揺さぶってみる。


　でも、ビクともしなかった。


　外から鍵がかかり、窓には鉄柵。


　最初から自分を閉じこめるために、この部屋を与えたのだ。


　そう確信して、壁に手をつきながらズルズルとその場に崩れ落ちた。


「……でも……帰る」


　明日になったら、絶対にここから出て行く。


　翔一自身がどう思っていようと、この屋や敷しきに勤めている使用人までもがこんな犯罪まがいのことに望んで手を貸すわけがない。


　事情を話して頼たのめば、きっと逃げる手伝いをしてくれる。


　それに向こうの部屋に置きっぱなしの携けい帯たいを使えば、実家に連れん絡らくが取れる。


　身内に不幸があったから戻して欲しいとでも噓うそをついてもらえば、翔一だって帰さないわけにはいかないだろう。


「朝になれば、きっと、なんとかなるから……」


　壁に背中を押しつけ、ギュッと膝ひざを抱だきかかえるようにして小さくなった。


　思い出したくなんかないのに、じっとしていると自分の身に起きたばかりの出来事が思い起こされてきて、たまらない。


　感情の赴おもむくままに泣き叫さけび、暴れて、今だけでも狂気に身を任せてしまえば楽だったかもしれない。


　でも、それすら和紗にはできなかった。


　今の状態で理性を手放したら、二度と正気に戻れないような気がして怖こわかったから……。


「朝までの、辛しん抱ぼうだから……」


　和紗は、窓から吹き込んでくる外気の冷たさに身み震ぶるいしながら呟つぶやいた。


　寒くても窓を閉める気にはなれない。


　冷たい風が、生温かく淀よどんだ部屋の空気を入れ換かえていく。


　遠くから聞こえてくる微かすかな車の音は、時間が流れていることを実感させてくれた。


　だが、日が昇のぼるのは、まだまだ先。


　クラクションやサイレンの音を無意識に数えながら、長すぎる夜の苦痛に何度目かのため息をついたとき、カチッとドアのほうから音が聞こえた。


（……まさか、戻って……きた？）


　こんな深夜、呼んでもいないのにメイドの谷が来るとは思えない。


　和紗は、恐きよう怖ふからさらに身体からだを縮めた。


　が、開いたドアから姿を見せたのは、予想に反して、執しつ事じの美作だった。


「この季節に窓を開けたままとは感心しませんね。寒いでしょうに」


　美作は、窓の下で膝を抱かかえて小さくなっている和紗を見ても、顔色ひとつ変えない。


　部屋を明るくすると、平常心そのものの態度で歩み寄ってきて、窓を閉めた。


　翔一ではないことに安あん堵どしたものの、深夜だというのにスーツ姿の美作を見て、和紗は警けい戒かい心を強くした。


　この屋敷に来てすぐ、この人と恭司が自分のことでなにか言い争って気まずい雰ふん囲い気きになっていた。


（たしか、止める気がないって……）


　翔一の共犯者だということなのではないだろうか？


　この人を信用することはできなかった。


　美作は翔一の命令で動いているとしか思えないからだ。


　このタイミングでこの部屋を訪おとずれたことこそが、その証しよう拠こ。


「……美作さん、おいくつなんですか？」


　泣き叫びすぎてかすれた和紗の声にも、美作はなんの反応も見せなかった。


「いくつぐらいに見えますか？」


「四十代ぐらい。少なくとも、後こう継けい者しやを育てなければならない年ねん齢れいには見えません。──そこから噓だったんですよね」


「はい。──ですが、そろそろ後継者を……と私が考えているのは事実です。和紗さんの予想より十は歳としを取っていますから」


　和紗を見下ろす美作の顔には、最初に会ったときと同じ穏おだやかな笑えみが浮うかんでいた。


「あなたが、もしその気になってくれたらと思っていたのですが……。その表情から見て、駄だ目めそうですね」


「当たり前です！　あんな目に遭あわされて、誰だれが……!!」


　叫ぶと同時にさっきのおぞましい出来事が脳のう裏りをよぎって、思わず身震いがでた。


「僕……明日には、家に……帰りますから」


　震ふるえる身体を自分で抱きしめて押さえながら、そう宣言すると、「どうぞ、あなたのお好きなように」と美作がさらりと応こたえた。


「ですが、『大江屋』に対する援えん助じよは一いつ切さい無かったことにさせていただきます」


「……そ……んな……」


　キツイ一言に、心臓がギュッと痛んだ。


「借金は、元の街金に引き取らせます」


「でも、それじゃあ……」


「『大江屋』がつぶれるのは時間の問題でしょうね」


　和紗が言い淀んだ言葉を、美作が穏やかに告げる。


　確かにそのとおりだ。


（……どう……しよう）


　詐さ欺ぎにあい、多額の借金に苦しめられていた時期の両親のやつれた顔を思い出す。


　無む駄だにあがいて傷を大きくして周囲に迷めい惑わくをかけるより、ひと思いに店を畳たたんで破産宣告を受けたほうがいいのかもしれないと言っていた、あの頃ころの顔。


　飛鳥井家から援助を得られることになって、店を畳まずに済んだときの喜んだ顔も……。


「他に援助先を見つけようとしても無駄ですよ。そもそも、あの詐欺自体、私どもの仕し掛かけの一いつ環かんですから」


「──え？」


　虚きよをつかれて、和紗はぽかんと美作を見上げた。


「正確には、小悪党どもに便乗させていただいただけですが」


　仕し事ごと柄がら、大規模詐欺グループの計画を察知できる情じよう報ほう網もうに恵めぐまれているがゆえに、『大江屋』が詐欺の対象になるよう仕向けるのは簡単だったのだと、美作はすべての裏事情をあっさりと白状した。


「あなたに逃にげられないよう周囲から固めてみたのですよ。世せ間けん体ていもありますからとりあえずは美談になる方向で……。翔一さまがその気になれば、『大江屋』はその日のうちに消えます。この屋敷に留とどまったほうが利口ですよ。最初に言った条件通り、あなたが高校を卒業するときには解放されるでしょうから」


　順調に成長して、その中性的な雰囲気が消えれば翔一も興味を無くすだろう、と美作が言う。


（……どう……しよう）


　和紗は迷った。


　自分ひとり我が慢まんすれば、家の平和な生活は守られる。


　どうしてなのかはわからないが、自分があの男に気に入られたせいで家に迷惑がかかったのなら、ここは我慢すべきじゃないだろうか？


　ずっと続くわけじゃない。


　いつか、あの男に飽あきられるまでの辛抱なんだし……。


（ああ、でも……）


　ついさっきの出来事が脳裏をよぎって、おぞましさに肌はだが粟あわ立だった。


　身体だけじゃなく、心まであんな風に惨みじめに踏ふみにじられることに、これ以上耐たえられるんだろうか？


　自分があんな風に扱あつかわれていると両親が知ったら、きっと家に戻もどって来いと言ってくれる。


　いつだって、店よりも、人との絆きずなのほうを大事にする人達だから……。


（……甘えたら、駄目かな）


　男に組み敷しかれた記き憶おくがまだ生々しすぎて、今の自分が冷静とは言えない精神状態だってことを和紗は自覚していた。


　そうと自覚していても、逃げられる道を選びたくなる。


「……やっぱり、嫌いやだ。僕は……玩具おもちやじゃない」


　この一言で『大江屋』がつぶれることになるかもしれない。


　そう思うと声が震えたが、それ以外の言葉を口に出す気にはどうしてもなれなかった。


「そうですか」


　和紗の答えに、美作は軽くため息をついた。


「では、妹さんのほうに話を持ちかけてみましょう」


「え、……貴菜？　どう…して？」


　今度こそ、本当に虚をつかれた。


「おふたりが良く似てらっしゃるからですよ。翔一さまは、あなたのその顔が気に入っているようなので、妹さんでも代用になるでしょう」


「き、貴菜は、まだ中学生ですよ」


　冗じよう談だんではないのかと美作の表情を窺うかがったが、その目は冷静で本気だった。


「ベッドのお相手ができないほどの子供でもない。充じゆう分ぶんですよ」


「……そ…んな」


　彼氏ができたと嬉うれしそうに報告してくれた貴菜。


　年上の彼氏が、貴菜はまだ子供だからと言ってキス以上のことをしてくれないとふてくされる姿に、キスどころか彼女すらいなかった和紗は、わざわざ報告しなくてもと複雑な心境になったりもした。


　生意気で、可愛かわいい、大切な妹。


　あの貴菜が、あんな目に遭うと想像しただけで、吐はき気がするほどの衝しよう撃げきを覚える。


　それも、自分が逃げたせいで……。


「そんなこと……無理。両親だって、絶対に許さないし……」


「許す許さないの問題ではありませんよ。今回はあまり波風が立たないよう遠回しなこともしましたが、本来ならそんな面めん倒どうな真似をする必要はないんです。飛鳥井の力を使えば、あなた方一家をこの世から消すことも容易たやすいのですから」


　言われた言葉の意味を理解して、ゾッとした。


「それ……脅おどし、ですか？」


「いえ、事実を申し上げたまでです」


　膝ひざを抱えていた手が震えて止まらない。


「……ぼ、僕が……残れば？」


「こちらとしては手間が省けてありがたいですね。──大だい丈じよう夫ぶ、この屋や敷しきの中で起こっていることは決して外には漏もれません。勤めが済めば、いずれ普ふ通つうの生活に帰れますよ」


　そう言う美作は、普通に穏やかな笑みを浮かべていて、それが逆に怖こわかった。


「……わか……りました。……言うとおりに…します」


　和紗は視線を膝ひざ頭がしらに落として、無理矢理に言葉を絞しぼり出した。


　貴菜が自分の代わりに差し出され、家族にまで危害が加えられる可能性があると知って、どうして断ることができるだろう。


（……少しの辛しん抱ぼうだから……。ずっとって……わけじゃないんだし……）


　だが、一日二日のことじゃない。


　高校を卒業するまでの期間、二年以上もの長い間、あの男の玩具として生きなくてはならず、その上、逃げることも反はん抗こうすることも許されない。


　自分が役に立たなくなれば、貴菜が代わりに差し出されることになるのだから……。


「納なつ得とくしていただけて嬉しいです。──朝まではまだ時間がある。シャワーでも浴びて、もう一ひと眠ねむりしなさい。その間にベッドメイキングを済ませておきますから」


「……わかりま……した」


　もう逆らう気持ちもなくなっていた和紗は、言われるままのろのろと壁かべにつかまりながら立ち上がり、壁づたいにシャワーブースへと向かう。


「そうだ、和紗さん」


　シャワーブースのドアの前まで辿たどり着くと、美作に呼び止められた。


「なんですか」


「身体からだは大丈夫ですか？　傷ついたのならシャワーの後にでも手当てしますが？」


　美作の目線が顔から下へと動いていく。


　その目線の先を悟さとって、和紗は羞しゆう恥ち心しんにカッと顔を赤くした。


「だ、大丈夫です！」


　答えてすぐ、ドアの中によろよろと逃げ込んだ。


　今のは和紗の身体を心配しての言葉じゃなかった。むろんセクハラですらない。


　主人が手に入れた玩具のメンテナンスを引き受けた者としての、冷静な判断からの言葉。


　その証しよう拠こに、美作は、まるで貼はりつけたかのように、最初に出会ったときのままの穏おだやかな笑えみを浮うかべ続けているのだから……。


（……すごい……惨め）


　どんなに感情的に振ふる舞まったところで、相手にはなんの影えい響きようも及およぼさない。


　人格を無視されるのが、こんなに惨めな気分になるものだとは今まで知らなかった。


　この屋敷の中にいる限り、自分は本当の意味で人間扱いされることはないんだと、覚かく悟ごを決める必要があるのかもしれない。





　シャワーを浴びて部屋に戻ると、美作は帰った後だった。


　試ためしに寝しん室しつのドアに手をかけたら、簡単に開いた。


　もう決して和紗が自分から逃げることはないと確信して、鍵かぎをかけずにいったのだろう。


「……かえりたい……のに……」


　でも、もう帰れない。


　和紗は、開け放ったドアの前でうずくまって、嗚お咽えつをもらした。




　　　　３







　季節は巡めぐり、飛鳥井の屋敷に来てはじめての春。


　学校が春休みで退たい屈くつしている和紗は、自分の部屋の斜ななめ上、三階の空き部屋に寝ね椅い子すを引っ張り込んで、日がな一日屋敷内にある図書室の本を読みまくっている。


　この屋敷に来て以来、家には一度も帰っていない。


　クリスマスもお正月も家に帰ることは許されなかったし、翔一が仕事で長期間留守にするときでさえ帰してはもらえない。


　絶対にこれは自分への嫌がらせだろうと思う。


　帰れないことに気落ちすれば翔一を楽しませるだけだろうと、駄だ目めだと言われるたびに和紗は気き丈じように振る舞っていた。


　家に帰れない代わりに、電話だけは許されていた。


　美作からは、家族に不審に思われないよう気を配りなさいと命令されている。


　だからと言うわけでもないが、あまりにも生活のレベルが違ちがって戸と惑まどっていて、今はここでの生活に慣れることに集中したいからなどと、電話をするたびに家に帰れない理由を尤もつともらしく言い繕つくろっている。


　ありがたいことに、今のところは成功しているようだ。


　妹の貴菜は、帰らない和紗に腹をたてていて、電話口には一度も出てくれない。


　その代わり、週末ごとに帰ってきなよとメールが来ていたが、二ヶ月がすぎる頃ころにはその数も減ってきた。


　たぶん、兄のいない生活に徐じよ々じよに慣れていってるんだろう。


　寂さびしいけれど、仕方がない。


　和紗はと言えば、慣れた部分もあるし、慣れない部分もある。


　広い屋敷で寝ね起おきすることや、常に身の回りの世話をする人がいる状じよう況きようには慣れたとは思う。


　でも、翔一との関係には、いまだに慣れないことが多い。


　仕事が忙いそがしいらしく翔一は週に半分は外食で済ませているようだが、屋敷で夕食を摂とるときにはどんなに遅おそくなっても必ず和紗を同席させる。


　とはいえ、和紗と会話するつもりは皆かい無むらしく、夕食の席は通つ夜やのように静かだ。


　翔一が側そばにいるだけでも身体が強こわばるのに、夕食を共にした日は必ず彼が部屋を訪おとずれてくるのを知っているから、和紗は食欲がまったくわかない。


　それで食事に口をつけずにいると翔一に睨にらまれるものだから、仕方なく少量の料理を無理矢理口に押し込んでいるような状態だった。


　食事の量が減ったことと精神的な苦痛も相まって、和紗は随ずい分ぶんと瘦やせた。


　元から肉が薄うすかったせいもあって、体力も落ちたような気がする。


　でも瘦せたことより、瘦せたことに気づいて心配してくれる人が周囲に誰だれもいないことのほうが、和紗には辛つらく感じられた。








「──失礼」


　ドアが開く音と同時に男の声がして、和紗は慌あわてて寝ねそべっていた寝椅子から身体を起こし、座り直した。


「そろそろ、ここでの生活に慣れただろうと思って、ご挨あい拶さつにね」


　そっちに行ってもいいかい？　と聞く男の顔には見覚えがある。


　この屋敷に来た初日に一度だけ顔をあわせた、恭司という名の翔一の弟。


　以前だったら、一応礼れい儀ぎだからと一言ぐらい挨拶をしていたところだが、最近の和紗は屋敷の中にいるときに限って極きよく端たんに口数が少なくなっていて、社交辞令を口にする気にもならない。


　とはいえ無視するわけにもいかず、仕方なく「どうぞ」とだけ返事をした。


　恭司は器用にトレイを片手に持って、部屋の中に入ってきた。


「一いつ緒しよにお茶にしようと思ってね。下で焼きたてのクッキーももらってきたよ」


　休日らしくラフな服装の恭司は、和紗の隣となりに座るとふたりの間にトレイを置き、慣れた手つきで紅茶をカップに注いだ。


「俺が誰かは、もう知ってるよね？」


　無言のまま、勧すすめられて紅茶をひとくち飲んだ後で、そう聞かれた。


「恭司さま。翔一さまの弟さんだと伺うかがってます」


「正解。覚えていてくれて嬉うれしいよ。──もっと早く来たかったんだけど、あの人に出入り禁止にされていてね。俺のほうが君に先に会ったのが気に入らなかったらしいよ」


　俳優のように華はなやかな顔をしているから、にっこりと微ほほ笑えむ笑顔はやたらと明るく魅み力りよく的に見える。


　とはいえ、やっぱり微笑み返す気にはなれない。


　和紗がなんのためにこの屋や敷しきに呼ばれたのか、この人も知っていた。


　知っていても和紗になんの忠告もせず、「またね」と微笑んでいたのだ。


　気を許せる相手じゃない。


「和紗くん、やっぱりコンタクトにしたの？」


「いえ」


　翔一の命令で、屋敷内にいる間、勉強するとき以外は眼鏡めがねをかけられないのだが、説明する気になれなくて黙だまっていた。


「雰ふん囲い気きが変わったね」


　無表情のまま見つめ返す和紗の顎あごを、恭司が指先でついっと持ちあげた。


「そうですか」


「前に会ったときより、少し大人びたのかな。艶つやっぽくなった」


　それは和紗にとって誉ほめ言葉じゃない。


　だが、不ふ愉ゆ快かいだと訴うつたえたところで意味がないことも知っているから、無言のまま身を引き、恭司の指から逃のがれた。


「なるほどね。谷が心配するのもわかるな」


　宙に置き去りにされた指を眺ながめ、恭司が呟つぶやく。


「心配？　谷さんが？」


　初日に少しだけうち解けてはいたが、翌日の朝、部屋に顔を出したときの彼女の対応が美作のそれと重なって見えたものだから、それ以来彼女に対しても気を許せなくなっていた。


　とはいえ、翔一の命令に逆らうような真似はしていないし、お目付役である彼女の迷めい惑わくになるようなこともしていないはずだと和紗は首を傾かしげる。


「君の口数が少なくなって、表情も硬かたくなったって……。俺に言わせれば、彼女も同じなんだけどね」


「同じ？」


「そ。彼女もこの屋敷に来た当時は、まだまだ表情豊かで元気だったから……。俺なんか良く遊んでもらったものさ」


「……あそ……ぶ？」


　言外の意味を深読みしてしまって、思わず軽く眉まゆをひそめたら「違ちがうよ」と苦く笑しようされた。


「俺が小学生ぐらいのときの話だから……。──君はちょっと特とく殊しゆなケースだけど、この屋敷に長くいると、誰もがあんな風に感情を押し込めるようになってしまうようでね」


「それが処世術なんでしょう」


　同じなんかじゃない。


　自分のように脅きよう迫はくされているわけでもなし、本当に嫌いやならば彼らは辞やめればいいだけだ。


　同列に扱あつかわれるのは不愉快だった。


「必要に迫せまられての処世術さ。──この屋敷にいるのは、みんな囚とらわれ人だから」


「どういう意味ですか？」


「言ったとおりさ。ここの使用人は、飛鳥井家に絶対に逆らえない弱みを握にぎられてるってこと。そういう人間しか屋敷内には入れないって言ったほうが正しいかな。みんな、どんな理り不ふ尽じんな命令にでも従わなければならないし、辞めたくても辞められない。この屋敷を出れば身の破は滅めつが待ってるだけだからね。……自由な奴やつなんて、ここには誰ひとりいないのさ」


「そう…なんですか」


「俺は飛鳥井家の人間だから信用しなくてもいいけどね。でも、屋敷の使用人に対する警けい戒かい心しんは少し解いたほうがいいんじゃないかな。孤こ立りつしていては、君の精神が保もたない。──みんな、けっこう君のことを心配してるようだよ。このクッキーだって、食が細くなった君を気き遣づかって焼いていたようだしね」


　食べてごらんと促うながされて、おずおずとトレイの上のクッキーをひとつつまむ。


　アーモンドの香かおりがする薄いクッキーは、ひとくち齧かじると口の中で淡あわく溶とけた。


　最近、和紗の部屋のテーブルの上には焼き菓が子しやチョコレートなどが置かれるようになっていた。


　一度も口にしたことがないのに、それらは毎日のように取り替かえられている。


　あれも、そうなんだろうか？


「……見下されてるって……思ってた」


　男のくせに、男に抱だかれている囲われ者だと……。


「違うと思うけどね。少なくとも谷は違うね。言葉をかけてやってくれと、俺に頼たのんできたぐらいだし……。──ま、どう思っていても、君の状況を見て見ぬ振ふりをしなければならない立場だから、気が咎とがめて自分からは手を差し出せずにいるんだと思うよ」


　恭司は自分もクッキーをつまんで美味おいしそうに食べた。


「……ぜんぜん、気づかなかった」


　なんだか、肩かたがふっと軽くなったような気がした。


「……あの……、教えてくださって、ありがとう……ございます」


　あの日以来、誰に対しても警戒して気を張っていた。


　でも、恭司に教えてもらったお陰かげで、これからは少しはましになるかもしれない。


「俺に対して礼を言うことはないさ。俺も飛鳥井家の人間だし。立場上、君にはこれ以上のことはしてやれないしね。ああ、それと美作だけど、あれは死んだ親おや父じの忠実な犬みたいなものだから、普ふ通つうの反応を期待するだけ無む駄だ。なに考えてるのか、俺にもさっぱりだし……。あれには気を許さないほうが良いよ」


（……それでか）


　穏おだやかな笑顔で、怖こわいことを平気で口にした人。


　主人の役に立つことしか考えていないのなら、主人の玩具おもちやである和紗に対するあの態度も納なつ得とくできる。


「でも、礼を言われるのも悪い気はしないな。ついでに、もう一つ教えてあげようか？」


「お願いします」


　今はどんな情報でも欲しかった和紗は、即そく座ざに飛びついた。


「いや、たいしたことじゃないんだけどさ。──和紗くん、谷に聞いたけど、この部屋が気に入ってるんだって？」


「え、まあ、……そう……ですね」


　言われて、思わず部屋の中を見み渡わたした。


（気に入ってるのとは、ちょっと違ちがうけど……）


　天てん井じようまである大きな飾かざり窓が特とく徴ちようの広い部屋は、東館の最上階にある。


　日当たりも良く眺めも良いから使わずにいるのは勿もつ体たいないぐらいなのだが、家具の類たぐいは一いつ切さいなくがらんとした空き部屋だ。


　使わない部屋でも毎日屋敷を磨みがき上げている使用人達も、この部屋にはあまり立ち寄らず、週に一度床ゆかを掃そう除じする程度。


　だから和紗は、休日に時間があいたときはここに来るのだ。


　ここにいれば、日に何度か部屋を訪おとずれる谷とも顔をあわせずに済むと思って……。


（……でももう、ここに逃にげ込まなくてもいいかな）


　物も人気もないがらんとした広い部屋は、ちょっとした物音でもやたらと響ひびいて不安を煽あおられるから、正直あまり好きじゃないのだ。


「ここ、使用人の間じゃ『出る』って評判なんだけど」


「出る？　なにがですか？」


　和紗は首を傾げた。


「先代の奥様の幽ゆう霊れい」


　恭司は、ちょっと人の悪い笑みを浮うかべた。


「幽霊？　……僕を、からかってるんですか？」


　ここでそんなものと遭そう遇ぐうしたことなんかない。


「残念ながら本当の話。彼女、この部屋で若い愛人と無理心中しちゃったんだよね。家具やなんかは血まみれになったから全部処分したわけ。で、それ以来、出るって噂うわさだよ。ちなみに彼女の死因は対外的には病死ってことになってる。ふたりも病死扱いするのはさすがに無茶だから、若い愛人なんかいまだに行ゆく方え不明ってことになってるし……。あ、これ、オフだから。外で言っちゃ駄だ目めだよ」


　こんな風に色々後ろ暗い秘密を共有させられるから、使用人達も徐じよ々じよに陰いん気きになっちゃうんだよね、と恭司は気楽な口調で呟いた。


「え、でも……。──あ！　やっぱり噓うそです。自分の母親の幽霊が出るなんて言われて、恭司さまがそんな風に呑のん気きに笑ってられるわけないですから」


「自分の母親ならね。俺は愛人の子供だから、ここで死んだ女とは無関係でさ。──で、どう？　見たことある？」


「ないない！　ないです！　見てたら、ここには絶対来ないし」


　和紗が思いっきり首を振ると、恭司は「残念」と、もの凄すごくつまらなそうな顔をした。








　帰ると言う恭司を玄げん関かんまで見送った後で部屋に戻もどると、谷が洗せん濯たく物ものをしまいに来ていた。


　和紗は、失礼しましたと出て行きかけた彼女を呼び止める。


「なにか御ご用ようでも？」


　振り向いた顔は、相変わらずの無表情な能面。


　本当に心配してくれてるのかどうか、半信半疑になってしまう。


「用って言うより、お願いなんですけど……。曰いわく付きの部屋が、三階のあの部屋以外にもあるなら教えておいてくれませんか？」


「あの部屋？」


「僕がいつも勝手に使わせてもらってる部屋のことです。……今いま更さらですけど、幽霊が出るなら出るって……教えて欲しかったと思って」


「幽霊……ですか？」


「あの部屋で亡なくなった先代の奥様の幽霊が出るって、さっき恭司さまが教えてくれたんです」


　和紗が言うと、谷は「ああ」と納得したようにうなずいた。


「担かつがれましたね」


「は？」


「恭司さまにからかわれたんですよ。あの部屋に幽霊が出るなんて、聞いたこともありませんから……。恭司さまは、お小さい頃ころから質たちの悪い悪戯いたずらをなされる方で……」


　本当に困ったものです、と困ってるのか困ってないのか判別不可能な無表情で呟つぶやく。


「……噓…なんですか？」


「噓です」


　谷はきっぱりと答えた。


「この屋や敷しきの中に幽霊が出るなんて話は一度も聞いたことがありませんよ」


「ああ、良かった」


　和紗は本気で胸を撫なで下ろした。


　どちらかというと臆おく病びようなほうだったから、幽霊話が本当だったら夜ひとりで廊ろう下かに出るのさえ怖くなっていたかもしれない。


「噓にしても本当に質が悪いですよ。恭司さま、あの部屋で無理心中があったなんて言うから、本気で怖くなっちゃって……。もちろん、それも噓ですよね」


　駄だ目め押おしの確認のつもりで聞いてみたのだが、谷はピクッと頰ほおを動かした。


「……谷さん？」


「あの部屋で先代の奥様が亡くなったのは事実です。それ以上のことは……」


　言葉を呑のみ込み唇くちびるを引き結ぶことで、自分にはなにも言えないのだと暗に告げているように見える。


「でも大だい丈じよう夫ぶです。人外のものは現れないと私が保証します。……どうでもいいことかもしれませんが、翔一さまも、あの部屋にだけは近寄りませんから」


　どうして、とは聞くまでもないような気がする。


　恭司の言葉が事実なら、翔一の母親が愛人と無理心中した部屋ということになるから……。


「ですから、安心して、自由にお使いください」


　表情も口調にも愛あい想そのかけらもないのに、届いた谷の言葉は和紗の耳に柔やわらかく響いた。


　今まで通り、気を休めるための避ひ難なん場所としてお使いなさいと、優やさしく言われているような気がする。


「ありがとうございます。──でも、たぶん、もうあそこには行かないかも……」


　そもそもあの部屋は、谷や他の使用人達と顔をあわせないよう、逃げ場所として使っていたわけだから、逃げる必要がなくなった今となってはあそこに固こ執しつする必要もない。


　和紗はそんな風に考えて言ったのだが、谷の耳には怖がっているように聞こえたのかもしれない。


「まったく恭司さまときたら……。本当にろくなことをなさらない」


　そう言う谷が、自分のために怒おこってくれているように見えて、和紗は少し嬉うれしかった。








　二年の新学期、始業式が終わり、クラスメイト達とぞろぞろ教室に戻りかけていた和紗は、見知った顔の先せん輩ぱいに呼ばれてひとり立ち止まる。


「なにか？」


「うん、あのさ、毎度のことで悪いんだけど、再さ来らい週しゆうの日曜空いてない？」


　ちょっとだけすまなさが混じった笑顔で頼たのんでくる立たち花ばなは、茶さ道どう部ぶの部長だった。


　和紗は茶道部には所属していなかったが、使える部員が極きよく端たんに少ないせいもあって、茶会を開くときに心得のある和紗に助すけっ人とを頼みにくるのだ。


「再来週ですか……」


「ちょっと厄やつ介かいな茶会なんだ」


　立花が言うには、再来週の日曜は学園の理事会の日で、前々から修しゆう繕ぜんを希望していた茶室の見学がてらの茶会を開いてくれるようにと学園側から依い頼らいを受けているのだそうだ。


「で、若さまに亭てい主しゆ役やくを務めてもらいたいんだけど」


「僕に？　そういう席なら、部長が亭主を務めるのが筋でしょう」


「俺よか若さまのほうが見栄えが良いからさ、寄付も集まるんじゃないかと思って。顧こ問もんも乗り気なんだぜ」


「そんな適当な」


　和紗が呆あきれると、立花は笑って誤ご魔ま化かした。


　ちなみに、『若さま』というのは、去年の文化祭で茶道部の手伝いをして以来の和紗のあだ名だ。


　紋もん付つきの着物に袴はかま姿で茶を点たてていた姿と、老舗しにせの和わ菓が子し屋やの跡あと継つぎという立場が混ざり合ってしまった結果で、和紗の人気の高さの証明だと友達なんかは茶化すのだが、あだ名とはいえ上級生からまで『さま』付きで呼ばれるのは正直あまり嬉しくない。


「で、どう？　引き受けてもらえるか？」


「う～ん。ちょっと難しいかもしれません。でも……」


　あの屋敷に暮らすようになってから、一度も休日に外出したことはなかった。


　翔一が、高校に通う以外の外出を許さないからだ。


　ちょっとした買い物に出かけたいのだと言っても、使用人に頼めと言われてお終しまい。


　仕事で翔一が屋敷にいないときでさえそうなのだから、これも嫌いやがらせの一いつ環かんなんだろうと最近はもう諦あきらめていた。


（でも、学校の行事なら許可するかもしれない）


　どんな用であれ、あの屋敷の外にいられる時間が増えるのは嬉しい。


　翔一にお伺うかがいを立ててみよう。


　和紗は返事を少しの間、保留にしてもらうことにした。








「若さま、茶会のお誘さそい？」


　教室に戻るとすぐ、一年のときから同じクラスの友達、村むら上かみに声をかけられた。


「そう。なんで知ってるの？」


「チケット買ったから」


　村上が言うには、春休み中から休日に練習をする運動部を中心に、休きゆう憩けい時間に甘いお菓か子しで一服しないかと、チケットが出回っていたらしい。


　ちゃんとした茶会のチケットと、礼れい儀ぎ作法は関係なく、ただ喫きつ茶さ店てんのようにお茶とお菓子を食べられるチケットの二種類が出回っているそうで、どうやら喫茶店代わりに茶室の施し設せつを使わせて、それなりに利益を得ようという企たくらみのようだった。


（本当に適当だなあ。せめて立礼にすればいいのに……）


　部外者だから口だしするつもりはないが、きちんとした作法をしっかり仕込まれている和紗としては、少しばかり抵てい抗こうがあったりする。


「俺の彼女も茶会のほうのチケット買ったから、よろしくな」


「あれ？　春休み前に別れたんじゃなかったっけ？」


「直後に新しいのにコクられたんだ。ふたりで泊とまりがけで遊園地にも行ったし、この春休みは充じゆう実じつしてたぜ」


　ひひっと笑う村上に、和紗は眉まゆをひそめた。


「……泊まり？」


「お、『若さま生き真面まじ目めチェック』が入ったか」


「違ちがうよ。……ホテルに泊まるお金がよくあるなと思って」


「なんのためにバイトしてると思ってんだよ。ま、泊まったのはラブホだけどさ。──で、彼女の友達でおまえを紹しよう介かいして欲しいって子がいるんだけど、どーする？」


　迷うまでもなく返事は決まっていた。


「……ごめん。暇ひまないし、失礼のないように断ってくれる？」


「おーらい。ま、向こうも若さまがホイホイと誘いに乗ってくるとは思ってねぇだろうから、ごねたりはしないだろ」


　アイドルグループのメンバーに似ていると評判の村上は当然の如ごとく良くもてて、一年の頃から彼女を欠かしたことがなかった。


　和紗も村上経由で女の子から打だ診しんされたことが幾いく度どもあったが、一度もＯＫしたことはない。


　実家にいた頃ころは通学に時間がかかるうえに家の店番を手伝ったりもしていて、とてもじゃないがその手のことに時間を割さく余よ裕ゆうがなかったし、そもそも最初から誰だれかとつき合おうという気にはなれずにいた。


　村上などは、つき合ってくれと言ってきた女の子とろくに考えもせず第一印象だけでＯＫしては、数日のうちにエッチまで済ましているようだが、和紗にはそんな気軽な真似は到とう底てい無理だった。


　向こうが好きだと言ってきても、こっちは相手のことをなにも知らない。


　本当に好きになれるかどうかもわからない相手に口約束だけして、さっさとエッチまで済ませてしまうのは不誠実だと思ってしまうから……。


（……どうせ、生真面目チェックだよ）


　そんな風に考えていることを、ついうっかり口にしてからは、村上から良く茶化される。


　自分でも古いのかなと思うけど、考え方を変える気にはなれない。


　誰かとつき合うのならば、やっぱり手順を踏ふんで、ちゃんと恋れん愛あいしたい。


（……もう、無理かもしれないけど）


　うまく行けば、高校卒業と同時に翔一からは解放される。


　だからといって、その後に自分が誰かときちんと恋愛できるようになるとは思えなかった。


　誰かを好きになることはできても、その先に進むことはできないような気がするのだ。


　正直なところ、誰かと身体からだを触ふれ合わせることに抵抗を覚える。


　たぶん、強要されているというのに翔一に反応してしまう自分の身体に嫌けん悪お感を抱いだいているせいだろう。


　いつか、翔一とのことを忘れられる日が来れば……。


　そう思ってはいるが、極端に性的に未熟だった和紗にとって、翔一との体験は色んな意味であまりにもきつすぎて、きっと忘れることなどできないだろう。


　それは、一種の確信だった。











　和紗の寝ね間ま着きは、翔一の命令で比ひ較かく的てき早い時期に絹の肌はだ襦じゆ袢ばんへと変えられていた。


　絹の肌襦袢はやはり肌はだ触ざわりが良く着き心ごこ地ち的には申し分ないのだが、色いろ鮮あざやかな女物で、しかもやたらと煽せん情じよう的な柄がらばかりなのが困りものだった。


　それを着ている自分の姿を、和紗はいまだに直視できずにいる。


　だが、それを着て、翔一が訪れるのを部屋でひとり待つのには慣れた。


　それでも、訪れた翔一が「来い」と言うその瞬しゆん間かんには、いつまで経たっても慣れない。


　どうしたって身体は強こわばるし、緊きん張ちようして肌襦袢の襟えりを握にぎる指も震ふるえる。


「──あの、その前にお願いがあるんですが……」


　その夜、和紗は茶道部のお茶会の件を手短に翔一に話して、休日に出歩く許可を求めた。


　きっと駄だ目めだと言われるんだろうと覚かく悟ごしていたのに、翔一は少し考えた後で行っても良いと言ってくれた。








　舐なめろと言われて、服を着たままの翔一の脇わきに座り、ベルトに指をかけた。


　出したモノに舌を這はわせる頃には、指先の震えは収まっている。


　後は要求されるまま、教え込まれたとおりにやるだけ。


　手で擦こすり上げながら、形をなぞるように丹たん念ねんに舐め上げる。


　全部をくわえるのは無理だから、先せん端たんの部分の引っかかりを唇くちびるで刺し激げきしながら上下させ吸い上げて……。


　静かな部屋の中に響ひびくのは、舐め上げる濡ぬれた音と微かすかにベッドがきしむ音だけ。


　こんなとき、鼻にかかったような甘い声を唇から漏もらしたら、相手はきっとそそられるんだろう。


　そう思うが、要求されない限りやるつもりはない。


　早く終わることを願いながら、ただひたすらに唇と舌を使い続けるだけだ。


「……っ……」


　サラサラした髪かみが顔にかかっているのが気に入らなかったのだろう。


　乱暴に、髪をぐいとかき上げられた。


　隠かくすものがなくなった顔に、いつものように翔一の視線を感じる。


　この顔が気に入ったというのは、どうやら本当らしかった。


　翔一は、いつも奉ほう仕しする和紗の顔を執しつ拗ように眺ながめたがる。


　視線を意識しないようにして、ひたすら奉仕していると、肌襦袢の上から翔一の手が身体をまさぐりはじめた。


「……んぅ」


　身体のラインを肌襦袢の上からただなぞるように、ソフトに触れてくる手。


　ただそれだけの刺激でも、和紗の身体は微かな疼うずきを感じて震える。


　そんな曖あい昧まいな愛あい撫ぶじゃ物足りない。


　直じかに肌はだに触れて、もっと強く激しくまさぐって欲しいという欲求が、身体の芯しんから湧わき起こってくるのをどうしても感じてしまう。


（ああ……また……。嫌いやなのに……）


　望んでもいない行こう為いを強要されることより、この瞬間のほうが和紗には辛つらかった。


　望んで抱かれているわけじゃない。


　それなのに、この身体は与あたえられる刺激を悦よろこんでしまう。


　そうやって乱れるたびに、おまえは好きものだと、淫いん乱らんな身体だと翔一に指し摘てきされては、惨みじめさに唇を震わせる。


　違うと否定したかったが、実際に感じてしまう身体を目の前に晒さらしていては、なにを言っても意味がない。


　そもそも、本当に違うのかどうか、自分でももう判断がつかなくなっていた。


（普ふ通つうは、こんなになったりしないのかな）


　髪をかき上げていた指が耳からうなじをくすぐり、背中を撫なでていた手の平が尻しりをゆうるりとまさぐる。


「……ふぁっ……やぁ……っ」


　尻を撫でている手のその指先に、後ろの場所を確かめるようにくいっとつつき、なぞるようにまさぐられると、和紗はたまらず翔一のものから唇を離して、喘あえいだ。


　そこでの快楽を覚えてしまったせいでこぼれる嬌きよう声せいに、和紗はまた自分がわからなくなる。


（やっぱり、僕が、変なのかな）


　他の人が同じ目に遭あっても、こんな風になってしまうものなんだろうか？


　はじめて翔一に追いつめられたとき、男である自分が男に抱かれるなんて、肉体的にも精神的にも無理だと思った。


　それなのに、今では男の愛撫を素す直なおに受け入れて感じている自分がいる。


　でも、もしかしたら、普通はこんな風に喘いだりなんかせず、ただ嫌悪感に身を震わせるだけなんじゃないだろうか？


　自分は、翔一が何度も指摘するように、元から男に抱かれて悦ぶような、そんな淫乱な身体をしていたんじゃないのか……？


　今の和紗は、そんな風に自分自身を疑ってしまっていた。


　いっそ要求されているから仕方ないんだとは思わず、身体が望むまま、もっと奔ほん放ぽうに振ふる舞まって単純に楽しめば気が楽なんじゃないかと思うこともある。


　でも、どうしてもできなかった。


　プライドなんて、とっくの昔に翔一に踏みにじられてボロボロになっているというのに……。


「口がお留守になってるぞ。自分ばかり楽しむんじゃない」


　この淫乱、と蔑さげすむ言葉を投げかけられ、和紗は慌あわててもう一度唇を開いて舐めようとした。


「……ぅ。……っぁ……だめぇ……」


　が、肌襦袢の中に滑すべり込んだ指が、直接後ろに触れ、ぬるりと侵しん入にゆうしてきて身体の力が抜ぬけてしまう。


「ちょっとつついてやっただけでトロトロじゃないか。さすがだな」


　翔一の指の動きが目覚めさせる甘やかな感覚に、身体のすべての神経が集中してしまう。


「あ、あ……抜いて……ださ……い…」


　このままじゃとてもじゃないが、奉仕することなんてできない。


「本当に良いのか？　自分で腰こしを揺ゆらすぐらい気持ち良いんだろう？」


　からかうように身体の中で翔一の指が動く。


「やぁあ……ふぁっ……」


　感じる場所を指の腹でゆうるりと擦られて、和紗は翔一の足にしがみついてビクッと身体からだを震わせた。


「本当に抜いてもいいのか？　ずいぶん悦うれしそうじゃないか。──ん？　どうする？」


　指先の動きだけで身み悶もだえる和紗を楽しげに見下ろしながら、翔一が聞いてくる。


（……どう…しよう……）


　背筋を絶え間なく駆かけ抜けていく甘い痺しびれに思考を邪じや魔まされながらも、和紗は悩なやんだ。


　以前にも同じような質問をされたことがあり、そのときは奉仕できないから手の動きを止めてくれと頼たのんだ。


　翔一は和紗の望み通りにしてくれたが、口で達いかせた後にあっさり部屋から出て行ってしまった。


　いきなり放置されて、和紗は呆ぼう然ぜんとした。


　そして、その後、高ぶったままの状態で置き去りにされた身体がどうしても収まらず、そんな自分の身体に嫌悪感を抱きながらも、和紗は自分で自分を慰なぐさめる羽目になった。


　あれはひどく惨めな体験だったし、その後しばらくの間は、翔一の機き嫌げんが悪くなってそれまでより確実に扱あつかいが乱暴にもなったような気がする。


　たぶん、あれは翔一の望む答えではなかったのだろう。


　だから、翔一がなにを言わせたいのか、和紗にはなんとなくわかっていた。


「ゆびじゃなく……。い、……れて……ください」


（こんなこと、言いたくないのに……）


　羞しゆう恥ち心しんと屈くつ辱じよく感に苛さいなまれながら、うつむいたままで懇こん願がんすると、顎あごをつかまれて顔を上げさせられた。


「なにを入れろと？」


　翔一が楽しげに聞く。


　自分のこんな態度が翔一を楽しませているのだと思い知らされるのが辛くて、目をそらしてしまいたかった。


　でも、それをすると翔一の機嫌が悪くなるのもわかっていた。


　複雑な心境のせいで、目線が勝手に泳いでしまう。


「あ、翔一さまの……を……ください」


「だったら、もう一度舐めろ。おまえがひとりで楽しんでいたせいで少し萎なえた」


　顎を放され、命令されるまま前に跪ひざまずき、ちっとも萎えていないモノをもう一度くわえる。


　やがて口での奉仕に満足したのか、翔一は和紗の肩かたをつかんでベッドに押し倒たおした。


　心の準備をする間もなく、膝ひざ裏うらをすくわれ抱かかえ上げられて強ごう引いんに侵入される。


「あ…あ……あ……。──ぅんっ！」


　一気に奥まで貫つらぬかれ、その衝しよう撃げきに和紗は息を詰つまらせた。


　身体の中心を穿うがつ、熱くて硬かたいモノがどんな喜びを自分に与えてくれるか嫌と言うほどわかってはいるが、その質量に身体が馴な染じむまでには、どうしても快楽より異物感が勝まさって苦しい。


「相変わらず、きついな」


　だが翔一は、そんなことはお構いなしで、和紗の身体の上で激しく動いた。


　いつも翔一は、必要以上には服を脱ぬがない。


　だから身体が密着した状態で動かれると、服が肌にこすれて少し痛い。


（……僕は、玩具おもちやだから）


　だから、キスだってほとんどしないし、直接肌を合わせる気にもなれないのだろう。


　それを思うと、ひどく惨めな気分になる。


　せめて人間扱いされれば、もう少し気持ちは楽になるかもしれないのに……。


「あ……ああ、……いい………」


　乱暴に何度も揺すり上げられているうちに、徐じよ々じよに身体は馴染んでいく。


　こうなるともう、男の動きに翻ほん弄ろうされ、甘くとろけてしまいそうな快楽だけが和紗のすべてを支配してしまって、よけいなことを考える余よ裕ゆうもなくなってくる。


「教えてもいないのに、こっちの動きにあわせてうまい具合に締しめつけてくるとは……。おまえは生来の売ばい女ただな。──まったく、淫乱で素す晴ばらしい身体だ」


　熱い息と共に耳元に吹ふき込まれる辱はずかしめの言葉にも、羞恥心より劣れつ情じようを感じてしまうほど……。


「ああっ…んっ……。翔一さまぁ、もっと……もっとくだ……さい。……は……あぁん……」


　身体が溶とけてしまいそうに甘く激しい快楽に乱れれば乱れるほど、正気に戻もどったときひどく惨みじめな気持ちになる。


　それがわかっていても、和紗は翔一が望む言葉で喘いで、その肩や腕うでにしがみついた。


　身体を貫く熱にのめり込んでいる間は、この惨めさを忘れられる。


　だから、今だけは仕方ない。


　そんな風に、自分に言い訳しながら……。











　茶会当日、手伝いで亭てい主しゆを務めることになっていた和紗は、学園に着いてから、着物に袴はかまという茶会での正装に着き替がえた。


　寄付を当て込んでいる茶道部の部長と顧こ問もんに、くれぐれも粗そ相そうのないようによろしく頼むと何度も頼まれて困こん惑わくする。


（そんなに言われたら、逆に緊きん張ちようするのに……）


　部員でもないのに、重大責任を負わされるのは辛つらい。


　できるなら、気楽にやれと言って欲しいところだ。


　和紗が亭主を務めるお茶会は、理事会が終わった後、たぶん二時すぎになるだろうと言われていたから、それまでは裏方を手伝ったり、待合いなどで茶会の作法を知らない生徒に簡単なレクチャーをして過ごした。


　二時が近づくと一いつ般ぱんの生徒にはお帰り願って、本番のための準備をはじめる。


　理事会が開かれる会議室から茶室までの案内を仰おおせつかっていた女子生徒に先導されて、理事達が待合いに姿を見せると周囲に微び妙みような緊きん張ちよう感が漂ただよってきた。


「い、いよいよだな。若さま、落ち着いて頼むぞ」


　背中を叩たたく部長の手が震ふるえていた。


（だから、逆効果なんだって。もう……）


　とりあえずはうなずいたものの、部長の緊張が伝染したようで落ち着かない。


　客を迎むかえに行く前に正式な人数と客の雰ふん囲い気きを聞きたくて、水屋のほうに案内役の女子生徒を捜さがしに行った。


　が、なにやらその場が騒さわがしい。


「なにか困ったことでもあった？」


　和紗が声をかけると、中にいた着物姿の女子生徒達がいっせいに振り向いた。


「客の中にすごい男前がいるんだって！」


「あ……、そうなの？」


　てっきりトラブルだと思っていた和紗は、見事に肩すかしをくって一いつ瞬しゆんぽかんとした。


「そうなんです。うちの理事なんて、じーさんばっかりだと思ってたのに、ひとりだけ若くて素敵な人がいるんですよ」


「あたしも見たけど、あれはいいよ。亭主を代わって欲しいぐらい」


「あたしも！　お近づきになるチャンスが欲しいです！」


　きゃいきゃいと大おお騒さわぎする女子生徒達に圧あつ倒とうされ、和紗は引いた。


「それなら、代わってあげてもいいけど……」


　そもそも和紗は茶道部の部員じゃないし、重要な茶会の責任を担になうのもしんどい。


　部内でやりたい者がいるのなら、その人にやってもらうのが筋だろう。


　そんな気持ちからさらりと言った言葉に、女子生徒達は顔を輝かがやかせ、誰だれが亭主を務めるかと騒そう々ぞうしく相談しはじめた。


　だが、なかなか決着がつかない。


　そうこうしているうちに、なかなか和紗が戻らないことに気をもんだ部長がやってきて、女子生徒達の相談はまとまらないまま強制終しゆう了りようさせられてしまった。








（……駄だ目めだったか）


　大役から逃のがれられるかもと一瞬期待しただけに、気落ちしてしまって肩が落ちる。


　そうしていると、ただでさえ薄うすっぺらな身体がよけいに貧弱に見えるのがわかっているから、客を迎えに行く前に意識して姿勢を正した。


　やると決めた以上、最善を尽つくすのみ。


　深呼吸して気持ちを落ち着けて、腰こし掛かけ待合で気楽に談笑しつつ待っていた理事達を迎えに行った和紗は、そこに思わぬ人を見つけて一いつ瞬しゆん凍こおり付く。


（──翔一さま!?）


　翔一は、初老の理事達と和なごやかに談だん笑しようしていた。


　若い理事は他ほかにいないから、女子生徒達を騒がせたのも、きっと翔一なんだろう。


（……ああ、でも……女の子達が騒ぐのも、無理ないか）


　一分の隙すきもないスーツ姿に、理知的で男らしい横顔。


　屋や敷しきの中では決して見られない、あの魅み力りよく的な微ほほ笑えみ。


（僕も、最初はみとれちゃったからな）


　はじめて翔一を間近に見たときは、和紗も思わずその場に立ちすくんで言葉もなくみとれてしまっていた。


　最近では寝しん室しつでの意地悪な翔一にすっかり慣れてしまっていて忘れかけていたけど、あのときは男として理想的なその姿に、憧あこがれに似た感情さえ覚えたぐらいなのに……。


（騙だまされちゃってたんだなぁ）


　あれは、仕事上必要な外面。


　屋敷の中、自分勝手に和紗を辱め、酷こく薄はくそうな笑みを浮うかべるあの顔こそが翔一の本当の姿。


（……茶会に来るなんて、一言も言ってなかったのに）


　そもそも、翔一が学園の理事であることさえ知らなかった。


　話をしたときあっさり許可してくれたことに驚おどろいたけど、あの時点で翔一は自分が出席する茶会だとわかっていたんだろう。


　だから許可してくれたのだろうが、それならそうと教えてくれても良さそうなものなのに……。


（僕と、よけいな話はしたくないのかな）


　屋敷の中でなにが起きようと、決して外の世界にその事実が漏もれることはない。


　そんな美作の言葉を信用していたから、学校での和紗は意識して気持ちを切り替かえて、なんとかそれまでどおりの生活をすることができていた。


　でも今、人間扱あつかいしてもらえないあの惨めさが、止めどなく胸に湧わき上がってくる。


　もう一度気持ちを落ち着かせることなんて、もうできそうもなかった。








　それでも、なんとか大きな失敗をすることなく茶会は終了した。


　気持ちが揺ゆらいだ状態でも自然に身体からだが動くほど、厳しく作法を仕込んでくれたお茶の師し匠しように心密ひそかに感謝してしまう。


　和紗は次の茶会に向けての準備からこっそり抜ぬけ出して、外来者用の駐ちゆう車しや場じように向かった。


　翔一が仕事で使っているベンツを見つけて、中を覗のぞき込むと、翔一専属の運転手が気づいて窓を開ける。


「和紗さんもいらしてたんですか」


「いえ、僕はここの生徒で、接待側だったんですけど……」


　翔一さまは？　と聞く前に、運転手の視線の動きでその居場所を知って、慌あわてて振ふり返った。


「どうした？　なにかあったのか」


　ネクタイを緩ゆるめながら、ガードを伴ともなった翔一が歩み寄ってくる。


「え、あの……」


　どうした？　と聞かれて、ふと気づく。


（……なんで僕、こんなところまで来たんだろう）


　翔一から、来いと命令されたわけじゃない。


　ただ、側そばに行かなければいけないような衝しよう動どうに駆かられて、深く考えずに動いてしまっただけ。


　なぜと聞かれても、答えようがない。


「まあ、いい」


　和紗が返事を見つけられずに口ごもっていると、翔一は面めん倒どうくさそうに話題を切り捨てた。


（……不ふ機き嫌げんそう）


　茶会の間は始終穏おだやかな雰囲気を湛たたえていたのに、あれは外面の良さゆえか。


「もう帰るなら、ついでに乗せていくが？」


「いえ。まだ仕事が残ってますから……。──翔一さまが、うちの学園の理事だなんて知りませんでした」


「祖父の代からやっている。いつもは代理を寄こしていたんだが……」


　そこまで言うと翔一は口を噤つぐみ、不ふ愉ゆ快かいそうに和紗を眺ながめる。


　上から下まで不機嫌そうにジロジロと眺められ、非常に居い心ごこ地ちが悪かった。


「……あの……なにか？」


「似合わない」


「は？」


「その和服だ。気に入らない」


（そんなこと言われても……）


　紺こんの色無地の和服に袴はかまは、和紗の一いつ張ちよう羅らで茶会での正装としては申し分のないもの。


　去年の文化祭のときなどは、真面まじ目めそうな雰囲気の和紗にはそういうのが良く似合うと、会う人みんなに言われたりもしたのだが、翔一の趣しゆ味みには合わないらしい。


「色気もないしな」


　おまえにはもっと……、と翔一は言いかけたが、途と中ちゆうで面倒くさそうに口を閉とざした。


（言ってくれても…いいのに……）


　夜に着せられている肌はだ襦じゆ袢ばんのような柄がらの着物を着ろ、などとすっとんきょうなことを言われたら困るけど、言葉の続きを聞いてみたいような気がする。


　だが、翔一には話す気はまったくないようだ。


「早めに切り上げて、なるべく早く屋敷に戻もどれ」


　いいな、と念を押すと車に乗り込み帰って行った。


（……いやだな）


　わざわざ念を押すぐらいだから、帰ったら即そくお相手させられるのかもしれない。


　翔一の乗った車を見送りながら、ため息がこぼれた。








　嫌いやだと思っても、命令されれば従うほかない。


　とはいえ、やっぱり少しでも帰宅時間を後に延のばしたい。


（引き受けたことは、ちゃんと最後までやらないと……）


　などと自分自身に言い訳しながら、運動部相手の喫きつ茶さ店てんまがいの茶会の手伝いを最後までやってから屋敷に帰った。


　インターフォンでお願いして、内側から西門のロックを外してもらって屋敷の敷しき地ち内ないに入る。


　西門から屋敷まではゆっくり歩いて五分程度、着物一式が入った風ふ呂ろ敷しき包づつみを持ってのろのろと歩いていると、屋敷の出入り口が開いて谷が顔を出した。


　谷は、和紗の姿を認めると、右手でおいでおいでと合図する。


（翔一さまに、なにか言われてるのかな）


　帰ったらすぐに部屋に寄こせとか、着き替がえさせろとか、命令されているのかもしれない。


　そう考えると、勝手に足が重くなってスピードが落ちる。


　永遠につかなきゃ良いのにと思ったが、そうはいかなかった。


「和紗さん、おかえりなさいませ」


　相変わらずの無表情で谷が言う。


　だが、その声はいつもより、ちょっとだけ弾はずんでいるような気がした。


（うかれてる？）


　よくよく考えると、あの谷が、おいでおいでと手招きすること自体、かなりの異常事態。


　なにか良いことでもあったんだろうか？


「ただいま。……どうかしたんですか？」


「なにを呑のん気きなことを。さっきからお待ちかねなんですよ」


「……ああ、そう」


　気のせいだったのかと肩かたを落とした和紗の手から風呂敷包みを奪うばい取ると、「応接室でお待ちです」と谷が先に立って歩き出した。


　どうして応接室なんだろうと疑問だったが、質問する気力もなく後を追う。


「失礼します。──お連れいたしました」


　谷に促うながされて応接室に入ると、予想に反して見知らぬ和服姿の老人と若い女性がいて、美作と歓かん談だんしているところだった。


「おお、そちらの坊ぼつちゃんですか。なるほどなるほど」


　まるで布袋ほていさまのようにふくよかで、禿はげ上がった頭の老人が和紗を見て微ほほ笑えむ。


「大変お待たせしてしまって申しわけありませんが、よろしくお願いいたします」


　美作の言葉にうなずいた女性が立ち上がり、和紗に歩み寄ってくる。


　その手には、なぜかメジャーが握にぎられていた。


「あの……一体、なんなんですか？」


　谷に背中を押されて、部屋の中央に押し出されながら、和紗は美作を見た。


「こちらは代々飛鳥井家に出入りされている呉ご服ふく屋やさんです。あなたの和服を作っていただくためにおいで願ったんですよ」


「僕の？　そんなことしていただかなくてもいいです。作っていただいても着る機会なんてそんなにないし……」


「翔一さまのご命令ですから」


　聞く耳もたぬと言わんばかりに言い切ると、美作は谷に後を任せて応接室から出て行く。


　どっこいしょと重そうな身体をソファーから持ちあげた老人も、女性に身体の寸法を測られている和紗に歩み寄ってきて、ちょっと失礼と腕うでや背中に触ふれてくる。


「ずいぶん華きや奢しやですなあ。普ふ段だんはどんなものをお召めしで？」


「こちらを……」


　老人の質問に答えたのは谷で、持っていた風呂敷包みを開いて中を見せた。


（うぅ、恥はずかしい）


　一張羅とはいえ、所しよ詮せんは仕立て上がりの既き製せい品ひん。


　間近で見た老人の和服は実に上等なものだったし、飛鳥井家に出入りしているほどの呉服屋の目には安っぽく映ってしまうだろう。


「ほうほう、なるほど」


　風呂敷の中の和服を見た老人は、その後、寸法を測り終わった女性からサイズをメモした紙を渡わたされて納なつ得とくしたようにうなずいた。


「これじゃあ既製品が似合わなくて当たり前。──大だい丈じよう夫ぶ。わたしどもが身体からだに合う和服を作ってさしあげますよ」


「今までので合ってると思ってたんですけど」


「全然駄だ目めですな。身み幅はばから少なくしていかないと。その首の細さでは、襟えり幅はばも少し詰つめないと。きちんと身体に合わせて仕立てた和服は着心地がまた格別ですよ」


　任せときなさいと、老人が笑う。


「反たん物ものをごらんになってくださいませ」


　採寸を終えた女性が、ソファーの上に風呂敷に包まれていた反物を並べると、それまで控ひかえていた谷がズイッと前に出てきた。


「落ち着いた品ばかりですね」


「お伺うかがいするまで翔一さまの御ご用ようだと思っておりましたので……。お若い方だと知っていれば、もっと違ちがう品もお持ちできたのですが。──ああ、でも、こちらなどいかがです？」


　一点ものの絞しぼりで、と説明する女性の話に、谷はしっかり食いついている。


（機き嫌げんが良かったのはこのせいか……）


　谷もやっぱり女の人なんだなと、妙みように納得してしまった。


　妹の貴菜と一いつ緒しよに買い物に行ってもそうだった。


　和紗の服だというのに、やたらと浮うき浮きして、本人より真しん剣けんに選んでくれる。


　女の人は、きっとみんな買い物好きなんだろう。


　和紗も近寄り、次々並べられていく反物を見てギョッとした。


（これって……）


　子供の頃ころから和服に親しんでいるから、見ればそのランクはある程度わかる。


　手を伸ばして反物の肌はだ触ざわりを確かめたら、勝手に感かん嘆たんのため息がこぼれた。


「一反いくらぐらいなんですか？」


　百万はかるく超こえてるかもと不安を覚えながら、後ろに立つ老人に聞いてみる。


「まあまあ。とにかく質の良いものをと仰おおせつかってますのでねえ」


　はぐらかすばかりでハッキリ答えない。


「今日お持ちしたお品は、少々坊ぼつちゃんには合わない。もっと違う品を揃そろえて後日お持ちしましょう」


「あ、いえ。わざわざ二度も足を運んでいただかなくても……。あの中から決めますから」


　和紗は本気で首を振ふった。


　わざわざ業者に足を運んでもらって和服をあつらえるだなんて、あまりに自分の常識とは異なりすぎていて畏おそれ多い。


「いえいえ。美作さんからは、とりあえず今回は礼装用と、春夏ものの普ふ段だん遣つかいのものを、日常的に着られる着数だけあつらえるようにと頼たのまれてますのでね。あの中から選ぶのは無理がありますでしょう」


「優やさしいお顔立ちをしてらっしゃるし、淡あわい色のほうが映はえるでしょうから、次はそういったものをご用意させていただきますね」


　谷と話し込んでいた女性が顔を上げて言った。


「坊ちゃんなら、少し派手めな柄がらでも下品にならんでしょうな。それに濃こい色の紗で羽織を作って合わせても粋いきでしょう。帯も少し変わったものを探してみましょうか」


　久しぶりに楽しい仕事をいただきました、と老人がにこにこ笑う。


　救いを求めて谷を見たら、無表情ではあるものの、いつもはまったく血の気のない顔がうっすら上気していた。


（……駄目か）


　和紗は無む駄だな抵てい抗こうだと悟さとって諦あきらめた。











　十日ほど経たち、学校から戻もどると、とりあえずと二着の和服が和紗の部屋に届けられていた。


「とりあえずってことは、あと何着ぐらい作ったんですか？」


　反物の値段が気になって自分では選べないからと、和紗はその後のことをなにやら燃えていた谷にすべて任せてしまっていた。


「私が選ばせていただいたのが残り六着と、それ以外にも呉服屋の大おお旦だん那なさまが反物から作らせているのが何着かあるそうですよ。あ、盛夏に向けての着物はまた次の機会に選ぶことになってますから……」


　届いた着物を前に、谷は微び妙みように浮き浮きしているようだ。


「反物からって……」


　そういう特注品の場合は、いったいどれぐらい値段が跳はね上がるんだろう。


　考えただけで心臓に悪い。


「では、着替えましょうか」


「今から？」


「はい。──和紗さんは、どちらがよろしいですか？」


「どっちでも良いけど……。でもこれ、本当に普段から着なきゃいけないんですか？」


「美作さんからそのように言われているので。和紗さんが嫌いやがったら、これも勤めのうちだと心得てくださいと伝えるようにとも……」


　谷の声色に辛つらそうな雰ふん囲い気きを感じた。


「わかりました」


　和紗は慌あわてて応こたえた。


　自分と同じで、谷も拒きよ絶ぜつする自由を持ち合わせていない。


　そんな人相手にごねたところで意味がないし、困らせるだけだ。


「じゃあ、谷さんの好きなほうを……」


　内心では渋しぶ々しぶだったが、着てみると、身体に合わせて仕立ててもらった和服の着こ心ごこ地ちの良さに正直驚おどろいた。


　以前にも何度か仕立ててもらったことがあるが、職人の腕の差なのか、それとは雲うん泥でいの差だ。


　青磁の着物に、房ふさのついた銀ぎん鼠ねずの帯と、ちょっとばかり遊びがすぎる組み合わせだが、鏡に映った自分の姿にはさほど違い和わ感はない。


　襟幅を少し詰めてもらっているせいか、いつもはひょろっとみっともないぐらいに細く見える首もそんなに目立たないような気がする。


　色合いからして、もうちょっと女々しい感じになるんじゃないかと思っていたから、とりあえずほっとした。








　夕食時、呼ばれていつものように食堂へ降りて行ったら、ドアのところで翔一と鉢はち合あわせしてしまった。


　翔一を先に行かせるために立ち止まったのだが、翔一もその場に立ち止まってしまう。


　軽く首を傾かしげ、じっと和紗を眺ながめる。


（ああ、もう……）


　翔一としては、自分が与あたえた新しい服を着ている玩具おもちやを眺めているだけなのだろうが、ジロジロと眺められる側としてはやっぱり居心地が悪い。


「……この和服、いかがですか？」


　思い切って聞いてみる。


「悪くない」


　翔一は手を伸のばし、和紗の髪かみを指ですくいながら答えた。


　そのまま食堂に行ってしまったから、もうお披ひ露ろ目めは済んだものと和紗はほっとしたのだが、これが甘かった。


（……なんで、こうなるんだろう）


　着物姿がよっぽどお気に召めしたらしく、食事の間中も普ふ段だんよりずっと強い視線を感じた。


　あからさまな視線を感じながら平常心でいられるほど、和紗は図太くない。


　とはいえ、見ないでくださいと言える立場でもないし、黙だまって食事を続けることしかできないのだが……。


（そんなに見られるのって……）


　翔一が気に入って眺めているのは、この顔とこの姿。


　あくまでも外見であって、和紗自身を見つめているわけじゃない。


　自分が買ったお気に入りの玩具を眺めているだけ。


　買われた玩具は、ただ黙って大人しく座っていればいいのだろうが……。


（……こまる）


　どうしたって意識せずにはいられない。


　ベッドの中で見られるのには、もう慣れた。


　翻ほん弄ろうされて、和紗が乱れていく過程を見るのがきっと楽しいんだろうと思う。


　でも、ただ眺められているだけなのは困るのだ。


　どんな顔をしていいか、わからないから……。


（せめて、少しでも話しかけてくれたらいいのに……）


　あまり人と会話するのが好きな人には見えないから、望まれてもいないのに和紗から話しかけることはできない。


　視線を感じるたび、居心地の悪さと恥はずかしさ、そして疼うずくような奇き妙みような焦じれったさが沸わき上がってきて、どうしても心臓の鼓こ動どうを速くしてしまう。


　速い鼓動は、身体からだを芯しんから熱くする。


　頰ほおや耳が、内側からふうわりと朱しゆに染まっていくようだ。


（そんなに気に入ったのなら、いっそのこと写真でも撮とればいいのに……）


　そうすれば、一番気に入った瞬しゆん間かんをずっと眺めていられる。


　写真だったら、視線に反応して赤くなったりしないし、戸と惑まどって表情を強こわばらせもしない。


　沈ちん黙もくを息苦しがって、話しかけて欲しいと思ったりもしないのに……。


（僕、どうしちゃったんだろう）


　速い鼓動を刻む心臓が、熱くて痛い。


　喉のどの奥に、なにか熱いものが詰つまっているみたいで、ひどく苦しかった。




　　　　４







「へえ、ホントに和服を着てるんだね」


　夏用の麻あさの和服を着た和紗を見た恭司が、開口一番そう言った。


　部屋のドアをノックする音に、てっきり谷だろうと思って「どうぞ」と机に向かったまま気楽に応えた和紗は、その声に驚いて振り返る。


「恭司さま」


　慌てて眼鏡めがねを外して立ち上がり、出で迎むかえると、


「久しぶり。一いつ緒しよにお茶しよう」


　恭司は春にあったときと同じようにトレイを掲かかげて、気さくに笑う。


「いいですね」


「夏休みの課題でもやってたの？　真面まじ目めだね」


「他ほかにすることもないし……」


　和紗は軽く苦く笑しようした。


　夏休みは学生にとって楽しみなイベントなのだが、和紗は逆だった。


　実家に帰ることは許されず、学校がない分だけ屋や敷しきの中にずっと閉じ籠こもっていなければならないから……。


「恭司さまは、今日はおやすみですか？」


　恭司は夏らしく襟えりぐりの大きく開いたラフな私服を着ている。


　二枚目俳優風の派手な美形だけに、なにを着てもさまになる。


「そりゃ、日曜日だからね」


　水出しの冷茶と水ようかんをテーブルに並べる。


「翔一さまは、お仕事みたいでしたけど……」


　学校のある平日は、和紗のほうが朝が早いこともあって一緒に朝食は摂とらないのだが、休日は和紗のほうが翔一の時間に合わせて朝食を摂ることになっている。


　だから、夏休みに入ってからは毎朝顔をあわせているのだが、翔一はいつもスーツ姿でいつ休んでいるんだろうと不思議に思っていた。


「あの人はワーカホリックだからね。休みなんてないも同然。……ま、仕事以外やることもないんだろうけど」


　恭司がちょっと皮肉げに笑う。


「休みなしだなんて……。疲つかれたりしないんでしょうか」


「それなりに疲れてるんじゃないの？　ま、もうじき夏の休きゆう暇かだし、心配することないさ」


「休暇……ですか？」


　となると、一日中屋敷にいることになるのだろうか？


　ちょっと表情を曇くもらせた和紗を見て、恭司は驚いたようだった。


「あれ？　まさか、聞いてないわけじゃないよね？」


「初耳ですけど……」


「相変わらずだなぁ。──あのさ、避ひ暑しよ地ちに十日ほど行く予定になってるから」


　君も一緒に、と指を差され、和紗は驚いてパチパチと目を瞬しばたたかせた。


「僕も？」


　そんなことまったく聞いてない。


「そう、君も……。俺も一緒に行ってのんびりしたいところなんだけど、さすがに本家の人間がふたり揃そろって休暇取るのはまずいし、あの人に睨にらまれそうだから諦あきらめたよ」


「そうですか……」


（一言ぐらい言ってくれればいいのに……）


　言おうと思えばその機会はいくらでもあったはず。


　和紗には行きたくないと断る権利はないが、それでも出かけるのなら心の準備をする時間ぐらいは与えて欲しかった。


（玩具を持ち運ぶのに、気を遣う必要はないってことかな）


　翔一には、和紗の気持ちや都合なんかどうだっていいのだ。


　今いま更さらか……と和紗はひとつため息をついて憂ゆう鬱うつな気分を吐はき出した。


「──恭司さま、聞きたいことがあるんですけど、いいですか？」


「なんでもどうぞ」


「飛鳥井家って、どんな仕事をなさってるんですか？」


「……え、知らないの？」


　びっくりした顔で聞かれて、自分でもさすがに呑のん気きすぎたと自覚がある和紗は気まずくうなずく。


　たぶん、両親は最初に飛鳥井家を紹しよう介かいしてくれたお茶の師し匠しようから具体的なことを聞かされていただろうが、実家にいた頃ころの和紗は、大きな会社の社長さんなのかな程度の認にん識しきしか持っていなかった。


　この屋敷を見てはじめて、通常レベルの会社社長じゃなさそうだと悟さとったものの、きちんと聞く機会を得ないままに、翔一からあんな扱あつかいをされて、もうどうでもいいと投げやりになって聞く気がすっかり失うせてしまっていたのだ。


「全然知らないままで来ちゃったとはね。それ、いくらなんでも無防備すぎだよ」


　自覚しているだけに、耳が痛い。


「でもまあ、仕方ないのか……。うちはね、不動産関係もやってるけど、基本は投資。単純に言えば、ご先祖さまが遺のこしたうんざりするぐらいある資産をあっちこっちでグルグル循じゆん環かんさせて利益を得てるわけ。──まあ、綺き麗れい事ごとじゃすまないことも結構やってるから、飛鳥井家の名前は表に出さずに、弾たま除よけとして雇やとった人間をトップに立たせたり、企き業ぎよう名めいもあれこれ使い分けてる。まあ、わからなくて当然だね」


　わかったような、わからないような……。


　ひとつだけ確かなのは、あまりまっとうな仕事のやり方をしていないということか……。


「元々金貸しをやってた家系で、特別な名家ってわけでもないし。ま、金にものを言わせてそれなりの家いえ柄がらのお嬢じようさんを嫁よめにもらって、家名に箔はくをつけようとしたこともあったらしいけど、その嫁に他の男と無理心中されちゃあね。見事な逆効果」


　恭司は皮肉げに笑った。


「その方が翔一さまの？」


「そ、母上さま。──まあ、お気の毒な方だったよ。無理矢理嫁がされた相手には愛人がいるわ、しかも愛人の子供を実子として引き取らなきゃならないわでさ」


　その引き取った子供が恭司なんだろう。


　茶化した口調だったが、恭司も内心は複雑なんじゃないかと和紗は思う。


「恭司さまも大変だったんでしょうね」


「なにが？」


「え、だって、いきなり複雑な環かん境きように放ほうり込まれたんじゃ……」


「ああ、説明が足りなかったな。──いきなりでも無理矢理でもなく、俺は一応自分で選んでここに来たから、大変なことなんてなかったよ」


　そもそも先代には愛人が他にも複数いて、ほとんどの女性との間に子供を作っていた。


　そして、将来が期待できる優ゆう秀しゆうな子供を実子として認知してやる、さらには正妻の子よりそれが優秀なようだったら跡あと継つぎとしても良いと公言していた。


「愛人達はそりゃ必死で子供を教育したみたいだけど、最終的に引き取られたのは俺ひとりってわけ」


　他の子供達は、それなりの金と引き替かえに完全に縁えんを切られた。


「恭司さまが優秀だったってことですね」


「いや、それが、そうでもないんだな、これが」


　恭司の母親は最初から子供を教育するつもりはなかったし、恭司もそんなのどうでも良いと思っていたから、特に真しん剣けんに学ぶこともなかった。


　そうなると当然、他の子供達のほうが断然優秀だったのだが、なぜか恭司だけが引き取られることになった。


「不思議に思って、後で美作に聞いてみたら、俺が一番個性的だったからって理由らしいよ。──違ちがう畑に種を蒔まけば、種類が違う子供ができると思ったのに、いざ収しゆう穫かくしたら似たような子供ばかりでつまらなくなったようですね。だと……。で、正妻の子供の優秀さが群を抜ぬいてたから跡継ぎはすんなり決まって、俺は無事サポート役としての気楽な次じ男なん坊ぼうの立場を享きよう受じゆしているわけさ」


「じゃあ、恭司さまのお母様は、今はどちらに？」


「銀座でママをやってる。水商売が天職みたいな女でさ、毎日が楽しそうだね」


　一いつ緒しよに暮らしてると自分も間違いなくそっちの道に進みそうでつまらなかったから、こっちを選んでみたのだと恭司は笑った。


「こっちの商売はやばいことも結構あるけど、スリリングでそれなりに楽しいね」


　恭司はまるで遊びのように気楽な調子で言った。











　海外にでも連れて行かれるんじゃないかと戦せん々せん恐きよう々きようとしていたのだが、連れて行かれた避暑地は、国内の静かで緑豊かな高原だった。


　白い砂じや利りを敷しき詰つめた細い道路を登り詰めた終点に、本宅の豪ごう華かさから思うと拍ひよう子し抜ぬけするほどに小さいコテージ風の別べつ荘そうがあった。


　車から降りると、通いの別べつ荘そう番ばんだという中年の夫ふう婦ふが出で迎むかえてくれる。


　この人達が面めん倒どうを見てくれるのかと思ったのだが、食料はいつものように準備してありますからと告げると、そのまま帰って行ってしまった。


「いつものようにって言われても……」


　運転手も帰ってしまったし、いきなり翔一とふたりだけにされて、和紗は戸と惑まどった。


　翔一は、そんな和紗に、


「キッチンのボードに、準備してある食材が書き出してあるから、適当にやっていろ」


　と、ぶっきらぼうに告げる。


「……自分ひとりの面倒ぐらいみれるな？」


　ふと思いついたように聞かれた。


「できますけど……」


　人手が足りなくて母親が店番をやっているときは、貴菜とふたりで夕食を作ったから、それは問題ない。


　でも、翔一はどうするんだろうか？


　聞いてみようかと口を開きかけたが、翔一に先をこされた。


「ここにいる間は、おまえにも休暇をやる。干かん渉しようしないから好きにしていろ」


　そう言うと、和紗が言われた内容を把は握あくするより先に背中を向け、階段を上がって行ってしまった。








　別荘の一階はキッチンやバスルームなどの水回りと、広いウッドデッキがついたリビング、二階には主しゆ寝しん室しつがひとつと客用の寝しん室しつがふたつという造りになっていた。


（……好きにしろって言われても）


　滞たい在ざい期間は十日間の予定。


　休きゆう暇かだと言うなら、すぐにでも家に帰りたかった。


　でも、ここにいるのが休暇の条件みたいだから、それは無理。


　旅行先では落ち着かないかもしれないと、勉強道具も一いつ切さい持ってきていない。


　ここに来る途と中ちゆうの車窓から見たときは、少し手前に誰だれかの別荘らしき建物が一いつ軒けんあるだけで、他の建物は見当たらなかった。


（退たい屈くつしそう）


　条件付きとはいえ、せっかく自由に過ごせる時間をもらえたのに……。


　休暇をくれるつもりだったのなら、どうして先に一言いっておいてくれないのか。


　そんなに自分と会話をするのが面倒なのかと、恨うらめしくなってしまう。


　あの後、翔一は主寝室に入ったきりで、眠ねむっているのか物音ひとつしない。


　和紗は、とりあえず自分のバッグが運び込まれていた客用の寝室を使うことにして、谷が用意しておいてくれた荷物を整理することにした。


「あれ？　洋服ばっかり」


　バッグを開けて、思わず呟つぶやく。


　寝ね間ま着きも肌はだ襦じゆ袢ばんじゃなく、普ふ通つうの浴衣ゆかたが用意してある。


（休暇中は翔一さまの趣しゆ味みにあわせなくってもいいってこと？）


　もしもそうだとしたら、谷も休暇だってことを知っていたってことになる。


「まったく、もう」


　帰ったら一言文句を言ってやろうと心に決め、せっせと服をクローゼットに移動させていたら、バッグの底から読みかけの本と雑誌の類たぐいが出てきた。


（……これって、一応、気を遣つかってくれたのかな）


　ずれてるよなぁと、思わずため息がこぼれた。








　片づけを終えた和紗は、そのまま外へ散歩に出た。


　別荘の周囲は白しら樺かば林に覆おおわれていたが、人の手が入って綺麗に整備されていて、明るい雰ふん囲い気きが漂ただよっている。


（林の中のほうがいいかな）


　ゆったりとした下り坂になっているから、凸でこ凹ぼこしている砂利道を歩くより、整備されている林の中を歩いたほうが足には楽そうだ。


　都会より気温は格段に低いし風も爽さわやかで、過ごしやすいのは確かだが、日差しの強さはさして変わらない。


　そのせいもあって、日ひ陰かげになる林の中をのんびり歩くのは心ここ地ちよかった。


　吹ふき抜けて行く風がさやさやと葉を揺ゆらし、木こ漏もれ日がチラチラと顔にかかって、たまに目を細める。


　立ち止まり、ぐるりと見み渡わたしても自然の造形物ばかりで、人の気配がまったくしない。


　爽やかな風を深く吸い込んで、ゆっくり息を吐はく。


（……はあ……。気持ち良い）


　思いがけないほどの解放感を覚えて、自然に唇くちびるが緩ゆるむ。


　夏休みに入ってからというもの、外出することは許されてはいなかったから、空調の利きいた自室に籠こもってばかりいた。


　翔一が部屋に訪おとずれた日の朝、夜のうちに寝室に満ちた淫いん靡びな空気を僅わずかでも残しておきたくなくて、窓を全開にして外の風を吸い込んだりもしたけど、こんなにすっきりはしなかった。


　どうしても窓に嵌はめられた鉄てつ柵さくが視界に入るせいかもしれないけど……。


　和紗は、もう一度深く息を吸い込むと、再びゆっくり歩き出した。


（そろそろ、隣となりの別荘が見えて来ても良い頃ころだと思うのに……）


　とりあえず、周囲の状じよう況きようをちゃんと把握しておこうと思っての散策行動だったのだが、けっこう歩いたのに目新しい物が見えて来ない。


　車窓から見ていた感覚では、一番近い場所にある建物までには十分も歩けば着きそうな距きよ離りだと思っていたのだが、甘かったようだ。


　予想の三倍以上は歩いているのに建物は見えて来ない。


「考えが甘かったかな」


　帰りは登り坂だから、きっともっと大変だ。


　帽ぼう子しや水分なんかを、きちんと装備しなおして出直したほうがいいかもしれない。


　立ち止まって、そんなことを考えながら首筋をつたう汗あせを手の甲こうで拭ぬぐっていると、


「──和紗さん」


　と、いきなり声をかけられた。


　人の気配すら感じ取っていなかった和紗がビクッと驚おどろいて振ふり向くと、帰ったと思っていた初老の運転手がそこにいた。


「あぁ、びっくりした。藤ふじ崎さきさんだ。──帰ったんじゃなかったんですか？」


「いつでも動けるよう、この近くの別荘に皆みなと滞在してるんですよ」


　運転手の制服ではなくポロシャツに着き替がえているところを見ると、いったん別荘に落ち着いてから和紗と同じように散歩に出てきたということか……。


「みんなって？」


　他の人も来ているのかと、またしても驚く。


「警備の者達ですよ。ここら一帯はすべて飛鳥井家の土地で部外者が侵しん入にゆうすることはまずないですが、万一のために……」


　年に一度、それも十日程度しか使わない小さな別荘のために、この周囲すべての土地を買い取り、白樺林や道路を維い持じしているとは、実に贅ぜい沢たくな話だ。


（ここって見張られてたのか……）


　思いがけない解放感に喜んだ直後だっただけに、ちょっとショックだった。


　そんな思いが顔に出たのか、運転手が苦く笑しようした。


「警備すると言っても、別べつ荘そうの近くに始終張りついているわけじゃありませんから、気になさらなくても大だい丈じよう夫ぶです。──見えるところにいたりしたら、翔一さまに叱しかられますしね」


「警備してくれているのに？」


　と言うか、警備させているのは自分だろうに、怒おこるなんて理り不ふ尽じんだ。


「翔一さまは、いつもここにいる間だけは完全にお一人になりたいらしく、警備もいらないとおっしゃるぐらいで……。私どもが近くに控ひかえているのは、美作さんの意向ですから」


「そうなんですか」


（ひとりになりたいんだったら、僕なんか連れて来なきゃいいのに……）


　でも、それならば、自分もなるべく別荘から外に出ていたほうが良いのかもしれない。


「この近くに、気晴らしになるような場所ってありますか？」


「あ～車ならなんとか……。ですが、さすがにそれでは、私が翔一さまに叱られてしまうので」


「……わかりました」


　運転手の顔が曇くもるのを見た和紗は、自分の立場を思い知らされて目を伏ふせた。


　そんな和紗を気の毒に思ったのか、


「麓ふもとのコンビニぐらいまでなら、お連れできますよ」


　と運転手が言う。


「あ、じゃあ、そのうちお願いするかも……」


　それなら暇ひま潰つぶしの種を仕入れることができそうだ。


「いつでもどうぞ。私どもは、ここからもう少し下ったところにある緑の屋根の別荘におりますから」


　ありがとうございますとうなずいて、和紗は運転手と別れて別荘への道を戻もどることにした。


　登り坂は、下りより格段に辛つらい。


　夕暮れ時、別荘に戻った頃には、すっかりお腹なかがすいて身体中が汗まみれになっていた。


　別荘の中は薄うす暗ぐらく、やはり人の気配がしない。


（ずっと部屋の中にいるつもりなのかな）


　壁かべも天てん井じようも分厚い屋や敷しきと違ちがって、別荘はさすがに物音が響ひびく。


　和紗はなんとなく足音を立てないようにそうっと歩いた。


　とりあえずシャワーを浴びてさっぱりしてから、キッチンへ。


（これか……）


　巨きよ大だいな冷蔵庫のドアに取り付けられたホワイトボードには、食材名が羅ら列れつしてある。


　その量の多さに眩暈めまいを覚えつつ、悩なやんだ挙げ句、ボードの数量にチェックを入れながら、野菜を数種類と冷れい凍とう庫この中から作り置きのロールキャベツを取り出した。


（コンソメ味の野菜スープに、これ入れてもそんな変じゃないよね）


　後はパンをトーストして、デザートに桃ももでもいただこう。


　単純な料理ぐらいなら作れるつもりでいたけど、飛鳥井の屋敷でお抱かかえシェフの作る料理に慣れて少しばかり舌が肥えてしまったから、食べられるものを作れるかどうか微び妙みように不安だ。


　慣れないキッチンで悪あく戦せん苦く闘とうして作ったものは、まずくはないかな？　と首を傾かしげる程度のできだった。


（……こんなことする必要、ないんだけど……）


　食事を終え、後片づけをしている最中ずっと悩んで、迷って、考えた挙げ句、一食分を皿に盛りつけ、ラップをかけて冷蔵庫へ。


　そして、ホワイトボードにその旨むねを書き込む。


　翌朝、目覚めるとすぐに寝ね間ま着きのままでキッチンに降りて行って冷蔵庫の中を見たら、昨夜入れた皿はなくなっていた。











「こんにちは」


　別荘に来てちょうど一週間目の午後、和紗は運転手に教えられた緑の屋根の別荘を訪ねていた。


「こんにちは。──向こうでの生活はどうです？　不自由してません？」


　初日に会った別べつ荘そう番ばんの奥さんのほうが出で迎むかえてくれた。


「大丈夫です」


　いったいどうやっているのかわからないが、別荘番の夫ふう婦ふは和紗が気づかない間にやってきて、掃そう除じや洗せん濯たく、食料の補ほ充じゆうなどをいつの間にか終わらせて帰って行く。


　ふと気づくと部屋が綺き麗れいになっていたり、飾かざってある花が替わっていたりして、まるで幸せの小人さんみたいな感じだ。


　奥さんに運転手を呼んでもらって、車に乗り込む。


「お言葉に甘えちゃってすみません」


「いえいえ、大丈夫ですよ。──どうです？　退たい屈くつしてるんじゃありませんか？」


「う～ん、最初のうちは……。でも今は、慣れました」


　持ってきた本も雑誌も、すぐに読み終わった。


　別荘にはテレビすらなかったから、仕方なくなにか面おも白しろいものはないかと近くをぶらついているうちに、ふと子供の頃、母方の祖父母の田い舎なかの家に行ったときのことを思い出した。


　玩具おもちやも絵本もない家で、退屈してごねる和紗と貴菜に、祖父母が作ってくれた遊び道具。


　道ばたに生えている雑草の葉に切り目を入れ、ちょいちょいと細工して舟ふねを作り、これが和紗の舟これが貴菜の舟と、小川に浮うかべて速さを競って遊んだ。


　あれはどうやって作ったんだっけと試行錯さく誤ごを重ねて一日がすぎ、二日目にはなんとか完成して、人工的に造られた別荘の脇わきを流れる小川に浮かべて流してみた。


　その翌日からは、白しら樺かばの枝を拾ってきては細工してみた。


　幼い日に祖母が作ってくれたのは、木の実に穴を開けてヒモでつなぎ合わせた人形だったが、ちょうど良い実が見つからなかったから仕方ない。


　別荘の納なん戸どから、ちょっとした修しゆう繕ぜんに使っているのだろう小刀や紙ヤスリ、ボンドなんかを見つけてきて、大きさの違う木片を組み合わせ、何度もちょうど良い大きさの材料を探しに行って試行錯誤を重ねて人形らしきものを作ってみたり、木き彫ぼりの動物を作ってみたり。


　そんなもの作ったからといって、特にどうするつもりもなかった。


　もうあの頃ころのような子供じゃないから人形を飾っても嬉うれしくないし、お土産みやげにするにはあまりにもお粗そ末まつすぎる。


　屋根の下で退屈な時間を持て余してうとうとしているより、小川のすぐ脇に置いてある木こ陰かげのベンチに座って涼すずしい風に頰ほおを嬲なぶられながら、ただ黙もく々もくと指先を動かすほうがマシだっただけだ。


（それでも、けっこう楽しかったのに……）


　残念だが、昨日で中断せざるを得なくなった。


　夕食時、珍めずらしく口をきいた翔一に、小刀等の道具類を元の場所に戻しておけと命令されてしまったからだ。


（……意地悪だ）


　和紗があの道具で細工して遊んでいたベンチは、ウッドデッキにいる翔一から見える場所にある。


　そのせいで、もしかしたらそこに和紗にいられるのが目め障ざわりだったのかもしれない。


　仕方ないから、今朝からはまた葉っぱの小舟を作ってみたりしたのだが、最初のときほど楽しくない。


　だから最後の手段で、コンビニに行ってみようと思い立ったのだった。


「私なんかは毎年退屈でね。別荘番のご夫婦に将しよう棋ぎの相手をしてもらって暇ひまを潰つぶしてますよ」


「あ、それ良いですね。……僕には無理だけど」


　将棋は指せるけど、相手になってくれる人がいないから……。


「翔一さまは、どうしてますか？」


　ためらいがちに運転手が聞く。


「……ものすごーく、ぼんやりしてます」


　もしかしたら、頭の中ではもの凄すごく高こう尚しような思考を巡めぐらせているのかもしれないけど、外から見た限りではぼんやりしているようにしか見えない。


　初日こそ姿を見せなかった翔一だが、翌日からは姿を現すようになっている。


　ウッドデッキに置いたアームチェアに深く腰こしかけ、ただ黙だまって外の景色を眺ながめているだけだけど……。


「お食事は？」


「食べてくれてます。味に関しては保証できませんけど……」


「和紗さんが作ってらっしゃるんですか？」


「……一応」


　初日に翔一が料理を食べてくれたものだから、その後も和紗はなんとなくふたり分の料理を作るようになっていた。


　翔一の姿が見えないときはそのまま冷蔵庫に入れ、ウッドデッキにいるときは「いかがですか？」と声をかける。


　そうすると、翔一は無言のままテーブルまでやってきて、ただ黙々と料理を平らげていく。


　そのたびに和紗は、美味うまいか不味まずいか、一言でも感想ぐらい言ってくれれば料理をする張り合いもあるのにと思うが、命令もなしに勝手に作っておきながら感想を求めるのはちょっと違ちがうかと、口を閉とざしたまま。


　そんな風に、ふたりのときは向かい合ったまま、ふたりとも黙々と食事している。


　屋敷でも似たようなものだけど、周囲に使用人の姿がないのと、大きな掃はき出し窓からのんびりした外の景色が見えるせいか、少しだけ緊きん張ちよう感は薄うすい。


　わざと変な味付けの料理を出したら翔一はどんな顔をするだろうと想像して、心の中でほくそ笑えむことができるぐらいには……。


（……それも、今だけだろうけど）


　休きゆう暇かをやる、と言ったのは本気だったようで、別べつ荘そうに来て以来、翔一は和紗に指一本触ふれていない。


　夜よ毎ごと与あたえられていた屈くつ辱じよく感に満ちた身体からだの繫つながりが途と絶だえているせいか、和紗は翔一に対する抵てい抗こう心しんや緊張感も、ほんの少しだけ薄れているような気がしている。


「そうですか……。食べてくださるだけでもありがたいですよ。酒以外は口にしないときもありましたしね」


「どうして？」


「さて、私にはわかりかねますが……。ですが、そう、ただ面めん倒どうだったのかもしれませんね。誰だれかがお世話できれば良かったんですが、人と話すのも嫌いやがって誰ひとりとして近づけなかったものですから……。私どもは命令には逆らえませんしね」


　去年までは随ずい分ぶんと気をもみました、と前を向いたままで言う。


（……翔一さまのこと、本気で心配してるのか）


　訥とつ々とつと話す運転手の横顔には、翔一に対する個人的な心情が透すけて見えた。


　恭司は、あの屋や敷しきで働いている人間は、皆みな、飛鳥井家に囚とらわれているのだと言った。


　だから、どんな命令にも逆らえないし、決して裏切ることがないとも……。


　やらされていることは違ちがっても、誰もが自分と似たような境きよう遇ぐうなんだと思えることで、和紗は親しみや心強さを感じていたのだが……。


（この人は違ったのかな）


　なんだか、少しショックだ。


「……藤崎さんは、いつから飛鳥井家で働いてらっしゃるんですか？」


「先代からお仕えしておりますので、かれこれ三十年近くになりますね」


（じゃあ、この人を捕つかまえたのは、翔一さまじゃないのか……）


　翔一に同情的なのはそのせいなのか……。


　砂じや利り道みちから舗ほ装そうされた道路へ入ると、タイヤの走行音が変わって、急に静かになる。


「さて、そろそろ着きますよ。──買うものはお決まりですか？」


「はい。雑誌類と、あと、花火を買おうかと思ってます」


　家にいた頃は、夕ゆう涼すずみがてら庭で貴菜と良くやった。


　あの屋敷の広すぎる洋風の庭では、花火をするにも風ふ情ぜいが無さ過ぎるし、する気にもさすがになれないが、ここでならひとりでもそれなりに楽しくやれるような気がする。


「ほう、いいですね。私も買っていって、別荘番のご夫妻を誘さそってみるかな」


　駐ちゆう車しや場じように車を停とめると、運転手も一いつ緒しよにコンビニに向かう。


　花火のコーナーにふたりで並んで、セットになっている花火をあれこれ物色した。


「打ち上げ花火が入っているほうが楽しいでしょう」


「う～ん、僕、打ち上げ花火に火をつけるのが苦手なんですよね。……こっちの小さいセットにしときます」


　フックに引っかけてある花火を手に取ると、


「おや、その手はどうなさいました？　包丁で切るような場所でもないでしょう」


　運転手が和紗の左の手の平に貼はってある大判の絆ばん創そう膏こうを見つけて、心配そうに聞いてくる。


「ああ、これ。昨日、手が滑すべって小刀でちょっと切っちゃったんです」


　切った瞬しゆん間かんはけっこう血が出てびっくりしたが、傷自体は浅かったらしく今はもう出血もしていない。


「消毒は？」


「しました。薬箱も出してあったし……」


（……って、あれ？）


　別荘の床ゆかに血がこぼれないようにと、ある程度出血が治まってから戻もどったら、薬箱がリビングのテーブルに置いてあって、和紗はそれで手当てした。


　そのときは幸せの小人さんならぬ、別べつ荘そう番ばんのご夫妻が怪け我がをしたのを見かけて、置いていってくれたのだろうと単純に思っていたのだが、そんな偶ぐう然ぜんってあるだろうか？


　日に何度も別荘を訪おとずれているわけじゃないだろうし、そもそも昨日の日中は翔一がウッドデッキに出ていたから、別荘には近寄れもしなかったかも……。


（だったら、誰が？）


　考えるまでもなく答えはひとつしかないとわかっているのだが、それが正解だと思っていいのかどうか、判断がつきかねる。


（でも、だとすると……）


　小刀等の道具類を片づけろと命令されたのは、どうしてなんだろうか？


　疑問が浮うかぶと同時に、ひとつの答えが脳のう裏りをよぎる。


（まさか、そんなこと、あるわけ……ない）


　あの人が、自分のことを心配するなんてあり得ない。


　もしも心配してくれたのだとしても、心配なのは自分じゃなくて、翔一が気に入っているこの顔と身体のほうだろう。


（そうに決まってる）


　優やさしい気持ちをかけてもらえたのかもしれないだなんて、そんな風には考えないほうが良い。


　そんな風に考えたら、後で辛つらくなるのは自分なんだから……。


　和紗は迷いを断たち切るように、手の平の傷から視線をそらした。








「どこに行っていた？」


　夕暮れ時、別荘に戻った途と端たん、ウッドデッキでぼんやり酒を飲んでいた翔一に睨にらまれた。


（……今は休暇中じゃなかったんだっけ？）


　今まではどこに行こうと干かん渉しようしなかったのに、虫の居所が悪いのだろうか。


「藤崎さんにお願いして、麓ふもとのコンビニに行ってました」


　そう答えた途端、視線を外された。


　興味を無くしたんだろう。


（どうでも良いなら、聞かなきゃいいのに……）


　本当はコンビニから戻った後で、向こうの別荘に少しお邪じや魔ましていた。


　初日に下ごしらえされた食材を利用して以来、幸せの小人さんがせっせと下ごしらえの済んだ食材やカット済みの野菜などを冷蔵庫に入れて行ってくれるようになったのだが、生あい憎にくと和紗にはそれらを無む駄だなく使いこなすだけの技術の持ち合わせがなかった。


　さあ、あとは調理するだけよと言わんばかりに揃そろえられた食材を見て、さて、これはいったいなにを作るための材料なのかと考えるところからはじめなくてはならない。


　だから今日は、残りの休暇中少しでも楽するために、幸せの小人さんとそこらへんの意思の疎そ通つうを図はかり、ついでに調理のコツみたいなものを教わってきたのだった。


　ずっと翔一とふたりきりで会話のない生活をしていたぶんだけ、久しぶりのたわいのない奥さんとの会話は楽しかったのに、このシカトで楽しい気分も半減。


（翔一さまは、誰かと会話すること自体、楽しくないんだ）


　聞かれて、答えて、それに対する感想を言われたり、突つっ込みを入れられたり……。


　親しくなった相手との会話のキャッチボールは、ただそれだけで楽しいと和紗は思う。


　でも、きっと翔一は違うのだ。


　普ふ段だんから最低限の言葉しか口にしないし、たまに話したかと思うと言葉を投げかけて来るばかりで、こちらの言葉を聞こうとしない。


　一番口数が多いベッドの中でさえそうだ。


　和紗に返答を求めることがあっても、自分が望んだ答え以外は拒きよ絶ぜつして、望み通りの答えを強要する。


　こちらの感情なんてお構いなしで、自分の望みだけを押しつけてくる。


　はじめて身体を開かされたあの日から、そんなことわかりきっていたはずなのに……。


（最近……なんだか変だ）


　正確には、最近ではなく、学校でのあの茶会の日から、心のどこかがおかしくなっているような気がする。


　あの日、他の理事達と談だん笑しようする翔一の顔を見て、はじめて会った日のことを思い出してしまったせいで……。


　ほんの短い間だけ、翔一と普ふ通つうに会話できた翠玉亭でのひととき。


（でも、最後には、なにか怒おこらせちゃったんだっけか……）


　お義理程度の微ほほ笑えみを浮かべてはいたが、翔一の瞳ひとみには怒いかりが浮かんでいるように見えた。


　あれは、どうしてなんだろう？


　翔一に直接聞いても、たぶん無駄だろう。


　面倒くさがって答えてくれないだろうし、もしかしたら、あのときのことなんかもう忘れているかもしれない。


（どうして、僕は覚えてるんだろう）


　夜を重ねるたび、あの日の翔一の穏おだやかな微笑みは偽にせ物ものなのだと思い知らされているのに、あの茶会の日以来、ふとした拍ひよう子しで脳裏に甦よみがえってしまう。


　あのときのように、翔一から穏やかに話しかけられることは、もう二度とない。


　手持ちの玩具おもちやになってしまった今、あの穏やかな笑みが自分に向けられることも、たぶん二度とない。


（あんなの、偽物なのに……）


　翔一は、本当に微笑んでいたわけじゃない。


　あれは世間体を維い持じするためだけの偽物の笑顔。


　そうと知っているのに、あの日の、あの微笑みが忘れられない。


（……ばかみたい）


　自分自身の気持ちを測りかね、和紗はすっかり戸と惑まどってしまっていた。








　夕食を終え、後片づけも済んだ後で、和紗は花火と水の入ったバケツを手に玄げん関かんを出た。


「……すごい」


　一歩外に踏ふみ出し、広がる夜空に思わず声が漏もれた。


　街灯のひとつもない高原、その澄すんだ大気は遮さえぎることなく星の瞬またたきを地上にもたらす。


　別べつ荘そうの門灯も消してあったし、一階のリビングの明かりも消えて、周囲を照らしだすのは日々ふくよかになっていく上じよう弦げんの月。


　ふと足元を見ると、月の光で影かげができていた。


「こんなにハッキリ見えるもんなんだ」


　芝しば生ふの上に映る淡あわい影は、しっかりと身体からだの輪りん郭かくを形作っている。


　太陽が作り出す影ほど濃こくはなく、薄うす墨ずみ色の透とう明めいな硝子ガラスのよう。


　手や指を動かしたりして自分の影でひとしきり遊んでから、のんびり歩き出す。


「どこに行こうかな」


　一応バケツは持ってきたが、花火をするなら水辺のほうが良いかと考えて、別荘を横切り小川に向けて歩きかけたとき、


「なにをしている」


　翔一の声に呼び止められ、和紗はビクッとして驚おどろいた。


「しょ、翔一さま」


（……いたんだ）


　翔一はウッドデッキのいつものアームチェアに腰こしかけて、月明かりの下で酒を飲んでいたようだった。


　後片づけをしている間にリビングの明かりが消えていたから、てっきり寝しん室しつに戻ったのだろうと思っていた。


「花火をしようと思って……。向こうに行きますから」


　煩うるさがられて止めろと言われたら嫌いやだと思って、そそくさとその場を立ち去ろうとしたが、


「そこでやればいいだろう」


　と言われて、またしても驚いて振ふり向く。


「でも、お邪魔じゃないですか？　少し煙けむくなるかもしれないし……」


　翔一の返事を求めてしばらく待っていたが、どうやら答えてくれるつもりはないらしい。


（まあ、いいか）


　この状じよう況きようで小川へ立ち去ったら、きっとご機き嫌げんを損そこねるに違ちがいない。


　和紗は、その場にバケツを置いた。





　パチパチとはぜる金色の火花が周囲を明るく照らしだす。


　和紗は、色とりどりの火花を散らす花火より、こういう素そ朴ぼくな花火のほうが好きだ。


　そのせいで、妹の貴菜からは『お兄ちゃんってば、地味好み』と散々からかわれた。


　そういう貴菜は派手な花火が大好きで、家が住宅密集地にあったせいでさすがに打ち上げ花火は無理だったが、噴ふん水すい花火を大量に買ってきては、まとめて火をつけて大はしゃぎしていた。


（今年は、彼氏とでもやってるかな）


　夏休みも帰れないと連れん絡らくして以来、へそを曲げてしまってメールの回数がそれまでより極きよく端たんに減っていた。


　しかもこの別荘に来てからは、電波状態が悪くてメールが出せずじまい。


　なんで返事をくれないんだと怒っているかもしれない。


（あ～、終わっちゃった）


　火花が消えた手持ちの花火をバケツにジュッと差してから、次はどれをやろうかと、月明かりでまだまだ沢たく山さん残っている花火セットを物色していると、カランと耳に涼すずやかな氷の音が響ひびいた。


「……お酒、飲まれたんですね」


　屋や敷しきにいるときの翔一から酒の臭においを感じたことがなかったなと考えていたら、ふと、そんな言葉が口をついて出た。


（ああ、もう）


　話しかけたって無駄、自分が嫌な思いをするだけだってわかってるのに……。


　和紗が自分の迂う闊かつさを呪のろっていると、


「アルコールは思考が鈍にぶるからな。普段は飲まない」


　思いがけず、翔一の返事が返ってきた。


（うわっ……。どうしよう）


　期待していなかったぶんだけ、なんだか嬉うれしい。


「花火は良くやるのか？」


　もう一度話しかけても返事をしてくれるだろうかと和紗が悩なやんでいると、今度は向こうから話しかけてきた。


「はい。毎年、妹と家の庭で……。風向きを気にしないでやっていて、家に煙が入って父に怒られたこともあります」


　緊きん張ちようしているわけじゃないのに、どきどきと鼓こ動どうが跳はねる。


　声がうわずっているんじゃないかと、気になった。


（ああ、そうか。酔よっているせいかも……）


　今日は日中から飲んでいたし、アルコールのせいで口が緩ゆるくなっているのかもしれない。


「……翔一さまは？」


「そういうのとは縁えんがない。……子供の頃ころは、学ばなければならないことだらけだったしな」


「でも、家族で避ひ暑しよとかなさってたんでしょう？」


　別荘があるのだから、そういうことなんだろう。


　自営業の家に生まれた者の宿命で、和紗は家族旅行とは縁がなかった。


　だから、家族で別荘に避暑だなんて、ちょっと羨うらやましかったのだが……。


「それはない。仕事が絡からまないことで、一いつ緒しよに出歩いたことなど一度もない」


　翔一が、ククッと喉のどの奥で短く笑う。


　嫌な感じのその笑い方に、和紗は自分の失言に思い至った。


（……ああ、ばかだ。ぼく……）


　複数の愛人に子供を産ませた男と、若い愛人と無理心中した女。


　翔一は、そのふたりの間に生まれた子供なのだ。


　もっと気を遣うべきだったのに……。


「子供の頃、ここに来るときは美作が一緒だったな。恭司も一度来たことがあるが、退たい屈くつだからとその次の年からは来なくなった。……それも当然だ。あれは楽しく遊ぶ術すべを知っているからな」


（翔一さまは？）


　子供の頃、遊ぶ術を知らなかったと言うのだろうか？


　楽しいことなんて、人それぞれだろうに……。


「翔一さまは、ここに来るのが楽しみだったんでしょう？」


「そうだな。ここにいる間は、なににも縛しばられずに自由でいられる。あの頃は、それだけで充じゆう分ぶんに楽しかった」


「あの頃は？　今も、じゃないんですか？」


　何気なく聞いたつもりだったのに、翔一はハッとしたようだった。


「いま？　──今は……」


　なにかを言いかけて動いていた唇くちびるが、不意に引き結ばれた。


　絡んでいた視線が外されて、翔一がグラスの中の酒を呻あおる。


（もう、お終しまい？）


　なにか、気に障さわることを言ってしまったのかもしれない。


　もうおまえと話すつもりはないと、翔一がその態度で言っている。


（……残念）


　もう少しだけ、話をしていたかったのに……。


　無意識のうちに、そう思ってしまう自分の気持ちの動きを自覚して、和紗は思わずため息をついた。


　話しかけてもらって嬉しいと思い、無視されて悲しくなる。


　それに、やっぱり微ほほ笑えんだ顔が見たいとも思う。


（これって……恋こい、なのかな？）


　汚きたない罠わなで身動きできないように縛りつけ、プライドと身体を愉ゆ快かいそうに踏ふみにじってくれた男相手に？


（……どうかしてる）


　そんなはずない。


　違ちがう、と思いたかった。


　でも否定しようとすると、同じ強さの反発が、なぜか胸の奥から返ってくる。


（こんなの、きっと今だけ。今だけだから……）


　ここに来てから、一度も翔一に抱だかれていない。


　屋敷に囚とらわれて以来、こんなに長く翔一に触ふれられなかったのははじめてで、たぶんそのせいで少しだけ気持ちが緩んでしまってる。


　それに別べつ荘そう以外の人工物が見当たらない高原にいるせいで、少しだけ人ひと恋こいしい気分になっているのかもしれない。


　今ここには翔一の他に誰だれもいないから、そのせいでちょっと勘かん違ちがいしているだけ……。


（……きっと、そうだ）


　気持ちを切り替かえるように、残りの花火を物色する。


　それまで心ここ地ちよいと思っていた微かすかな風が急に冷たく感じられて、和紗は身み震ぶるいした。


「寒いのか？　薄うす着ぎしてるからだ。もう中に入れ」


　ぶっきらぼうな口調で怒おこったように翔一が言う。


（今のって……）


　命令だろうか？


　それとも、気き遣づかいなんだろうか？


「……もう一本だけ、良いですか？」


　気遣いだったら嬉しいのにと思いながら、頼たのんでみる。


　無視されるかと思ったけど、翔一は仕方なさそうにうなずいた。


「ありがとうございます」


　最後の花火は選ぶまでもなく決まっている。


「花火の締しめは線せん香こう花火がセオリーなんですよ」


　返事を期待せずに呟つぶやいた。


　翔一からも見えるような向きでしゃがんで線香花火に火を点ともす。


　火種の赤い玉からパチパチと大きくはぜていた火花が、徐じよ々じよに細かくなっていき、やがて小さな花のように散っていく。


　遊びを知らなかったという翔一。


　空に大輪の花を咲さかせる打ち上げ花火なら見たことがあるだろうが、こういう家庭用の花火を見るのははじめてなんじゃないか？


（……見てるかな？）


　確かめてみたいような気がしたが、振ふり向いた拍ひよう子しに線香花火の火種が落ちそうでできなかった。


　見てればいいのにと思う自分に戸と惑まどいながら、揺ゆれて火種が落ちぬよう指先に集中する。


　チチッ…と小さな金色の花が次々に咲くこの花火。


　和紗は、この光の花が大好きだった。


　翔一はどうだろう？


　少しは綺き麗れいだと思っているだろうか？


　聞いてみたいけど、やっぱり聞けない。


　だから、少しでも長くこの花が咲き続けているように、じっとしていた。


　一いつ瞬しゆんで咲いては消えていく金色の花を、翔一も同じように綺麗だと思っていてくれたらいいなと思いながら……。




　　　　５







「あぁ……あ……あんぅっ──！」


　最さい奥おうで熱いものが弾はじける甘い衝しよう撃げきに引きずられて、和紗も幾いく度ど目めかの絶頂を迎むかえていた。


　快感の余波が何度も全身を巡めぐり、ビクビクと汗あせで濡ぬれた肌はだが震ふるえる。


　荒あらい息に胸を波立たせ、余よ韻いんに浸ひたっていると顎あごをつかまれてキスされた。


「ん……ふ……」


　深く唇を合わせ、痛いぐらいに舌を絡め取られ、執しつ拗ように口こう腔こう内ないを探さぐられる。


　乱れた呼吸ごと貪むさぼられ、吐はき出すことのかなわない熱い吐と息いきが身体からだの中で渦うず巻まいて、和紗をその熱でとろけさせていく。


　それと同時に、身体の中に留まり続けていた翔一自身も熱と硬かたさを取り戻もどし自己主張しはじめる。


（……あつ…い）


　やっと唇を解放された和紗は、痺しびれるように熱い舌を冷まそうと、はふっと浅く呼吸した。


「まだだ。まだ意識を飛ばすなよ」


　浅く速く呼吸しながら、とろんとしている和紗を見下ろして、翔一が呟いた。


　軽いキスをひとつ唇に落とすと、和紗の唇からこぼれた唾だ液えきをなぞるように、頰ほおから耳へと唇を這はわせていく。


　耳元の柔やわらかなところをきつく吸われて、ゾクッと身体が震える。


　赤く尖とがった乳ち首くびを、指の腹で探られた。


「つっ……あぁ……」


　散々嬲なぶられて敏びん感かんになっていたそこは、触れられただけでピリッとした痛みが走る。


　痛いのに、指の腹でくりっとこねくり回されると、同時にジンと甘い痺れも走って……。


「や……ああぁ……」


　和紗は、たまらずに翔一の首にしがみつく。


「気持ち良いか？」


　聞かれて、うなずく代わりに自分から翔一の唇を求めて、首を伸のばした。


「──翔一さ…ま……」


　翔一の手の平が頰を包む。


　そっと、優やさしく……。


　ゆっくり近づいてくるその瞳ひとみも、不思議なほど優しい。


　そう、優しい。


　和紗には、どうしてもそう見えてしまう。


（……どう……しよう）


　自分の目に映るものが信じられない。


　信じるのが、怖こわい。


　唇くちびるが触れ合う寸前、和紗は目を閉じた。


「んん……ん……」


　目を閉じて、ただ感じる。


　触れ合う汗ばんだ肌の感かん触しよくと、同じように激しく脈打つ鼓こ動どう。


　深くくちづける、その吐息の熱さを……。


　頰を撫なでていた指先が、ゆっくりと耳元の髪かみを梳すいていく。


　それは、くすぐったくて、もどかしい感覚。


　和紗の身体は我知らず、繫つながったままの部分をきゅんと締めつけていた。


「んっ……ふ……。──もっと……もっと、ください……」


　その言葉に応こたえるように、翔一が再び動き出す。


　和紗の反応を窺うかがうように、ゆっくりと……。


「和紗、どこが良い？　ここか？」


　何度も体位を変え、角度を変えて、探られながら貫つらぬかれる。


　身体中にキスされて、甘く歯を立てられて、ぞろりと舌先で舐なめられて……。


「あ……あぁ……、しょう…ち……さまぁ……もぅ……とけちゃう……」


　長い時間をかけて、じんわりと高められていく快感。


　それは、あまりにも甘くて、熱すぎて、身体も心もとろけてしまう。


　頭の芯しんがぼうっとして、思考はもう形にならない。


　自分が今どんな痴ち態たいを晒さらしているのかさえ、もうわからない。


　ただただ、与あたえられる快楽に溺おぼれ続けていた。








　翔一の抱だき方が徐々に変わりはじめたのは、たぶん避ひ暑しよの後から。


　はじめに変わったのは、言葉。


　淫いん乱らん、好き者と、和紗を辱はずかしめる言葉を口にしなくなった。


　次は、指。


　肌に乱暴にくい込んでいた指先の力が、優しくなった。


　以前は決して服を脱ぬがなかった翔一の裸はだかの背中に和紗の手が触ふれて、甘くて深いキスをしかけられるようになって、身体中に唇を押しあてられて……。


　そうなるともう、自分は一方的に奉ほう仕しさせられているんだと思うことが難しくなってきた。


　ふたりで抱き合っているのだと思えてくる。


　汗ばむ肌を頰で感じて、痛いぐらいに抱きしめられる。


　そのたびに、身も心も、翔一に向かって堕おちていく。


　正直なところ、和紗は、そんな翔一の変化に戸惑っていた。


　でも、どうしてそんなに態度が変わったのかと、翔一自身に聞く勇気はない。


　単なる気き紛まぐれだと言われたら、きっと傷ついてしまうから……。


（勘かん違ちがいしちゃ駄だ目めなのに……）


　避暑地での生活で芽生えた淡あわい恋こい心ごころが、日に日に心の中で育っていく。


　所しよ詮せん、自分は翔一の財力で縛しばられている玩具おもちやなのだ。


　買われた玩具が、主人に恋をしたところでどうなると？


　言葉を交かわすことさえままならないのに……。


　翔一に気に入られたこの顔も、今は華きや奢しやなこの身体も、成長と同時にきっと変わっていく。


　いつか必ず、おまえはもういらないと、お払はらい箱になる日が来る。


　どんなに側そばにいたいと願っても、捨てられる日が必ず来る。


　だから、自分が恋をしているのだとは認めない。


　認めたくない。


　認めたところで、もっと辛つらくなるだけだから……。


（早く時間がすぎればいいのに……）


　この屋や敷しきでの生活が終われば、きっと翔一へのこの想おもいも薄うすれて消えていく。


　だから、早く時間がすぎればいい。


　そう思う反面、このまま時間が止まってしまえばいいのにと思う瞬しゆん間かんもある。


　翔一の腕うでに抱かれたまま、時間が止まってしまえばいいのにと……。











「おい、若さま」


　昼休み、本を読んでいた和紗は、村上に肩かたを叩たたかれ、ビクッとして読みかけの本を閉じた。


「図書館の本か？　なに読んでんだ？」


「ん、ちょっとね」


　心理学の本を読んでいた和紗は、笑って誤ご魔ま化かした。


　ストックホルム症シン候ドロ群ーム、犯罪被ひ害がい者しやが犯人と時間や場所を共有するうちに好意や依い存ぞん心しんを抱くことがあるという事例を読んでいたせいで、なにやらきまりが悪かったのだ。


（これとは違ちがうような……気がする）


　無む駄だな抵てい抗こうをしているなと自分でも思う。


「──それより、なに？」


「おお。進路希望調査、出してないだろ？　放課後までに委員長に出しとけよ」


「ああ、あれ……。困ったな」


「なんでだ？　決まってたんじゃなかったんだっけ」


　不思議そうに村上が聞いてくる。


「色々と、事情がかわっちゃってさ」


　和紗は曖あい昧まいに微ほほ笑えんだ。


「村上は決まったの？」


「俺は彼女と一いつ緒しよの大学に行くぜ」


「……彼女って、春から替わってないよね？」


「あたりまえだ！」


　向こうから告白されてつき合いはじめたカップルだが、今では村上のほうが夢中みたいだ。


「どっちのレベルにあわせるの？　彼女？　それとも村上？」


　彼女の名前はいつも掲けい示じ板ばんに貼はられる三十位圏けん内ないに入っているが、村上は百位圏内がぎりぎりのラインのはずだ。


「……彼女。いや、大だい丈じよう夫ぶだ！　死ぬ気でやれば、なんとか、うん」


「──がんばれ」


　途と端たんに眉み間けんにしわを寄せた村上の腕を、和紗はぽんぽんと叩いた。








　以前の和紗は、経済的な問題もあって国公立を狙ねらうつもりでいたのだが。


（……高校を卒業したら、家に……戻もどれるのかな）


　それならば、やはり国公立を狙いたいが、大学に通えるだけの経済力が今の家にあるかどうか、一度、両親に相談しないといけないだろう。


　もしも高校を卒業しても家に帰ることが許されなかった場合、屋敷から通える距きよ離りを考えればたぶん私立のほうが望ましい。


（翔一さまは、どういうおつもりなんだろう）


　聞いてみたいのと、聞きたくないのと、気持ちは半々。


　執しつ事じになる気があるのなら、それでもいいと以前美作が言っていたが、あれは本気なんだろうか？


（美作さんに聞くの、嫌いやだな）


　美作が、脅おどしを込めながら淡たん々たんと和紗に自分の立場を説いたあの夜から、和紗は美作が苦手になっていた。


　必要以上には近寄らないようにして、用があるときは可能な限り谷に伝言を頼たのんでいる。


　でも、今後の自分の身の振ふり方に関する事こと柄がらは、さすがに谷には頼めない。


　自分で聞かなきゃいけないだろう。


（……う～ん。まあ、いいか。今回は適当で……）


　和紗はまだ二年生。


　決定するのは先の話で、変へん更こうはまだいくらでもできる。


　和紗は、ためらいながらも、第一希望欄らんに私立大学の名前を書き込んでいた。











　それは、冬の訪おとずれを肌はだで感じはじめた頃ころのこと。


　夜、和紗が部屋で課題を片づけていると、ドアがノックされた。


　眼鏡めがねを外しながら、どうぞと応こたえると、「失礼します」と美作が部屋に入ってくる。


　美作が和紗の部屋を直接訪れるのは、最初の夜以来のことだった。


「あ………？」


　何事かと戸と惑まどった和紗は、美作の背後に谷の姿を見つけた。


　谷は珍めずらしいことに、いつもは無表情なその顔に、心配そうな表情を浮うかべている。


（どうしたんだろう）


　なんだか、嫌な予感がする。


「それは私が……。あなたは出ていなさい」


　入り口のところで、美作は谷の手からトレイを受け取りながら言った。


「……ですが」


「いいから。私に任せなさい」


「──はい」


　きつく言われて、谷が諦あきらめたようにうなずく。


　それでも閉まりつつあるドアの隙すき間まから、心配そうに和紗の顔を見つめていた。


「あの……なにか、あったんですか？」


「とりあえず、座りなさい」


　促うながされてソファーに座る。


　テーブルに置かれた紅茶のカップからは、微かすかに洋酒の香かおりがした。


　不安に駆かられながらも、促されるままそれをひとくち飲み、カップをテーブルに戻すと、やっと美作の口が開いた。


「──翔一さまが事故に遭あわれました」


「…………え？」


　聞いた瞬間、キンッと耳鳴りがして、身体からだが一いつ瞬しゆんにして強こわばった。


「な…に……？」


　美作の言葉に、耳を疑う。


「翔一さまが事故に遭われました」


　美作はもう一度、嚙かんで含ふくめるような口調で繰くり返した。


（──事故って、どんな？　翔一さまに怪け我がは？　今どこに？）


　言葉の意味を理解すると同時に、今度はいくつもの疑問が胸にどっと押し寄せてくる。


「そ、それで、翔…一さまは……？」


　それなのに、息が詰つまって、うまくしゃべれない。


「今は病院に。怪我はなさってますが、命に別状はありません」


「あ、そう…ですか……」


（──良かった）


　心からほっとして、ほうっと息を吐はく。


　そんな和紗を見て、美作は少し目を伏ふせた。


「新しいビルの建設予定地を視察中に、いきなり車が突つっ込んできたのだそうです。どうやら、恨うらみを持つ者の仕し業わざらしい。ガードがいなければどうなっていたか……」


「……命を、狙われたんですね」


　それでは、事故ではなく事件だ。


　翔一に対して故意に危害を加えようとする人間が存在することに、和紗はゾッとする。


「大丈夫ですよ。犯人は私どもで捕とらえてありますから……。ですが今はそんな愚おろか者のことなどどうでもよろしい。──実は、少し困った事態になっています」


「ひどい怪我をしてるんですか？」


「しばらく入院することにはなりますが、ひどいというほどでは……。ただ、頭部を強打なさってます」


「意識は？」


「しっかりしておられますよ」


「では、なんなんです？」


　和紗は勿もつ体たいぶって、まわりくどく話されることに苛いら立だっていた。


　それが許される立場なら、今すぐ病院に飛んで行きたいぐらいなのに……。


「はっきり、言ってください！」


　珍しく声を荒あららげた和紗を、美作がひたと見つめる。


「頭部の強打により、記き憶おくに障害がでています。──翔一さまは、ここ三年ほどの記憶を失いました」


「え……？　それって……」


　思いがけない言葉に、和紗は絶句した。


「過去三年間の記憶がないということです」


（三年間って……）


　つまりは、心だけが三歳若い状態に戻ってしまったということ。


（え？　じゃあ、まさか……）


「あ……の……、僕……のこと……は？」


「覚えておられません。──今の翔一さまは、あなたを必要としてはおられない」


（必要じゃ……ない？）


　ガツンと頭を殴なぐられたような気がした。


　所しよ詮せん自分は、いつか翔一に捨てられる玩具おもちやなんだと覚かく悟ごしていた。


　でも、それは今じゃない。


　もう少し先の話だと思っていたのに……。


（でも……だったら、どうしたら……）


　頭がまっしろになってしまって、なにも考えられない。


　和紗は、ただただ呆ぼう然ぜんとしていた。








　もはや翔一が和紗を必要としていなくても、今はまだ家に帰すわけにはいかない。


　そう美作に言われた。


　最初に提示した期間に満たない時点で和紗を家に帰せば、なにか問題があったのかと不ふ審しんがられ詮せん索さくされることにもなりかねない。


　それはお互たがいに都合がよくないだろうと……。


　和紗は、納得して、ここに留とどまることを了りよう解かいした。


　その後のことは、翔一が退院してきてから決めようという話になっている。


　退院してきた翔一が、和紗を必要ないと言った場合には、住むところを他に用意するので、そこに移動してもらうことになるとも言われた。


　翔一に恋こいをしているのかもしれないと気づく前の和紗だったら、これで自由になれる、玩具扱あつかいされずに済むと、きっと飛び上がって喜んだだろう。


　でも、今は違ちがう。


　ここから出て行きたくないと思う。


　自分と翔一とでは住む世界が違いすぎて、この屋や敷しきを出てしまったら、顔を見ることすら叶かなわなくなる。


　それは、なによりも辛つらいことのように、今の和紗には思えるのだ。


（もう、しょうがないし……）


　すべてを忘れてしまった翔一が、もう自分を必要としていないのだと言われたあの日、和紗は色んなことを諦めた。


　最初に諦めたのは、抱だきしめる翔一の腕うでの強さや、見つめてくる瞳ひとみの色に意味があるんじゃないかと期待してしまうこと……。


　期待したところで、翔一の中には、もう和紗の存在はないのだから無む駄だなこと。


　以前のように抱きしめてくれることさえ、もうないかもしれないのだから……。


　そして、心に芽生えた翔一への恋心を押さえ込もうとすることも、もう諦めた。


　翔一に捨てられるのはもう少し先の話、まだ一年以上は側そばにいられると安心して向き合おうとしなかったけど、捨てられるどころか綺き麗れいさっぱり忘れ去られているという現実に直面して、自分の気持ちを嫌いやと言うほど思い知らされた。


　話しかけてくれなくても良い、優やさしくしてくれなくてもいい。


　どんな形でも良いから、側にいたい。


　側に置いて欲しい。


　そんなことを、心から願ってしまっている自分自身を自覚してしまったから……。


　自分でも、そんな自分を愚かだと思う。


　騙だまされて連れてこられて、強ごう引いんに身体を開かされて、家にも帰してもらえない。


　ここでの生活に良いことなんかなかったのに、そんな生活を強要していた相手に恋をするなんて……。


　それでも、自覚してしまった恋心は、自分でもどうにもならない。


　否定して消そうとしても消えてくれないし、胸の奥深くに押し込めようとしても、嫌だと暴れて胸が痛くなって、その存在を強く主張されてしまう。


　だから、もう、諦あきらめた。


　この恋を認めたところでなにも変わらない。


　翔一が今までのことを忘れてしまった今、辛いことのほうが多いかもしれない。


　恋心を認めても、拒きよ絶ぜつしても苦しいことに代わりがないのなら、もう諦めて素す直なおに認めてしまおうと和紗は思う。


　そのほうが、きっと自分らしいから……。


（早く退院してこないかな……）


　翔一が入院して以来、和紗はひとりきりの長い夜を持て余していた。


　勉強をするでもなく机に向かい、頰ほお杖づえをつきながら、ぼんやりと思う。


　病院に見み舞まいに行ける立場ではないし、そもそも翔一が自分を覚えていない以上、行ったところで会ってくれもしないだろう。


　怪我の予後は順調で、記憶障害以外の後こう遺い症しようはないと教えられていたが、やはり姿を見ないことには落ち着かない。


　すべてを忘れた翔一は、はじめて見る和紗をきっと冷たい目で見るだろう。


　それでも良いから、無事な姿を見せて欲しい。


　安心させて欲しい。


「……翔一さま」


　思いを込めて名前を呟つぶやいたら、胸の奥が甘く痛んだ。











　怪け我がをしてからちょうど一月後、翔一は退院して屋敷に戻もどってきた。


　美作からその存在を知らされていたのだろう。


　翔一は、他の使用人達と共に玄げん関かんで出で迎むかえた和紗に目を留め、「これが？」と怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。


　以前の自分がこの子供をわざわざ屋敷に引き入れたことが信じられないといった表情に、和紗の胸は痛む。


（本当に……忘れてるんだ）


　向けられる冷ややかな視線が、針のように感じられる。


　それでも和紗は、痛みに堪たえて、見つめ返した。


（……良かった）


　服の上から見る限り、翔一の身体からだに怪我の痕こん跡せきは認められない。


　顔色も悪くない。


　それがわかっただけでも充じゆう分ぶんだと、自分を慰なぐさめる。


　その後、翔一はすぐに和紗への興味を無くしたらしく、一言もないままに歩み去った。








　その翌日の夜、和紗は翔一の自室へと呼び出された。


　それ以前に、美作からはそういうことがあったら、それなりに支し度たくして行くようにと言われていた。


　だから仕方なく眼鏡めがねを外し、翔一が入院している間は袖そでを通さなかった派手な絹の肌はだ襦じゆ袢ばんを身につけた。


　これを着た自分は、今の翔一の目にどう映るだろう？


　以前の翔一は、煽せん情じよう的な肌襦袢は、淫いん乱らんなおまえに似合うと言った。


　そう言われることで和紗が傷つくと知っていたから……。


　そうじゃない、違うと言いたくても、それが許されない立場ゆえのジレンマと苦痛に表情を曇くもらせる和紗を見るのが楽しかったんだろう。


　でも今の翔一は、そのときのことを知らない。


　和紗が、自ら望んでこんな格好をしていると思うかもしれない。


　こんな、男を誘さそうような服装で、誰だれが相手でも自ら進んで足を開く淫乱だと本当に誤解されてしまうかもしれない。


（……嫌だな）


　翔一の部屋に向かう足が、ひどく重かった。








「遅おそい」


　部屋に行くとすぐに叱しかられた。


「時間がかかりすぎだ。五分以内に来い」


「すみません」


　ソファーで新聞を読んでいた翔一に苦情を言われ、和紗は頭を下げた。


　いつもは翔一が和紗の部屋に来ていたから、翔一の部屋に入るのはこれがはじめて。


　仕事用の大きなデスクと書しよ棚だな、それにソファーしかない殺風景な部屋だった。


　奥にドアがあるが、たぶん和紗の部屋と同じで寝しん室しつに通じているのだろう。


「いつまで入り口で突つっ立っている。さっさとこっちに来い」


　呼ばれて、翔一の前に歩み寄る。


「ふん、なるほど。そうしていれば、それなりだな」


　ジロジロと値ね踏ぶみする視線の圧力に耐たえて、和紗は翔一を見つめ返した。


（……やっぱり、違う）


　見つめる瞳の温度が、以前よりずっと冷たく感じられる。


　はじめて身体を開かされた夜の視線には、獲え物ものを値踏みするような熱が籠こもっていたけど、今はそれもない。


（覚えてないって、こういうことなんだ）


　興味を持ったことすら覚えていない今の翔一にとって、今の自分は知らないうちに屋や敷しきに住み着いていたよそ者でしかないんだろう。


　悲しくなって目を伏ふせると、翔一が読んでいた新聞の見出しが目に飛び込んできた。


　見出しに書かれた事件は、少し前に世間を騒さわがせた汚お職しよくのもの。


　三年間の記き憶おくの空白を埋うめるために、新聞を遡さかのぼって読んでいるのだろう。


（僕を思い出す努力なんて、してくれるわけ……ないか）


　そんな無駄なことに労力を割さく人じゃない。


　それぐらいだったら、きっとあっさり捨てる。


　今、自分がここに呼ばれたのは、今すぐに親元に帰すわけにはいかないからと、美作から判断を委ゆだねられたせいだろう。


　役に立つならここに置く、立たないなら余所よそにやる。


　二に者しや択たく一いつの判断。


「しかし、こうして見ていても信じられないな。男の子には興味がないはずなんだが……。俺は本当におまえを抱いていたのか？」


　怪訝そうに聞かれた。


「……はい」


　胸がずきんと痛んだ。


「我ながら、どういうつもりだったのか……。気き紛まぐれにしては奇き妙みような話だ」


　これが恋こい心ごころを自覚する前だったら、騙だまして連れてきて玩具おもちやにした癖くせに勝手なことを言うなと猛もう烈れつに怒いかりを感じていただろう。


　でも今は、辛つらいだけだ。


（このまま、追い出されるのかな）


　それは嫌いやだ。


　会えなくなるのは辛い。


「考えても埒らちがあかないか……。おまえ、和紗と言ったか？」


「はい」


「わざわざ裏から手を回してまで手に入れたのなら、それなりに良かったんだろう。試ためしてやる。──俺をその気にさせてみろ」


（その気にって…言われても……）


　和紗は、肌襦袢の襟えりをギュッと握にぎった。


　翔一は、自分を誘えと言っている。


　でも、和紗はそんな方法なんか知らなかった。


　いつだって、命令されるままに身体を開くばかりだったから……。


（僕は、娼しよう婦ふじゃない）


　久しぶりの屈くつ辱じよく感に手が震ふるえた。


　それでも、今ここで翔一に気に入られなかったら、ここから追い出されてしまう。


（……やらなきゃ）


　それ以外に選せん択たくの余地はない。


　仕方なく、和紗はソファーに座ったままの翔一の前に跪ひざまずいた。


　ベルトに手をかけ、前を開いて、その気のないものを取り出して、最初の頃ころ、翔一に教え込まれたように手と口で丁てい寧ねいに奉ほう仕しする。


（ああ……、どうしよう）


　男の子に興味がないと言ったのは本心だったようだ。


　直接的な刺し激げきをくわえても、なかなか翔一はその気になってくれない。


「……ん……ふぅ……んん……」


　その気になってもらいたくて、和紗は懸けん命めいに奉仕した。


　そんな自分が惨みじめで、悲しくて、胸が詰つまる。


　それでも、止めるわけにはいかなかった。


　顎あごが外れるかと思うぐらい唇くちびるを開き、喉のどの奥までくわえ込む。


　しばらくして、やっと翔一に変化が見えた。


「ふん、さすがにうまいものだな。……美味うまそうにくわえるじゃないか」


（教えたのは、あなたなのに……）


　最初から、こんなことができたわけじゃない。


　自分から望んで、こんなことを仕込まれたわけでもないのに……。


　忘れられたのがひどく悲しくて、和紗は思わず唇を離して翔一を見上げた。


　だが、気持ちは通じない。


　悲しくて潤うるんだ眼めを、翔一は欲情しているものと勘かん違ちがいしたようだった。


「いいぞ、乗れ」


　冷ややかに命令されて、唇からため息がこぼれる。


　それすらも、翔一には、期待するあまりの吐と息いきと聞こえているかもしれなかった。


「……はい、翔一さま」


　ソファーの上に膝ひざをつき、座ったままの翔一に自分からまたがる。


　肌襦袢は脱ぬがず、胸元だけはだけた状態で裾すそをまくり上げる。


　男の子に興味がないと言った今の翔一は、自分の身体からだなんか見たくないだろうと思って……。


「……っ……あ……ふっ……」


　自分で指を濡ぬらし、手早く後ろを濡らして、ゆっくりと身体を落として自分から翔一を呑のみ込んでいく。


　一ひと月つき以上開かれていなかった身体だけに、前技もなしに挿そう入にゆうするのは無理があった。


「んん……ん……」


　はじめて挿いれられたときですら、これより全然楽だったと思う。


　身体を引き裂さかれるような痛みに、悲鳴がこぼれそうになる。


（……だめ）


　ここで悲鳴をあげたら、きっと興ざめだと思われる。


　和紗は必死で耐えて、奥深くまで翔一を呑み込んだ。


「さすがに、女よりキツいな」


　全部呑み込むと、翔一が微かすかに笑った。


「……ひぁっ！」


　腰こしをつかまれ、乱暴に揺ゆすり上げられる。


　身体を裂かれる痛みに、息が詰まる。


　それと同時に、擦こすり上げられ、奥深くをえぐられるたびに、確かな疼うずきが奥深くから沸わき上がってくる。


「……あ……ああっ……んぅ……」


（あ……うそ）


　そんな自分の身体の反応に戸と惑まどう暇ひまもなく、馴な染じんだ喘あえぎ声が唇から勝手にこぼれた。


　翔一を呑み込んだそこが、動きにあわせて貪どん欲よくに収縮する。


「なるほど……。悪くはないか」


　興が乗ったらしい。


　翔一は和紗をソファーの上に四つん這ばいにさせ、自分は立ったまま、肌はだ襦じゆ袢ばんをまくり上げて背後から突つき入れた。


「あ……あっ……ふぁっ……ああ……」


　なんの気き遣づかいもなく、乱暴に突き入れられる。


　和紗はソファーの背にしがみつき、苦痛と快感の混ざり合った感覚にたまらず喘いだ。


　やがて、痛みよりも快感が勝まさりはじめた頃、


「ふぁ……。んんっ────！」


　深く突き入れられ、身体の奥に熱い衝しよう撃げきを感じた。


　唐とう突とつな終わり。


　そして、余よ韻いんを味わう暇もなく引き抜ぬかれる。


「もう良い。自分の部屋に戻もどれ」


　翔一は引き抜いたものを肌襦袢の裾で拭ぬぐって服装をなおすと、和紗が来る前に読んでいた新聞を拾い上げ、デスクに向かった。


（気に……いらなかったのかな）


　唐突に突き放され、和紗は途と方ほうにくれて翔一を見た。


　だが、再び新聞を読みはじめた翔一は、もはやその視界に和紗を入れるつもりもないらしい。


「……失礼します」


　和紗は、鈍にぶく痛む心と身体を無理矢理に動かして、その場を後にした。








　部屋に戻り、シャワーを浴びようと肌襦袢を脱ぎかけた和紗は、自分の内うち腿ももに精液と血の混じったものがつたうのを見てショックを受けた。


　今まで数え切れないほど翔一に抱だかれてきたけど、こんな風に身体を傷つけられたのははじめてだ。


　縛しばられ、無理矢理身体を開かされた最初の夜でさえ、こんな状態にはならなかったのに……。


（……翔一さま）


　かつての翔一が自分を傷つけないよう気を遣ってくれていたのだと、改めて気づかされた。


　たとえそれが、乱れる和紗を眺ながめ、淫いん乱らんと罵ののしって楽しむためであったとしても……。


　今の翔一に貫つらぬかれ、身体の奥で淡あわい快感を感じはしたけど、和紗はけっきょく達いかなかった。


　以前、何度か途と中ちゆうの状態で放置されたときは、身体の奥に淀よどんでいる熱い欲求に耐たえきれず、惨めさに震えながら自分で自分に手を伸のばしたりもしたけれど、今はそんな欲求さえ感じない。


　鈍い痛みと、疲ひ労ろう感で身体が重いだけ……。


（僕、いま、誰だれに抱かれたんだろう？）


　ふと、そんな疑問が胸をよぎる。


　あれは確かに翔一だったけど、でも同時に全然違ちがう人。


　翔一と同じ身体を持った、見知らぬ他人。


　和紗は抱かれながらも、以前の翔一とは違うと感じていた。


　それなのに、身体は貫かれて淡い快感を覚えた。


　自分を抱いているのが恋こいした相手じゃないと思っていたのに、演技するまでもなく、勝手に媚こびるような声が唇からこぼれてしまった。


「これじゃ、本当に……淫乱じゃないか……」


　翔一の側にいたいと思うあまり、違うと感じながらも自ら進んで身体を開いた。


　自分で自分自身の想おもいを汚けがして、貶おとしめたようにさえ思えてくる。


（ああ……もう、いや）


　はじめての夜、力ずくで汚されて、プライドを踏ふみにじられた。


　あのときより、ずっと大きな喪そう失しつ感に足元がぐらつく。


　耐えきれずに、和紗はその場にへたり込んでしまっていた。








　翔一は、それなりに和紗を気に入ったようだった。


　以前の翔一とは違うと思っても、和紗には自分から拒こばむことはできない。


　拒めば、ここでの自分の存在意義が消えてしまう。


　そうなれば屋や敷しきから追い出されて、翔一の姿を見ることすら叶かなわなくなるだろう。


　それがどうしても嫌いやで、和紗は辛つらくなるだけの逢おう瀬せを黙だまって我が慢まんし続けた。




　　　　６







　飛鳥井の屋敷に来て、二度目の初夏。


　その頃ころには、翔一に呼ばれる回数はぐっと減っていた。


　以前の翔一は、自分を玩具おもちや扱あつかいしていると思っていた。


　でも、今の翔一にとって、自分は道具なんだろうと思う。


　屈くつ辱じよくに打ちひしがれ、快感に乱れる姿を見て楽しむつもりもなく、ただ性欲を解放するだけに利用する道具。


　その証しよう拠こに、翔一は以前のように和紗を眺めて楽しむことをしなくなった。


　むしろ、必要なとき以外は視界に入れたくないようで、食事を共にすることさえない。


　美作からは、もう和服を着る必要はないと申し渡わたされてもいる。


　週末に家に帰ることも許されるようになったし、次の夏休みには長期間の滞たい在ざいも許された。


（翔一さま、今年はひとりで避ひ暑しよに行くのかな）


　もしかしたら、別の誰かを伴ともなって行くのかもしれない。


　そう考えただけで、胸がギュッと痛くなる。


　今の翔一は、去年の夏を共に過ごした翔一とは違うと思っている癖くせに、それなのに自分は嫉しつ妬としているのだ。


　呼ばれる回数が減ったあたりから、翔一は外がい泊はくするようになっていた。


　翔一が通り過ぎたあとに、女物の香こう水すいの残のこり香がを感じたこともある。


　新しく楽しめる玩具おもちやを、外に見つけたのかもしれなかった。


（いつまで、ここにいられるだろう）


　ずっと側そばにいたいが、今の翔一は自分を必要とはしていない。


　機き嫌げんを損そこねたり、邪じや魔まだと思われたら、すぐにも追い出されるだろう。


　でも、それまでは、どんなに邪じや険けんにされても側にいたいと思う。


　たまに、顔を見れるだけでも充じゆう分ぶんだから……。











「少し、やつれたよね？」


　久しぶりに部屋を訪おとずれた恭司に聞かれて、和紗は首を振ふった。


「いえ、そんなことないです」


「そう？　……う～ん、困ったな。ここで騙だまされてあげるのが大人の礼れい儀ぎだってのはわかってはいるんだけどね。騙されてあげられるレベルを超こえてるよ」


　いつも余よ裕ゆうのある笑みを口元に浮うかべている恭司が、やけに心配そうに言う。


　和紗は、困ってしまってちょっと目を伏ふせた。


「恭司さまこそ、お疲つかれなんじゃないですか？」


「あ、わかる？　そうなんだよ、けっこうお疲れでさ。あの人が抜けてる間に、色々と真面まじ目めにやっちゃったせいで、あれ以来、なにかあちこちから押しつけられる仕事量が増えちゃってさ。もう、うんざり」


　翔一が記き憶おくを無くしたことで、仕事のほうにも随ずい分ぶんと影えい響きようが出ていて、翔一が抜けた穴を恭司が埋うめていたらしいと、谷からは聞かされていた。


　翔一はといえば、退院後間もなく仕事に復帰していた。


　無くした三年間の記憶、仕事上のデータや経済界の動きなどは、入院中にほとんど把は握あくしなおしていたらしく、事故から半年以上経たった今では、記憶が欠けていることを誰もが忘れてしまうほどなのだそうだ。


　そういう話を聞くと、自分だけが取り残されているなと思う。


　元通りに仕事ができるようになったからそれでいいと、誰もが納なつ得とくしている。


　本人でさえ消えた三年間の記憶に拘こだわっていないのに、和紗だけは思い出してくれないかなと、いまだに未練がましく考えてしまっている。


　もう一度、自分が好きになったあの翔一に会いたい。


　もう一度だけ、以前のように見つめてくれないかなと願ってしまう。


　そのたびに、未練がましいと惨みじめになるだけだけど……。


　いい加減、諦あきらめなきゃいけないのかとも思う。


　そんなことばかり考えてしまって、いつも沈しずんだ顔をしているせいか、最近では谷が以前にも増して気き遣づかってくれていて申しわけないぐらいだ。


　たぶん恭司がこうして部屋を訪れてくれて、話し相手になってくれるのも、気晴らしにでもなればと谷に頼たのまれてのことなんだろう。


　そう思って聞いてみたら、「半分正解」と恭司は微ほほ笑えんだ。


「俺自身もずっと君のことが気になってたからさ。……で、どう？　そろそろ限界なんじゃないかな？」


「なにがですか？」


「この屋敷にいるのがさ。──俺のところに来ないか？」


「え？」


　思いがけない申し出に、和紗はきょとんとして恭司を見つめ返す。


「あ、大だい丈じよう夫ぶだよ？　下心は、たぶんそんなにはないから」


　恭司は明るい調子でさらりと言った。


（……たぶんって）


　あまりにも気楽な言い方すぎて、冗じよう談だんにしか聞こえない。


「恭司さま、またなにか僕を騙そうとしてません？」


　幽ゆう霊れい話で脅おどかされたときのことを思い出して聞いたら、「違うって」と苦く笑しようする。


「本気の話だよ。ちゃんとあの人にも話を通してあるし」


「え？　翔一さまにも？」


「そう。……興味が失うせたのなら、俺にくれないかってね」


　翔一絡がらみなら、冗談でも噓うそでもないんだろう。


「それで……翔一さまは、なんて？」


　鼓こ動どうが痛いくらいに激しくなる。


「気に入ったのなら連れてって構わないってさ」


「……そう……ですか……」


　残ざん酷こくな言葉だった。


　和紗は、すうっと、身体からだの力が抜ぬけて行くのを感じていた。


　思わずうつむいた視線の先、膝ひざの上の手が勝手に震ふるえている。


　やっぱり、と心の中で声が響ひびく。


　自分が連れてきた癖に途と中ちゆうで放ほうり出すのかと恨うらみ言を言ったところで、本人が覚えていないのだからしょうがない。


　今の翔一が、自分に対して特別な興味を抱いだいてないとちゃんと知っているつもりだった。


　この顔も、身体も、翔一にとってはもうなんの価値もない。


　それなのに、改めてそれを思い知らされてショックを受けている自分がいる。


　諦めきれない、惨めな自分が……。


「谷からは、君が大学を受験する予定だって聞いてるよ。そろそろ本ほん腰ごしを入れて勉強したい時期なんじゃないかと思ってさ。……たぶん、ここにいるよりは、きっと俺のところに来たほうが精神的にも落ち着いて暮らせるはずだ。ああ、そうだ。なんだったら、谷も一いつ緒しよに来れるようにしてあげようか？　彼女が一緒なら、君も安心して過ごせるだろうし」


　ね？　と相変わらずの気楽な調子で恭司が言った。


　でも、ふざけての言葉じゃないし、軽い気持ちからの申し出でもないだろう。


「気を遣ってくださって、ありがとうございます」


　うつむいたまま、軽く頭を下げる。


「でも、お断り…します。……もう少しだけ、ここに、この屋敷にいさせてください」


　そう告げると、しばらくして恭司のため息が聞こえてきた。


「ここにいたって、君にとって良いことはなにもないよ？」


「わかってます」


　翔一にとって今の自分は、気軽に手放せるただの道具。


　いてもいなくても大差ない存在だと、ちゃんとわかってる。


　でも、どうしても離はなれがたい。


　期限が切れて家に帰されるぎりぎりまで、翔一の姿を見ることができる場所にいたい。


「あ、でも……。翔一さまが新しい女の人を呼ぶために、僕が邪魔だと言うのなら……出て行きますけど……」


　和紗は、以前に嗅かいだ香水の香かおりを思い出しながら言った。


「それは、大丈夫。──あの人が愛人を屋や敷しきに呼ぶことは絶対にないからさ」


「え、でも……」


　あまりにもきっぱりと否定されて、和紗は思わず顔を上げた。


　自分を連れて来たように、この先も新しい誰だれかを連れてくることだってあるだろうに……。


「あの外見に有り余る財力とくれば、利用したがる人間は鈴すずなり。愛人志願者には不自由してないようだけど、でも、いっつも長続きはしないんだよね。長く側に置くと、増長して生意気になってうっとおしいからって、すぐに相手を取り替かえちゃうわけ。半年と続かないのに、わざわざ屋敷にまで連れてきたりしないって」


　あのね、と恭司は軽く身を乗り出して和紗を見つめた。


「そもそも、あの人は自分から誰かを望んだことなんかなかったんだよ。──君がはじめてなんだ。自分から望んだのは……」


（はじめてって……）


　どくん、と和紗の鼓動が高鳴る。


「……それって、この顔が、気に入ったってことですよね」


「さて、どうだろう。あの人がなにを考えてたのかは俺にもわからないし……。でも、君が特例だったのは事実だよ。美作から君の話を聞かされたときは、珍めずらしいこともあるもんだって真しん剣けんに驚おどろいた。と同時に、ちょっとだけね、期待もしちゃったんだよ」


「期待……ですか」


「まあ、勝手な期待だってわかってはいたんだよ。……それでも、はじめて会ったとき、君が美作に騙されてるって気づいても忠告してあげる気にはなれなかった。チャンスだと思ってたからね。君には気の毒だとも思ったんだけどさ」


　今いま更さらだけど、ごめんね、と謝られて、和紗は首を横に振ふった。


「たぶん、この屋敷の者はみんなそうだよ。差はあっても、それなりに期待していたと思う。……君にね」


「僕……に？」


　和紗は、意味がわからず首を傾かしげた。


「うん、君に。──君が、あの人が変わるきっかけになってくれるんじゃないかってさ」


「あの……どういうことなのか、僕にはわからないんですけど……」


「ごめんごめん、そうだよね。……そりゃ、わかんないよなー」


　恭司は、ソファーの背に凭もたれ、頭の後ろで手を組んで天てん井じようを仰あおいだ。


「諸悪の根元は、俺たちの父親なんだ。……俺が引き取られた事情は話したよね？」


「はい」


「あれでわかるように、実にエキセントリックな人だったんだよ」


　金かね儲もうけ至上主義。


　翔一と恭司の父親は、まさに人を人とも思わない人間だったのだと、恭司は言った。


　親兄弟、妻も愛人も子供も、周囲の人間を整理して振り分ける記号ぐらいにしか思わなかったほどに……。


「俺はさ、すこしばかりかっとんだ母親に途中まで育てられたもんでこんな調子だけど、あの人はさ、この屋敷の中であの男の歪ゆがんだ価値観だけを押しつけられて育ってるんだよ。完かん璧ぺきな後こう継けい者しやだって言う奴やつもいるけど、俺に言わせりゃあの男のコピーみたいなもんさ。あの人の母親がもう少し強い女だったら、ちょっとはましだったんだろうけど……」


　自分ひとりの不幸に酔よいしれて死んじまったからね、と苦く笑う。


「あの男が死んで、少しはましになるんじゃないかって期待したけど、逆効果。あの男が抜けた枠わく組ぐみに、自分からすっぽりはまり込んじまってさ。このままじゃ、あの男とそっくり同じ人生を送るんじゃないかって、こっちは気が気じゃなかった」


「恭司さまが、忠告してあげることは？」


「むりむり。あの男から変わり種の道どう化け扱あつかいされてた俺の意見なんか聞きゃしないって。あの男の代から仕えている使用人達は、あの人を子供の頃ころから知ってるせいかけっこう同情的だけど、使用人如ごときの意見を聞くような人でもないしね。唯ゆい一いつあの人に意見できる美作は、あの男に忠誠を誓ちかってた犬だから、もう八方ふさがり。金儲けのためだけに生きる人生なんて、ろくなもんじゃないってのに……。で、そんなトコに現れたのが君。──あ、いや、違ちがうか。現れたんじゃなくて、捕つかまって連れてこられたのか」


　冗談めかした恭司にちらっと笑いかけられたが、さすがに和紗はこれには笑えなかった。


「この顔が気に入られたんだって、美作さんが言ってました」


「君にとってはひどい話だったって、それはわかってる。でも悪いけど、俺たちにしてみれば、君の出現は青せい天てんの霹へき靂れきってやつだったよ」


「……大おお袈げ裟さです」


「いいや、違う。大袈裟なんかじゃない。──本当にね、はじめてだったんだよ。あの人が利益とは関係ないところで他人に興味を持ったり、欲しがったりしたのは……」


「でも、やっぱり……大袈裟です」


　そもそも、人間扱いしてもらえなかった。


　乱れる姿を眺ながめ、屈くつ辱じよくに嘆なげかせて楽しむための玩具おもちやとして欲しがられただけだ。


「それでもね、俺たちは期待しちゃったんだよ。──はじめて自分から望んだ君を側そばに置くことで、あの男のコピーじゃなく、飛鳥井翔一としての心が目覚めてくれはしないかってさ。……うまくいってると思ってたんだけどね。半年以上経たっても、君を手放そうとはしなかったし、ずっとひとりで過ごしていた夏の休きゆう暇かにも連れてくしで……。でも、それもあの事故で全部チャラ。ものの見事に元通り。三年分もの記き憶おくがなくなってるってのに、顔色ひとつ変えないで、『その間の情報を』とか冷静に言ってくれちゃって……。ったく。──完全に、あの男のコピーに戻もどったよ」


　残念で仕方ないね、と天井を仰いだままで目を閉じた。


「だからね、本当に今更だけど、俺は君に負い目を感じてる。こっちの都合で君の痛みに目をつぶって利用したのに、結局は無む駄だな犠ぎ牲せいになってしまったからね」


「だから、ここから連れ出してくれるって……？」


「うん、そう。谷や藤崎なんかも、可能なら少しでも早く君をここから出してやってくれって頼たのんでくるし」


「藤崎さんまで……。なんか、この屋敷の人って、いい人が多いですよね」


　気にかけてもらえるのが嬉うれしくて、和紗は微かすかに笑えみを浮うかべた。


「ああ、それは確かに……。奇き妙みようなもんでさ、あの男が連れてきた使用人には質たちの悪い奴はいないね。どんな形であれ、恩を受けたら裏切れないような人間を選んだだけかもしれないけど……。でも、ま、それ本人達には言わないほうがいいね。みんな、俺と同じように君に負い目を感じてる。きっと罪悪感でどよんと落ち込んじゃうよ」


　さて、と呟つぶやいて、恭司はもう一度軽く身を乗り出した。


「もう一度聞こう。──和紗くん、俺のところに来ないか？」


　今度は真剣な表情をしている。


「ありがとうございます。……でも、お断りします。最初の約束通り、高校を卒業するまではこの屋敷にいさせてください」


　お願いします、と頭を下げた。


「あの人が、もう君のことを望んでいなくても？」


「それでも……いいです」


「そうか。……参ったな」


　恭司は、また、ため息をついた。


「答えたくないなら答えなくて良い。──ねえ、和紗くん。もしかして、君は、あの人のことが好きなのかい？」


「…………はい」


　和紗は、少し迷ってから、素す直なおにうなずいた。


「でも、それで迷めい惑わくをかけるようなことは絶対にしませんから。時が来たら、ちゃんと諦あきらめて家に戻りますから……。だから、それまでは……」


　どうか側にいさせてください、と頼む。


「ああ、まったく！　勘かん弁べんしてくれよ！」


　恭司はいきなりソファーから立ち上がると、和紗から目をそらして、つかつかと窓の側に行ってしまった。


「あの……恭司さま？」


　厄やつ介かいなことをいきなり言い出されて、面めん倒どうになったんだろうか？


　和紗は不安になって、恭司の背中を見つめた。


「嫌いやな予感はしていたんだ。……ひどい目に遭あってきたはずだろう？　恨うらんで当然なのに、どうしてそういうことになるんだ？」


「そんな……、どうしてって言われても……」


　自分でだって、どうしてこんなに翔一を恋こいしいと思うようになったのかわからない。


　はじめて会ったあの日、翔一の姿にみとれたのは事実だけど、あれは単純な憧あこがれのようなものだった。


　再会さえしなければ、思い出すことさえあったかどうか……。


「疑似恋れん愛あいじゃないのか？　肌はだを合わせた気安さで、君は勘かん違ちがいしてるんだよ」


「そんな……」


　身体からだの快感に心まで引きずられたのだと、そんな風に思えたら、いっそ楽かもしれなかった。


　でも、和紗は翔一に抱だかれたいんじゃない。


　ただ抱きしめて欲しいと、そう思う。


　もう一度、短くてもいいから話をしてみたい。


　ここにいることに気づいて、自分を見て欲しい。


　ちゃんとした恋愛をしたことなんてなかったから、この想おもいを偽にせ物ものだと言われても、どうやってそれを否定すればいいのかわからない。


　どんな風に、この想いを説明すればいいのかもわからない。


（でも、どうやっても消えないから……）


　自分でだって、何度も否定しようとした。


　あんな目に遭わされて、それでも好きだなんてあり得ない。


　気のせいだと、勘違いだと、何度も思い込もうとした。


　でも、駄だ目めで……。


　どうしても、消せなくて……。


「……ご…めんなさい。面倒なことを言って……」


　どう答えたらいいのかわからなくて、和紗はただ謝ることしかできなかった。


「謝るのはこっちだ。……まったく、こんなことになるとは」


　窓の外を見つめたまま、恭司は肩かたを落とした。


「あんな事故さえ起きなかったらと思うよ。命を狙ねらわれる原因を作ったのはあの人だから、あの人にとっては自じ業ごう自じ得とくでも、君にとってはとんでもない不運だ。──それに、俺だって悔くやしいよ。あとほんの少しの時間があったら、あの人だって自分の気持ちに気づいたはずなんだ。気づいてさえいたら、もう一度、自分自身の人生をやりなおすチャンスを得られていたかもしれないのに……」


「自分の気持ちって？」


　和紗の問いに、恭司は振ふり向く。


「あの人は……、翔一は、君を愛していたよ」


　悲しそうな顔で、辛つらそうに呟いた。


「そ……んな……。慰なぐさめてくれなくても…いいです」


　そんな慰めを言われたら、よけいに悲しくなる。


「慰めてるわけじゃない」


「じゃあ、また……噓うそ、ですか？」


　いくらなんでも質の悪い噓だ。


「噓でもないよ。本当のことだ。──そうでもなければ、わざわざ犯罪まがいのやり方で、君を手に入れたりはしなかったはずなんだから」


「でもそれは、この顔が気に入ったからだって……」


「そんなの口実さ。顔なんて、整形すればいくらでも同じ顔を作れるだろ？」


「整形だなんて、そんなこと……」


「あの人の愛人になれるなら、顔ぐらい喜んで作り変える女はいくらでもいるよ。成長途と中ちゆうで、この先、面おも差ざしが変わる可能性のある君を手に入れるより、そのほうがずっと確実だし長持ちするしね」


　違う？　と聞かれても、和紗にはわからないからうなずけない。


「君への執しゆう着ちやくが、『愛』だってことに気づけずにいただけだ。いや、もしかしたら知らなかったのかもしれないな。あの人のオリジナル、俺たちの父親は、その手の感情の持ち合わせのない人間だったから……。──ああ、くそっ！　もう少しだったのに」


　恭司の悔しそうな声には、噓のかけらも感じられない。


（……ほんとうに、そう、なのかな）


　翔一は、少しは自分のことを好きでいてくれたんだろうか。


　──翔一は、君を愛していたよ。……気づけずにいただけだ。


　そんな恭司の言葉が、和紗の胸に熱く、甘く、反はん響きようする。


　一方的だった抱き方が変わりはじめた頃ころ、その指先や瞳ひとみに優やさしさを感じることがあった。


　あの頃にはもう、和紗は翔一に惹ひかれていたから、翔一の気き紛まぐれを自分にとって都合の良いように解かい釈しやくしているだけなんじゃないかと不安で、ほんとうに優しくしてもらえているのか自信がなかったのだけど……。


　翔一は、少しずつでも心を開いてくれていたんだろうか。


　髪かみに触ふれる指先や、頰ほおを包む手の平、強く抱きしめてくるあの腕うで。


　あのすべてに、意味があったんだろうか？


　もし、もしも、そうだとしたら……。


「──和紗くん？」


　和紗の顔を見た恭司は、ギョッとして、慌あわてて歩み寄ってきた。


「ああ、ごめん。……悲しませてしまったかい？」


「ちがう、違ちがうんです」


　胸に反響していた熱がまぶたにまで伝染して、知らずに涙なみだがにじんでいた。


　和紗は慌てて手の甲こうで拭ぬぐう。


「あの……、ほんとうにそう思いますか？　翔一さまは、少しは僕のこと、想ってくれてたって……」


　ほんとうに？　ともう一度聞く。


　恭司は少し悲しそうな顔で微ほほ笑えみ、うなずいてくれた。


「間ま違ちがいない。弟のこの俺が保証するよ。──君は、愛されていた」


　今いま更さらだけど、と恭司が苦く呟つぶやく声は、もう和紗の耳には届かなかった。


（……勘違いじゃ……なかったんだ）


　あの甘い抱ほう擁ようは、単なる気紛れじゃなかった。


　あの頃は、和紗自身も自分の気持ちを認められずにいた。


　やっと認めることができたのは、優しく抱きしめてくる腕を無くしてから……。


　そのときにはもうすべてが手て遅おくれ。


　もう二度と、優しく触れてくる指先の真意を聞くことはできないと諦めるしかなかった。


　今の翔一から道具扱いされて乱暴に扱われるたびに、あの甘い抱擁の記き憶おくも、自分に都合の良い夢みたいに思えるようになっていたけど……。


（ああ、よかった）


　無理矢理身体を開かされ、貶おとしめられて玩具おもちや扱いされた相手に恋をするなんて変だ。


　自分でもそう思っていたけど、でも、間違ってはいなかった。


　たまに心に触れる優しさや、肌につたわる熱さに真実があったから、だからこそ惹かれる心を止められなかったんだと今ならわかる。


　言葉にしては言ってもらえなかったけど、強く抱きしめられた、あの瞬しゆん間かんに真実がある。


　三年分の記憶と共に、翔一の中からは消えてしまっても、和紗の中にはちゃんと残っている。


　まだ、ちゃんと思い出せる。


　優しくされて、愛されていた瞬間もあったのだと……。


「……うれしい」


　嬉うれしくて、たまらない。


　でも、同時に、ひどく切ない。


　涙が、止まらなかった。




　　　　７







　飛鳥井の屋や敷しきに来て三度目の冬。


　この頃には、まったくと言って良いほど翔一に呼ばれることはなくなっていた。


　今の翔一に性欲処理のためだけに使われているとしか思えない抱き方をされるたび、記憶に残る以前の翔一との違いに戸と惑まどい、違う人に抱かれているようなジレンマを感じていた和紗にとって、それはむしろほっとすることだった。


　だが同時に、それは和紗が屋敷にいる存在意義がなくなることでもある。


　だから和紗は、翔一の気に障さわって邪じや魔まだと追い出されたりしないよう、息をひそめて暮らしている。


　それでも、この屋敷に来て以来、今が一番心が穏おだやかだった。











　その日、和紗は、お茶の師し匠しように頼たのまれて茶会の手伝いをしていた。


　家に帰れるようになってからというもの、以前のように家の手伝いもするようになっている。


　もちろん外出するからといって報告する義務はないが、親しくなった屋敷の使用人達には一応の予定を話すことにしていて、この日はちょうど空き時間だからと運転手の藤崎が送そう迎げいしてくれることになっていた。


　仕事でもないのに車を出させるのは申しわけなかったが、正直なところ目立つ和服姿で電車に乗らずに済むのがありがたかった。








「ここで降りるんですか？」


　茶会の手伝いが終わり、藤崎の運転する車で屋敷に戻もどってきた和紗は、正門と屋敷のちょうど中間地点で車を停とめてもらった。


「少し散歩したい気分なんです」


「でも、今日は寒いでしょう。 雪が降るって予報も出てますし。 コートもお持ちじゃないのに」


「大だい丈じよう夫ぶです。歩けばすぐ暖まるだろうし、すぐに屋敷に戻りますから」


「そうですか？」


　初老の運転手は心配そうに渋しぶ々しぶといった感じで、ドアのロックを外してくれた。


　車を降りる和紗に、食堂に温かい飲み物を用意しておきますよ、と告げて、車を車庫へと走らせる。


　走り去って行く車を見送ってから、和紗は道から外れ、芝しば生ふへと足を踏ふみ入れた。


「……う、けっこう寒い」


　車で送り迎むかえしてもらえるからと、コートどころかマフラーすら持ってきていない。


　薄うす墨ずみ色の曇どん天てんの空は低くたれ込め、冬ふゆ枯がれした木々の間を吹ふき抜ぬけて行く風は予想以上に首筋に寒い。


　車でぬくぬくと玄げん関かんまで連れて行ってもらえるところを、わざわざ途中で降りたのには理由がある。


　散歩したいというのは単なる口実で、本心は庭から屋敷を眺ながめたかったのだ。


　専属の運転手である藤崎が屋敷にいるのなら、翔一も外出してはいない。


　うまくすると、窓まど越ごしに翔一の姿を見ることができるかもしれない。


（こうでもしないと、顔も見れないんだもんな）


　屋敷へと足を運びながら、ひとり苦笑する。


　同じ屋敷で暮らしているとはいえ、屋敷が広い上に生活時間帯がまったく違ちがうせいもあって、顔をあわせる機会は滅めつ多たにない。


　かといって、帰宅時間に廊ろう下かをうろついていたらあまりにもわざとらしいし、翔一の気に障る危険性もある。


　だから、最近の和紗は、運転手の藤崎の動向を探さぐっては屋敷の庭を散歩している。


　車に乗り込む瞬間や、仕事部屋の窓越しに翔一の姿を見れるように。


　とはいえ、そうそううまくはいかなくて、ほとんどが無む駄だ足あしだったりするのだが……。


（でも、全然会えないよりはマシ）


　それに、たまに姿を見られたときは、凄すごく嬉しい。


　近くにいると以前の翔一との違いばかりが気になるけど、遠目でならそれも気にならない。


　優やさしく抱だきしめてくれていた、あの頃の翔一にもう一度会えたような気がして、ほんのり胸が温かくなる。


　それが一いつ瞬しゆんで醒さめる夢のような温ぬくもりでも、充じゆう分ぶんに嬉しい。


　もしも翔一が、最初から今みたいに自分を道具扱いしていたらどうなってただろうと、散歩しながらふと考えるときもある。


　その場合、自分は翔一を好きになっていただろうかと……。


（無理かな、やっぱり……）


　踏みつけられてばかりじゃ、どうしたって心は動かない。


　汚けがされた身体からだの記憶ばかりを抱かかえて、屈くつ辱じよく感を嚙かみしめたまま、この屋敷を出て行くことになっただろう。


　その後の人生をずっと、忌いまわしい記憶に苦しめられて……。


　いったい翔一は、どんな風に感じていたんだろうと考えることもある。


　この屋敷に連れてこられたばかりの頃ころや、ふたりきりで過ごした避ひ暑しよ地ちでの生活、その後の甘い抱擁……。


　なにを考えていたのか。


　どう思って、自分に触ふれていたのか。


　決して答えのわからないことを、ぼんやりと、ただ考える。


　甘く強く抱きしめられていたあの頃に、翔一への恋こい心ごころを素す直なおに認めていたら、どうなってただろうなんて考えたりもする。


　もしかしたら、翔一も応こたえてくれていたんじゃないか？


　ふたりの想おもいが一瞬でも通うこともあったんじゃないかと……。


　そんな甘い夢想に浸ひたっては、その場合でも翔一の記き憶おくはなくなってしまうのだと、風船が弾はじけるような痛い衝しよう撃げきと共に、現実に戻る。


　そして、少しの間だけでも心が通い合っていたのだと今の翔一に訴うつたえたりしたら、気持ち悪いことを言うなと嫌いやがられ、即そく座ざに追い出されていたかもしれないと悲しくなったり……。


（どっちが、ましだったかな）


　いきなり恋人を失うのと、通い合うことのなかった恋の欠片かけらの半分を、自分ひとりの胸だけに抱えて生きていくのと……。


　今の和紗は、一瞬でも想いが通い合った記憶を持っていたほうが幸せなような気がする。


　でも、もしかしたら、記憶があるからよけいに喪そう失しつの痛みが大きいってこともあるかもしれない。


　想いが通い合うことがなかった分だけよけいに、この恋心は憧あこがれにも似た輝かがやきを失わずに、胸を温め続けてくれるのかもしれないし……。


　そんな風に、和紗は、もしも、もしかしたら…とずっと考え続けている。


　でも、それもすべてが架か空くうの話。


　翔一の心にも愛はあったのだと保証してくれたのは、あくまでも恭司であって翔一じゃない。


　翔一の心の中にあった真実は消えてしまっていて、もう誰だれの手も届きはしないのだから……。


　だから和紗は、こんな風に物思いに耽ふけるのは、ここにいる間だけにしようと決めていた。


　現実感の乏とぼしいこの屋や敷しきの中でだけ、もしも、もしかしたら…と夢を見ようと決めていた。


　春になったら、ここを去らなければならない。


　それまでの夢だと……。


「……あ、降ってきちゃったか」


　目的の場所に辿たどりついたとき、視界の隅すみに白い影かげが見えて空を仰あおいだ。


　軽い雪が風に乗って、冬枯れの木々の間を舞まっていく。


　思わず手を伸のばし、雪を手の平にすくおうとしたら、視界の中に屋敷の窓が入った。


（……あ）


　ドクンと鼓こ動どうが高鳴る。


　雪が気になって見ていたのだろうか。


　たまたま窓から外を眺めていた翔一と視線があってしまった。


　まずいと思う暇ひまもなく、翔一の視線がふいっとそらされ、窓辺からその姿が消える。


（ああ、しくじった）


　部屋の窓を覗のぞいていることに気づかれないよう、ずっと細心の注意を払はらっていたのに。


　偶ぐう然ぜんとはいえ、視線があってしまったことで機き嫌げんを損そこねはしなかっただろうか？


　翔一の姿を見れたことより、そっちのほうが気になった。


（機嫌、悪そうだったな）


　翔一は、不機嫌そうに眉まゆをひそめていたように見えた。


（もしも、昔の翔一さまだったら、怒おこってくれたかも……）


　あの夏の日のように、こんな天気に薄うす着ぎでふらつくな、さっさと屋敷に入れ、と怒られたかもしれない。


　もう一度、怒って欲しかった。


　でも、窓辺にいたのは、あの夏の日に自分を見つめていた人じゃない。


　それでも、視線が絡からんだ瞬しゆん間かん、胸が高鳴った。


　それが、なんだかひどく切ない。


　和紗はため息をつきながら、窓から視線を外した。


　手の平に捕とらえ損ねた雪を、もう一度つかまえようと、空に視線を向けようとして、


「え……？」


　また、ドクンと鼓動が高鳴った。


「翔一……さま？」


　いつの間にか、すぐ側そばに翔一が立っていた。


　眉み間けんにしわを寄せ、ひどく不機嫌そうだった。


　なぜこんなところに？　と不思議に思う間もなく、翔一の手が和紗に伸ばされる。


　だが、その手は和紗の髪かみに触れる寸前で止まった。


「………つっ……」


　翔一は、いきなり頭を抱えて呻うめきながら、その場に崩くずれ堕おちた。


「翔一さま!!」


　なにがなんだかわからない。


　ただ、無む我が夢む中ちゆうで翔一の前にしゃがみ込んで、その顔を覗き込む。


「どうなさったんです？　大だい丈じよう夫ぶですか？」


　叫さけびながら顔を覗き込む。


　ひどく苦しそうな顔。


「頭痛がするんですか？　ああ、どうしよう」


　誰かいないかと周囲を見回したが、屋敷の敷しき地ち内ないだけに都合良く通りかかる者などいない。


「翔一さま、僕、人を呼んできますから」


　もう一度顔を覗き込むと、翔一は微かすかに目を開けて、和紗を見た。


「……く」


　和紗の手をギュッと痛いくらいの力でつかみ、再び呻いて苦しそうに目を閉じてしまう。


「翔一さま？　──誰か！　藤崎さん！　誰か来て!!」


　握にぎられた手を離はなすことができずに、和紗はその場で叫び続けた。







　　◇　◆　◇





　春だった。


　別に惜おしいとも思わずに寄付した建物の、その庭にある見事な桜の木だけが忘れられず、年に一度だけ花を観みに行く。


　桜には青い空、そして満開より散りはじめが良い。


　風が吹ふいていれば、なお良い。


　理想のコンディションに恵めぐまれたその日、彼と出会った。


　風に舞う花びらを求めて手を伸ばし、手の平に捕らえた花びらに、ふわりと微ほほ笑えむ。


　風にすくわれてさらりとなびく髪は清潔そうで、細くて白い首は儚はかない。


　散りゆく桜を美しいと感じるように、佇たたずむその姿を美しいと感じた。


　その姿にみとれて立ちつくす自分に気づいた彼は、子供じみた仕草を恥はじたのか、はにかんだような笑みを浮うかべた。


『この桜が一番好きなんです。とても見事ですよね？』


　そうだなとうなずき返したら、彼はとても嬉うれしそうな顔をした。


　同じものを、同じように美しいと感じている。


　それが嬉しいと、共感を示すように……。


　他人の感情など、気にするに値しない。


　そう思っていたはずなのに、彼のその表情だけはやけに心に響ひびく。


　そのことに驚おどろき、戸と惑まどっていた。





　二度目の出会いは偶然。


　再会して、あの日の記憶が鮮あざやかに甦よみがえった。


　あの微笑みを、もう一度見てみたい衝しよう動どうに駆かられて話しかけた。


　だが、彼は自分を覚えていなかった。


　あのときの、あの喩たとえようのない不ふ愉ゆ快かいさ。


　自分だけが特別な記憶として覚えていたことに、敗北感にも似た感情を覚えた。


　恥はじをかかされたと、理り不ふ尽じんな怒りさえ覚えて……。





　だから、彼を手に入れようと思ったのだ。


　手に入れて、嬲なぶって、卑いやしめて……。


　そうすることで、この心に抱いだいた怒りや敗北感をぬぐい去ることができるだろうと。


　決して、彼自身を欲しているわけじゃない。


　この自分が誰かに執しゆう着ちやくすることなどあり得ないとも思っていた。


　確かに、みとれるほどに美しいと感じたその姿を眺ながめるのは楽しかった。


　だが、彼の年とし頃ごろなら数年でその面おも差ざしは変わる。


　花の散り終えた桜に興味が失うせるように、彼に対する興味もその頃には失せるだろう。


　それまでの間、側に置いておけば気が済むだろうと、そう思っていたのに……。








『馬ば鹿かな女だ』


　両の手首と首筋、ためらいの数だけ浅く傷つけられた無数の傷から血を流して倒たおれている女を、物のように見下ろして冷ややかに呟つぶやいた男がいた。


　倒れている女は母で、見下ろす男は父。


　血まみれの死体を見せられた少年の自分は、ただ靴くつが血で汚よごれることが不快だと感じていた。


　そのときはじめて、そんな自分が人間としてなにか欠けていると気づいたが、どうにもできなかった。


　そのままで良いと父が言ったからだ。


　役に立つ人間になればそれで良い。


　そうでなければ、足元で死んでいたあの女のようになるだけだと……。


　鏡の中の自分の顔は、年々父に似ていく。


　自分の完成形はあの男なのだろうと、誰だれに教えられたわけでもなく、そう思っていた。








　父が死に、命令する者がいなくなると空になった。


　それでも特に困りはしない。


　命令されずとも、やるべきことがわかっていたからだ。


　だが、同時に虚むなしさも感じる。


　これではまるで、父から強制的に受け取らされたものを機能させるためだけに存在しているようだ。


　歯車も同然だと……。


『──今は？』


　避ひ暑しよに行った別べつ荘そうで、彼が聞いた。


　子供の頃は、避暑にきてなににも縛しばられずに自由でいられることが楽しかった。


　そう話した直後のこと。


　今も、そうだ。


　ここにいる間は、父が用意した鋳い型がたから外れ、自由でいられる。


　そう答えかけて、言葉に詰つまった。


　では、彼はどうだろう？


　逆らえない圧あつ倒とう的な力で縛りつけられて、どんな目に遭あわされても逃にげることを許されない。


　組み伏ふせられ、辱はずかしめられて、屈くつ辱じよく感に唇くちびるを震ふるわせる。


　そんな生活を、どう思っているだろう？


　生まれてはじめて、他人の心の動きが気になった。


　彼の心の痛みを想像するだけで、なぜかこの胸が痛くなる。


　己おのれのためにさえ、そんな感情を抱くことはなかったというのに……。


　そうやって彼を縛りつけたのは他ほかならぬ自分で、解放してやることができるのも自分だけ。


　それでも、解放してやる気にはならなかった。


　どうしても、手放せない。


　手放したくなかった。








　せめてもと、それまでとはうってかわって、その身体からだを優やさしく抱だいた。


　最初のうちは変化に戸惑っていたが、次し第だいに彼は素す直なおに愛あい撫ぶを受け入れるようになっていく。


　緊きん張ちようして、いつもどこか強こわばっていた身体が、腕うでの中で柔やわらかくほどける。


　甘い声で鳴いて、しなやかに絡からみついてくる華きや奢しやな腕。


　両手で頰ほおを包み、親指で柔らかな唇を撫なでると、キスを求め、なんの警けい戒かい心しんもなく瞳ひとみを閉じるようにさえなった。


　優しくすればするだけ、素直に受け止めて応こたえる彼が可愛かわいくてたまらない。


　ただ抱きしめて、頰ずりしたい衝動に駆られた。


　愛いとしいと、はじめて、そう思った。








　はじめて会ったあの日のように、はにかんだように微笑みかけて欲しかった。


　だが、それだけはどうしても叶かなわない。


　知らなかったからだ。


　愛しい者に微笑んでもらう、その術すべを……。


　そして、知らない。


　愛しい者への接し方。


　その愛し方を……。





　幼い日に自覚した、自分に欠けているもの。


　それが、やっとわかったと思った。








　頭が、割れるように痛む。


　ズキズキと鼓こ動どうと同じリズムを刻む痛みに耐たえ、まぶたをこじ開けた。


『翔一さま？』


　ああ、彼だ。


　はじめて会ったあの日に比べると随ずい分ぶんと大人びた彼は、ひどく心配そうな顔をしていた。


　手を握にぎると、同じように握り返してくる。


　どうして、そんなに心配そうな顔をしているのか？


　そんな風に、心配してもらえるようなことを自分はしてこなかった。


　それなのに、どうして……。







　　◇　◆　◇





　持っていた携けい帯たいで、和紗は屋や敷しき内ないに連れん絡らくを取った。


　美作の判断ですぐに救急車が呼ばれ、翔一は即そく座ざに病院へと搬はん送そうされた。


　握っていた手を離はなしたくはなかった。


　でも、一いつ緒しよに病院へ行ける立場じゃないこともわかってるから、和紗は仕方なく翔一の手を放して屋敷に残った。








　暮れた空からは、いまだに雪が降り続いている。


（連絡、まだかな……）


　窓の外を眺めて、和紗はため息をついた。


　一緒に病院へ向かった美作から翔一の病状に関する連絡があったら、すぐに教えてくれるようにと谷には頼たのんである。


　翔一が病院に搬送されてから、二時間がすぎようとしていた。


　この突とつ然ぜんの事態は、一年前の事故の後こう遺い症しようかもしれない。


　なにしろ記き憶おくを無くしてしまうほどの衝しよう撃げきを頭部に受けたのだから……。


（痛かったんだろうな）


　翔一が事故に遭ったと聞いたあのとき、怪け我がの状態は凄すごく気になったが、その痛みがどれほどのものかと思いを巡めぐらせたりはしなかった。


　命に関かかわる怪我でさえなければいい、不自由することにならなければ良いと、そんなことばかり考えていたような気がする。


　あのときは、翔一も痛みを感じるのだということがピンと来なかったんだと思う。


　いつだって翔一は、和紗にとって圧倒的な力を持った支配者だったから、そんな人が痛みに苦しむ姿など想像もできなかったのだ。


　でも、今は違ちがう。


　辛つらそうにしかめられた眉まゆ根ねと、強く握りしめてくる手の力。


　それを目まの当たりにしてしまった今、大人の男が耐えきれずに意識を失うほどの痛みとは、いったいどれほどのものなんだろうと思わずにいられない。


　今、こうしている間も痛みに苦しんではいないかと、気になって仕方ない。


（──ああ、もう）


　これ以上、じっとしていられなかった。


　病院に行けないのなら、せめて美作からの連絡を待っているだろう使用人達が集つどう食堂に行こうと思った。


　一分でも一秒でも早く、状じよう況きようが知りたい。


　ドアを開け、廊ろう下かに足を踏ふみ出そうとして、


「……あ」


　和紗は、そこに思いがけない人の姿を見つけて動きを止めた。


「しょういち…さま？」


　運ばれたときほどではないが、それでもまだ顔色は悪い。


　翔一は苦痛に耐えているような表情をしていた。


　髪かみとシャツの肩かたが、雪で濡ぬれている。


「どう…なさったんですか？　あの……病院じゃ？　──あ、さ、寒くないですか？」


　病院にいるはずの翔一が、いったいなにがどうして、こんなところにいるのか？


　さっぱりわからないが、とりあえず翔一の濡れた身体が気になった。


　屋敷内は温かいとはいえ、真冬に濡れたシャツでは身体に悪い。


「と、とりあえず、入って……。座ってください」


　翔一の腕をつかんで部屋の中に引き入れ、ソファーに座らせた。


　こんなに強ごう引いんにしたら嫌いやがられるかなと気になったが、構っていられない。


（……一年ぶり）


　翔一が自分でこの部屋に来るのは……。


　記憶を無くしてからは、ずっと翔一の部屋に呼び出されていた。


　和紗が屋敷のどこに住んでいるか、知らないんじゃないかと思っていたぐらいだ。


　タオルを取りに寝しん室しつへ向かいながらそんなことを考える。


「これで、髪を拭ふいてください」


　広げたタオルを手て渡わたすと、翔一は言われたとおりにした。


　頭痛は治まったのか？　


　病院での検査結果は？


　凄く聞きたかったが、とりあえずそれは後回し。


「あの、僕、着き替がえ取ってきます。あと、なにか温かい飲み物でも……」


　部屋を飛び出しかけて、直接自分が行くより、内線で誰だれかに頼んだほうが早いと立ち止まる。


　受話器に手を伸のばしかけたら、


「──和紗」


　翔一が呼んだ。


「は…い」


　振ふり返ると、翔一が和紗に向けて手を差し伸べていた。


「……あ……」


　ここに来いと言ってるんだろうか？


　和紗は、ふらふらと引き寄せられるように歩み寄り、差し伸べられた手を両手で握った。


「座れ」


　言われて、迷った挙げ句、翔一の足元にすとんと座る。


　すぐ隣となりに座るのは、いけないような気がしたのだ。


「あの……翔一さま、寒くはないですか？」


　握ったままの手は、ひどく冷たい。


「せめて、なにかかけるものを……」


「いいから、座っていろ」


　立ち上がりかけたら、叱しかられた。


「……はい」


　すとんともう一度座って、うなだれる。


（どうなさったんだろう）


　冷たい口調はいつものことだけど、手が冷たいのは気になる。


　きっと身体からだも冷えているに違ちがいなかった。


　もう一度、顔色を見ようと思って、おずおずと顔を上げる。


「…………」


　自分を見つめる翔一と、視線があった。


（……？　なんか、違う…みたい）


　食い入るような翔一の視線に、和紗は戸と惑まどった。


（ああ、そうか……。違うんじゃ……ない）


　久しぶり、なのだ。


　この視線は……。


　そこに道具があると確かめるだけの視線ではなく、服の下、肌はだの中まで透すかして見られているような錯さつ覚かくさえ覚える強い、強い視線。


　それは、一年前までは日常的だったもの。


「……しょういち……さ…ま……？」


　首を傾かしげ、じいっとその顔を見上げる。


　もしかしたら、と期待を込めて……。


「……っ……」


　和紗の視線を受けた翔一が、微かすかに眉根を寄せる。


　不ふ愉ゆ快かいそうなのとは違う、なにか痛みに耐たえるような表情。


（……ああ、やっぱり……）


　最近の翔一だったら、自分にこんな風に見つめられたら、きっと不愉快になってこの場から立ち去っているはず。


　こんな風に、見つめ返してくれることなんかなかった。


「あ…の……もしかして……」


　記憶が戻もどったのでは？　と問いかけようとしたら、ギュッと手を強く握にぎられた。


「……翔一……さま？」


「──どうしてだ？」


「え？」


「なぜ、俺をそんな目で見る？」


「……そんな目って……？」


「どうして、そんな風に心配する？　憎にくんではいないのか？」


「そ…んなこと……」


　この屋や敷しきに来たばかりの頃ころは確かに憎かったかもしれない。


　抗あらがえない力で貶おとしめられて、辱はずかしめられて、悔くやしかった。


　どんなに嫌でも言いなりにならなければならない理り不ふ尽じんさに、唇くちびるを嚙かみしめて耐えてもいた。


　あのときの気持ちを決して無くしたわけじゃない。


　忘れられるとも思わない。


　でも、今の和紗の胸には、それ以上に強い想おもいが宿ってしまっている。


　それが、この胸を温めてくれる。


　暗い記憶だけに思いを凝こらせてひとり凍こごえるより、温かな思いを抱だきしめていたかった。


　たとえ、想いを寄せた人との記憶が、自分の中にしか存在しなくても……。


「……あ……」


　どう説明していいのかわからない。


　和紗が口ごもっていると、


「なぜ、ここを出て行かなかった？」


　と、翔一がまた聞いてくる。


「恭司に誘さそわれただろう？」


「誘われ……ました。気に入ったのなら連れて行って構わないと、翔一さまがそうおっしゃったって……。──でも、お断りしました」


「どうしてだ？　俺より恭司のほうがましだろう。チャンスだとは思わなかったのか？　この一年、いや、それ以前から、俺はおまえにひどいことばかりしてきた。……逃にげたいとは思わなかったか？」


「おも…いません」


「どうして？」


「翔一さまの…お側そばに……いたいからです」


「なぜ？　どうして、そんな風に思えるんだ？」


「どうしてって……、あの……」


（言ってしまって、良い……のかな）


　この質しつ問もん攻ぜめに、和紗は本気で困っていた。


　質問に答えない限り、翔一の質問攻めは止やまないような気がする。


　翔一に、噓うそをつくのは嫌いやだった。


　でも、自分の気持ちを素す直なおに告げたりしたら……。


（翔一さまの機き嫌げんを損そこねるんじゃ……）


　道具として扱あつかわれ、最近では存在さえも忘れられかけていたことを思い出して、和紗は臆おく病びようになる。


　思わず、翔一から視線をそらして、目を伏ふせた。その途と端たん、


「──つッ」


　ギュッと強く手を握られて、首をすくめる。


「ああ、すまない」


　和紗が反射的に声を出したら、翔一は慌あわてて手の力を抜ぬいた。


　だが、和紗の手はつかんだまま、その指先は相変わらず冷たい。


「教えてくれ。どうしてなんだ？　──媚こびを売って、俺を利用しようとでも思ってるのか？」


「そ……んな、ひど……」


　あまりの言い草に、さあっと血の気が引く。


「そんなこと、考えたこともない……のに……。……ただ、好きだ…から……。──あっ!!」


　いきなり、グッと両手を引かれて、翔一の膝ひざの上に引きずり上げられた。


「…あ…の……、しょういち…さま？」


　気に障さわったのだろうか？


「──もう一度。和紗、もう一度言え」


　怯おびえる和紗の目を覗のぞき込み、翔一が頼たのみ込む。


　真しん剣けんな瞳ひとみ。


　少なくとも、怒おこっているようには見えなかった。


「あ……」


（いいの……かな……）


　和紗は、緊きん張ちようのあまり喉のどが詰つまったような感覚を覚えて、ごくんとつばを飲み込んだ。


「──好き…です。あなたが……好き」


　ともすればかすれそうになる声で、そう告げた。


「……なぜ？　どうして、そんな風に思えるんだ？」


　翔一の声も、少しかすれている。


　呆ぼう然ぜんとしているように見えた。


「どうしてなんて……。そんなの……僕だって、わかりません。──ただ、いつの間にか、そう感じるようになっただけ……。あなたが好きだって……気持ちが、いつの間にか、ここにあって……」


　和紗は目を伏せて、手の平で胸を押さえる。


「あの……、迷めい惑わく……です…か？」


　おそるおそる目線を上げると、翔一と視線があった。


　その瞳が、優やさしく和なごむ。


　いや、和んでいると、和紗は感じた。


　それは、一年前の、以前の翔一の瞳と良く似ていて……。


「翔一……さま。あ……もしかして、あの……？」


　期待に胸が詰まって、息が苦しい。


　──記き憶おくが、戻ったんですか？　


　かすれた、声にならない声でそう囁ささやくと、翔一はうなずいた。


「……じゃ…あ、僕のこと……覚えて……？」


「ああ、すべて覚えている。──おまえが忘れてしまったこともな」


「……え？　僕が……忘れてるって……」


　意味がわからず、和紗が首を傾げると、翔一は愉快そうに微かに口元をほころばせた。


（あ……笑った）


　最初の頃の、あの意地悪な笑えみじゃない。


　かといって、社交辞令用の取り澄すました笑みとも違ちがう。


　純じゆん粋すいに楽しそうな、心からの微ほほ笑えみ。


（……よかった）


　こんな風に翔一に笑いかけてもらえたら、きっと幸せだろうと思っていた。


（迷惑じゃ…ないんだ）


　好きだと言われて、迷惑だと思ったのなら、こんな風には微笑んでくれないだろう。


　嬉うれしくて、和紗の唇もほころぶ。


　だが、それを見た翔一が、その顔からすっと笑みを消した。


「あ……」


（どう……したんだろう）


　いきなりの変化に戸と惑まどい、心配した和紗の顔からも笑みが消える。


「あ…の……なにか、お気に障りましたか？」


　オドオドと聞くと、両手で頰ほおを包み込まれた。


「……そうか。──こんなに簡単なことだったんだな」


　翔一が鼻がつきそうなぐらいに和紗に顔を近づけて、瞳を覗き込んでくる。


「ずっと、おまえの笑顔をもう一度見たいと思っていた」


　その顔に、再びゆっくりと笑みが広がる。


「ぼくも……です」


　つられて和紗も微笑んだ。


「そうか……。──和紗、ずっと俺の側にいてくれるか？」


　問われて、迷わずうなずく。


「はい。います。あなたの、側に……」


「そうか」


　迷惑でなければ、と言いかけたが、つけ加える必要はないと悟さとって途と中ちゆうで口を閉とざした。


　うなずく和紗を見つめる翔一の瞳が、穏おだやかで、嬉しそうだったから……。


（ああ、もう、どうしよう）


　もう告げることすら叶かなわないのだろうと諦あきらめていた想おもいを、恋こいした相手に届けることができるなんて……。


　しかも、受け入れてもらえるなんて……。


　あまりにも嬉しすぎて、胸が熱い。


　息苦しささえ感じて、はふっと息を吐はくと、それを見た翔一が笑みを深くする。


　和紗の頰を包んでいる翔一の両手は、いつの間にか温ぬくもりを取り戻もどしていた。


　その親指の先が、誘うように唇くちびるを撫なでる。


　和紗が目を閉じると、


「──おまえを、愛しているよ」


　そんな囁ささやきとともに、唇が押しあてられた。


「……ん……ふ……」


　強く背中を抱だきしめられて、唇の間から吐と息いきがこぼれた。


　抱かれた瞬しゆん間かん、冷たく感じた翔一の身体からだが、徐じよ々じよに温もりを取り戻していく。


　それが嬉しくて、和紗は自分から翔一の身体に腕うでを回して強く引き寄せる。


　一年ぶりの優しいキスは、夢のように、ただ甘かった。




　　　　８







　微かすかなベッドの揺ゆれで、意識がゆっくりと浮ふ上じようする。


　頰にかかる髪かみを、梳すいて寄せようとする指先がくすぐったい。


　和紗は、口元をほころばせた。


「なんだ。狸たぬき寝ね入いりだったか」


　ゆっくり目を開けると、カーテンの隙すき間まから漏もれる僅わずかな光の中、すぐ側そばに翔一の顔。


「違います。翔一さまが起こしたんですよ」


「これぐらいでか……。随ずい分ぶんと敏びん感かんだな」


「あ……やっ……」


　髪を梳いていた指が耳元をくすぐり、思わず首をすくめる。


「だ……めです。翔一さま。……んっ……」


　唇が耳たぶを甘く嚙かみ、足が絡からむ。


　和紗は、戸惑った。


「嫌か？」


「いや……じゃないです。あ…っ…、でも……」


　身体の下に組み敷しかれ、顔を覗き込まれて困った顔をすると、翔一が苦く笑しようした。


「駄だ目めか。──また美作に嫌いや味みを言われてはかなわないしな」


（嫌味……じゃないと思うんだけど……）


　あれは、どちらかというと小言だ。


　いったんは起きたものの、ついつい朝からいちゃついて、いつもの朝食の時間にふたり揃そろって遅おくれた朝、美作に言われたのだ。


『仲がよろしいのは大変けっこうですが、使用人達が見て見ぬ振ふりできる程度にしておいてくださらないと困ります』


　自重してください、と穏やかに微笑む顔が、なんだかもんのすっごく怖こわかった。


　以前、恭司は翔一に言うことを聞かせられるのは美作だけだと言っていたが、あれを見て和紗は素す直なおに納なつ得とくさせられた。


（……翔一さまにとっては、爺じいやみたいな存在なのかも）


　年ねん齢れい的には少々語ご弊へいがあるが、その表現が一番ぴったりくる。


　煩わずらわしそうに美作の小言を聞く翔一が、少しだけ幼く見えたのが新しん鮮せんで、和紗はちょっとドキドキさせられた。


「だが、これぐらい良いだろう」


　翔一の手が頰を包み、親指の先で唇をくすぐられる。


「──はい」


　近づいてくる翔一の唇にも微笑みが浮うかんでいることを確認して、うっとりと目を閉じる。


　今の和紗は、この瞬間が一番好きだ。








　翔一の記憶が戻ったあの日から、既すでに一月以上のときがすぎていた。


　あれ以来、和紗はずっとこの屋や敷しきで幸せな日々を過ごしている。


　ちなみにあの日、想いが通じ合ったことが嬉しくて、和紗はうっとりと翔一に身を任せかけたが、突とつ然ぜんの乱入者に中断させられてしまった。


　現れたのは、検査の途中で病院を抜ぬけ出した翔一を捜さがしに来た美作で、『よけいな心配をかけさせないでいただきたい』とやっぱり小言をいただいた。


　でもその後、もう一度病院へと翔一が向かうとき、『また脱だつ走そうされても厄やつ介かいですから、あなたも一いつ緒しよに来なさい』と和紗も連れて行ってくれたし、その後も看病させてくれたから、美作に対する和紗の苦手意識は少しだけ薄うすれてきてはいる。


　翔一の突然の頭痛は、検査の結果、特に異状もないということで、記憶が戻ったことに伴ともなう偏へん頭ず痛つうの一種だろうということだった。


　半月ほどは、繰くり返し頭痛の発作に見み舞まわれていたが、今ではそれもない。


　良かったと、本当に胸を撫で下ろしている。





　記き憶おくが戻ってからの翔一は、和紗に色んなことを強要しなくなった。


　和服も強要されなくなったけど、着ていると翔一の機き嫌げんが良いから、なるべく着るようにしている。


　だって、翔一の機嫌が良ければ、和紗だって嬉しいし……。


　でも、派手な肌はだ襦じゆ袢ばんはそれなりに遠えん慮りよさせてもらっている。


　比ひ較かく的てき派手じゃないのは、絹で着き心ごこ地ちが良いし、翔一も喜ぶから仕方ないかと、まだ袖そでを通しているけれど……。


　なんだかんだ言って、やっぱり和紗は押しに弱かった。


　押しに弱いと言えば、大学受験に関する話でも、ついうっかり押されかけた。


　屋敷から通えるよう私立一本に絞しぼることに決めたのだが、翔一にその話をしたら、別に進学する必要はない、屋敷内でも勉強はできるだろうという意味のことを言われ、そうなのかなと一いつ瞬しゆん思いかけてしまったのだ。


　とはいえそれに関しては、絶対に駄目です、と美作にしっかり小言をいただいた。


　和紗の両親の手前もあるし、このまま屋敷に留とどまるなら、いずれ自分の跡あとを継ついでもらうことになるのだからしっかり勉強して来てもらわないと、と学部の指定までされている。


　翔一が優やさしくなったぶん、美作からの風当たりが強くなったが、美作の小言を聞いていると、なんだか貴菜の口うるさい忠告を思い出してしまって、やっぱり苦手意識は減る一方だ。





　毎日のように、ふたりでゆっくり時間をかけて、たわいのない話をしている。


　翔一も和紗も、自分から沢たく山さんしゃべるタイプじゃないから会話は途と切ぎれがちだが、沈ちん黙もくに以前のような息苦しさを感じない。


　たぶん、気持ちが通い合っているからかもしれない。


　奇き妙みようなことに、三年間の記憶を失っていた期間の翔一の記憶は、日に日に薄らいでいっているらしい。


　翔一本人は、自分が和紗にしたひどい仕打ちを忘れてしまうことに抵てい抗こう感があるようなのだが、和紗は忘れてくれたほうが良いと思っている。


　自分でもどうしようもなかったときのことを悔くやむ姿を見るのは辛つらいから……。





　恭司は、相変わらず、ふらりと遊びにくる。


　以前は和紗ひとりのときに来ていたのに、最近は怒おこられるからと、翔一がいるときを狙ねらって遊びにきているようだ。


　そして、「俺に和紗くんをくれてやるって言ったよね」と、そのときの記憶を失いつつある翔一をからかい、「そういうわけだから、いつでもおいで」と和紗に言ったりする。


　そのたびに、翔一は不機嫌そうに恭司を追い払はらう。


　谷などは、嫉しつ妬とですねと無表情のまま面おも白しろがっているが、和紗はちょっと複雑な気分だ。


　なんというか、恭司は自分よりも翔一を構いたくて仕方ないように見えるからだ。


　翔一が感情を表に出すようになったのが、楽しくて仕方ないだけなのかもしれないけど……。








「春になったら、ふたりで桜を観みに行こう」


　つい最近、翔一がそう言った。


「素す敵てきですね。──どこに行きますか？」


　和紗は、この近辺では桜で有名な地名をいくつかあげたが、翔一は首を横に振った。


「じゃあ、どこです？」


　聞いても、翔一は答えない。


「春になったら、教えるから……」


　青あお臭くさすぎて、さすがにまだ言えないな……と、口元を押さえた指の隙間から見える唇には、少し困ったような苦い笑みが浮かんでいる。





　翔一は、自分が和紗に一ひと目め惚ぼれした挙げ句、勝手に逆ギレして強ごう引いんに自分のものにしてしまったことを、いまだに打ち明けられずにいるのだ。


　強引に身体からだを開かされていた頃ころのことを、和紗は決して口にはしない。


　恨うらみ言を言われたこともないが、それでもやはりあの日々は和紗の心に傷になって残っているだろう。


　一言謝りたいと思うのだが、自分の馬ば鹿かさ加減があまりにも恥はずかしすぎて、翔一はいまだに口に出せずにいる。


　だが、春になったら打ち明けるつもりだ。


　心を奪うばわれたあの瞬しゆん間かんのことも、すべて……。





（……僕に言えないことがあるなんて、変なの）


　でも、まあ、無理に話してくれなくても良いけど……。


　そう和紗は思う。


　翔一の側そばにいられるならそれでいい。


　それだけで、もう充じゆう分ぶんに幸せだと思うから。


「春が、楽しみです」


　和紗がそう言うと、翔一は静かに微ほほ笑えみ返してくれた。




館の番人













「お邪じや魔ま」


　不ぶ躾しつけにもノックもなくドアを開けて美作の仕事部屋に入って来たのは、飛鳥井家の次男、恭司だ。


　いつもの子供じみた嫌いやがらせだけに、注意する気にもなれない。


「和紗さんに会いに行かれたのでは？」


「いや、それがさ、タッチの差で兄貴に先を越こされちゃって……。いま行ってもすぐ追い出されるだけだから、少し暇ひまを潰つぶさせてくれよ」


（兄貴、ですか）


　少し前まではあの人呼ばわりしていたのが、噓うそのようだ。


　最近の恭司は、わざと兄の翔一が帰宅する少し前にやって来て、先に和紗にちょっかいをかけては翔一に嫌な顔をさせている。


　今まではなにをやっても無関心だった兄が構ってくれるのが、それなりに楽しいらしい。


「──どうぞ」


　仕方なく仕事を中断して、応接用のソファーにふんぞりかえった恭司に紅茶を淹いれてやる。


「和紗さんに合格祝いを持っていらっしゃったのですか？」


　恭司の脇わきにリボンのかかった小さな包みがあった。


「ちなみに、なにを？」


　聞くと、恭司はニヤリと楽しそうに笑った。


「あんまり高いものだと受け取ってもらえないような気がしたから、大学生が身につけてそうなブランドのアクセサリーを、ちょっとね」


「……まさか、指輪じゃないでしょうね」


「あ、わかる？」


「わかりますとも」


　やりすぎだと、思わずため息がこぼれた。


「あまり翔一さまを刺し激げきなさらないでください。免めん疫えきがないだけに、まだ自分の感情をもてあまし気味なんですから」


　それに最終的に迷めい惑わくを被こうむるのは和紗さんですよ、とつけ加えると、恭司が「へえ」と意外そうな顔をした。


「なんです？」


「いや、あんたがそういうことを言うとはね。あのふたりが出来上がったら、絶対反対するだろうと思ったのに」


「しませんよ。反対なんて。──なるほど、それで最近、あれこれ妨ぼう害がいが入っていたわけだ」


　美作は、飛鳥井家の執しつ事じという仕事のほかに、飛鳥井家の仕事関係での陰かげのお目付役的な役割も担になっている。


　それ故ゆえに、常々分家の者からは目の上のたんこぶ扱あつかいされていたのだが、最近とみに美作の足元をすくって力を削そごうとする攻こう撃げき的なアプローチが増えていた。


「あ、俺の画策だってバレバレ？」


「当然です。私を追い落とそうなど、十年早い」


「はいはい。ま、あんたがあのふたりの邪魔しないって言うんなら、俺ももうやめるけど……。でも、本気？　和紗くんじゃ、あんたの跡あとを継つぐには少々心こころ許もとないんじゃないか？　ああ押しに弱いんじゃ、お目付役なんてできないだろうしさ」


「確かに。でも、執事として屋や敷しきと使用人の管理ぐらいならできるでしょう。仕事のお目付役はあなたが引き継げばいい」


「ええ、俺ぇ？」


　恭司は目め一いつ杯ぱい嫌な顔をした。


「嫌だな。遊び人の次じ男なん坊ぼうって役割が気にいってんだけど」


「遊び人気取りは三十までにしておきなさい。それを過ぎてまで遊び人を気取っていては、ただの馬鹿にしか見えませんよ」


「あー、はいはい。わかったわかった」


　かったるそうに恭司が言う。


「でも真面まじ目めな話さ、あのふたりを本気で認めてやってるのか？　油断させといてバッサリなんてのは無しにしてくれよな」


「しつこいですね。しませんよ。どうしてそうまで疑うんです？」


「だって、あんた、お家がいっとう大事な人だろう？　跡継ぎ問題だって、いずれは出てくるしさ」


「跡継ぎなら、なんとかなるでしょう」


「なんとかって……。分家から養子でももらう気か？」


「まさか……。分家から養子だなんて、なにがあろうと絶対に認めません」


　翔一が記き憶おくを失うきっかけになった事故を陰で画策していたのは、分家の人間だという確かな情報を美作は握にぎっていた。


　確実に命を奪うことができなくても、翔一が現場から離はなれている間に実権を握ろうと狙ねらっていたようだ。


　普ふ段だんふらふらと遊んでいるようにしか見えない次男坊が、それなりに動いてくれたお陰かげで彼らの思おも惑わくは現実にはならなかったが……。


「かなり怒いかりが根深いね。……じゃあ、なにか？　兄貴が余所よそに女を作るとでも思ってる？」


「それも無理では？　でも、あなたならいずれ作るでしょう」


「げ、また俺？」


　種馬じゃないんだから、と恭司は不満顔だ。


「あんたにそういうことを言われると、いまだに畑に種を蒔まいて収しゆう穫かくするイメージが浮うかぶな」


「それができれば、非常に大助かりなのですが」


　半ば本気でそう言うと、恭司はもの凄すごく嫌そうな顔をした。


「あんたも変な人だよな。酒も煙草たばこも女も、一いつ切さいの娯ご楽らくを遠ざけて飛鳥井の家のことしか考えてないんだからさ。──なぁ、そんなんで人生楽しい？」


「まあ、それなりに」


　ホントかね、と呟つぶやく声に、美作は僅わずかに苦く笑しようした。











　そもそも、美作には自分の人生などというものの持ち合わせがない。


　一番古い記憶は、泣きながら遠ざかる女の顔で、たぶんあれが母親なのかもしれない。


　次に記憶にあるのは、言葉もわからない異国の娼しよう窟くつ。


　使い捨ての道具として何らかの薬物を投とう与よされ、朦もう朧ろうとしたまま客を取らされている日々を過ごしていたときに、自分にも意味のわかる言葉が聞こえてきた。


　それが翔一達の父親、飛鳥井貴たか史しとの出会いだった。


　貴史はなにを考えたのか、美作を買い取り、日本に連れ帰ってくれた。


　これからはこの人の相手をすることになるのかと思ったが、彼にはそういうつもりは一切ないようだった。


　無くした名前や戸こ籍せきを新たに作り、薬物でボロボロになっていた身体からだを治ち療りようさせ、あまつさえ教育を与あたえてくれた。


　すべての教育課程が修しゆう了りようした後、これからは好きに生きろと言われたから、そのまま側そばに留とどまった。


　あの場所から連れ出してもらったことに恩を感じていたわけじゃない。


　ただ、はじめて聞いた意味のある言葉を話す人間、貴史の言葉だけが美作にとって意味を持つようになっていただけ……。


　恭司などは、美作のことを貴史の犬と呼ぶが、実際にそうなのかもしれないと自分でも思う。


　この耳には、主あるじの命令しか聞こえない。


　幼い頃ころに薬物に侵おかされた身体に残った後こう遺い症しよう、フラッシュバックのせいで、薬物のみならず酒も煙草もセックスさえまともにはできない身体だったが、別に不自由はない。


　主の側にいて、役に立ってさえいれば、それで充じゆう分ぶんだったから……。





　面めん倒どうくさい、つまらない。


　それが貴史の口くち癖ぐせだった。


　飛鳥井の跡継ぎだった兄弟が死に、妾しよう腹ふくの貴史に順番が回ってきたときもそうだ。


　面倒くさいな、と……。


　したたかに酔よって帰った夜、肩かたを貸して寝しん室しつへ連れて行った美作をふざけてベッドに引っ張り込み、ただじっと抱だきしめてそう言った。


　そしてその翌日、家か督とくを継ぐことを公表して、飛鳥井の本ほん邸ていへと移り住んだ。





　病びよう巣そうが発見され、それが手の施ほどこしようもない状態だと知ったとき、貴史はすべての延命治療を拒きよ絶ぜつした。


　屋敷に留まり続け、美作以外の人間を寄せ付けずに過ごす日々。


　死の間ま際ぎわ、息むす子こ達を呼ぼうかと聞いたが、必要ないと断られた。


「当てが外れた」


　そう言われ、どういう意味かと聞き返したら、おまえのほうが先に死ぬだろうと思っていたと言われた。


　おひとりで逝ゆくのが寂さびしいのならお供しますと告げたが、少し考えた後に断られた。


「俺の枷かせが外れた後、あのふたりがどう生きたか、土産みやげ話を持参して来い。……つまらない餓が鬼き共の見張りなど、退たい屈くつなだけかもしれないがな」


　息子達のことを心配してくれていたのかと驚おどろいたら、貴史は唇くちびるの端はしを皮肉げに歪ゆがめただけでなにも言わなかった。


　しばらくして、


「……つまらない人生だったな」


　そんな呟きが聞こえてきた。


「あのとき、おまえだけを連れてここから出ていれば、少しはマシだったか……」


　どういう意味かと問い返しかけたが、その前に貴史の瞳ひとみは閉じてしまった。


　永遠に……。





　酷ひどい人だと、そう思った。


　今いま更さら、そんな言葉を聞かされても、自分にはもうなにもできない。


　手の届かない場所へ逝いった貴史を追うことさえ……。


　来いと言われれば、どこまでだってついて行けた。


　だが、息子達を見ていろと命じられてしまった以上、もはやここに留まるしかない。





　今すぐ追いかけて行って、最さい期ごの言葉の真意を確かめたかった。


　本当は、主と一いつ緒しよに逝きたかったのに……。





　自分自身の心が血の滲にじむような声で叫さけんでいても、それを実行にうつすことはできない。


　自らの望みより、主の望み。


　この自分は、主の命令に従うことしかできない存在なのだから……。











「そういや、和紗くん家の跡継ぎ問題はどうなるんだ？　あと借金問題も」


　ほったらかしはいくらなんでも酷いだろう、と恭司が聞いてくる。


「それなりに考えてますよ。最終的にはプラスになる方向で。──跡継ぎに関しては問題ないでしょう。妹さんもおられるし」


　その妹が『大江屋』で働く和わ菓が子し職人とつき合っているという情報を教えてやったら、恭司はやけに喜んだ。


「御お店たなのお嬢じようさんと使用人の恋こいか。ロマンだね」


「古くさいことをおっしゃる」


　苦笑しつつ仕事机に戻もどろうとしたら、窓の外に庭を散策する翔一達の姿が見えた。


「仲むつまじいことで……」


　和紗に引っ張り出されたのではなく、たぶん翔一が望んだのだろう。


　珍めずらしく明るい時間帯に戻れたから、庭でも散歩することでふたりの時間を有意義に過ごそうと……。


（デートのつもりですかね）


　初々しすぎて、見ているほうが恥はずかしい。


　だが、翔一があの華きや奢しやな手を手放さなければ良いとも、切に願う。


　あの華奢な手は、翔一の人生を豊かにするための、ただ一つの鍵かぎ。


　美作の主のように、死の直前に後こう悔かいするような人生を送らないためにも……。


「どれどれ？」


　ひょいっと脇わきから顔を出し、恭司も窓の外を見る。


「お、いい雰ふん囲い気き。──じゃ、さっそく邪じや魔ましに……」


　止める間もなく、浮うき浮きとプレゼント片手に部屋を出て行ってしまう。


「良くもここまで違ちがう性格に育ったものだ」


　同じ男の遺伝子から作られたふたりの子供。


　窓の下を歩く片割れは、父親に瓜うり二ふたつの顔をしている。


　性格まで似たのかと思っていたのだが、ここに来て見事に変化しつつある。


「この土産話は、あの方のお気に召めすかどうか……」


　案外、大いにうけるかもしれない。


　その反応が、今はとても楽しみだ。





　だからこの先も、美作はただ見守るだけ。


　主への土産話の数を増やすために……。




甘かん美びな夜よるにとらわれて





黒くろ崎さきあつし
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